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ま` じ め に

情報処 理 を巡 る技術 革 新 は近年 な お 日進月 歩 を続 け、ハ ー ドウエア環境 にお け

る ダウ ンサ イ ジ ングや ネ ッ トワー ク技術 、 ソフ トウエア技 術 にお ける オペ レー テ

ィング シ ステムの再 検討 、 ウ ィン ドウ システ ムを は じめ とす る ヒュー マ ンイ ンタ

フェー スの高 度化 な ど、 よ り知 的で ヒューマ ン ライクな操 作性 を実現 す るた めの

さまざ まな技 術 開発 が な され て い る。 また、デ ー タベー ス技 術 にお いて も、 デー

タモ デル の設 計指 針 の見 直 しな ど、画像 、音声 にいた るさ まざまな メデ ィア を対

象 と した高水 準 デ ー タベー スモ デル の構 築 な ど に焦点 が当 て られ るよ うにな った。

最近 で は、 コン ピュー タ処 理 のパ ー ソナル化 が進 む とと も忙 、 そ の コ ン ピュー

タ上で の統 合環境 の構 築 が新 しい動 きとな って い る。 これ によ り多種 にわ た るデ
ー タの加 工 や 図表処理 な どの ドキ ュ メン ト作成 にお いて、一 貫 した作 業環境 が支

援 され るよ うにな って きた。 これは ウィ ン ドウ画面上 での 作業 メ ニュー と して 簡

易 な選 択 が可能 な もので 、種 々 のア プ リケー シ ョンソ フ トウエアを道 具 と して 統

合 した もの にあた る。各 種 ソ フ トウエア処理 にお けるデー タ構造 を統 一す る こと

に よ り可能 とな った もので あ るが、 ユー ザが本 来要求 して いた知識 その もの に係

わ る処理 につ いて はまだ未開 拓 な分 野 が多 く、 今後 の課題 と して あ げ られ て い る。

これ はデー タベ ー スを利用 した分 野 に おいて も顕著 で、格 納 された デー タ の定

型 的処 理 に おいて はカプ セル化 な どの手 法 が確 立 され て きたが、 人 の さま ざまな

発 想 な い し知識 の処 理 を支援 してい くに は、か な らず しも従 来処理 の定型化 です

む もので はな い。 これ らを解 決す るため の知 識 情報処 理 と して、 エキ スパー トシ

ステムや知 識 ベー スの構 築 な どが実 用 化 されて きたが 、 自然 言語処 理 や認知 処 理

な どの高次 の情 報処 理 に おいて は概 念構 築 な どの模索 段階 にある。今 後、 ます ま

す デ ー タベー スに対 す る利用 は拡大 して い く もの とみ られ 、 デー タベー スに おけ

る知識 処理 を支 援 す る高 度 な情報処 理技 術 に期 待がか け られて い る。

この よ うな背 景 の下 で、 デー タベ ー スに係 わ る次世 代 に向 けた技術 と して 、知

識 情報 処理 技術 を援用 し、統 計 知識 との係 わ りにつ いて検 討 を行 い 、統計解 析 文

の生成 のた めの実 験 システム につい て調 査研 究 を実施 す る こ とと した。平成3年

度 にお いて は、 デー タベ ー スを巡 る関 連技術 を検討 し、統 計 デー タベー スに お け

る次世 代 支援技 術 として統計 情 報か ら解析文 生 成 を行 うた め の手 法分 析 、知 識 ベ
ー スの構成 を行 い、 自然 言語 処理 によ る実験 システムを作 成 した。 これ に続 いて

平 成4年 度で は、 よ り高 度 な解 析文 表現 の生 成 に向 けた検 討 とシステ ム と しての

イ ンタ フ ェー ス環 境 に係 わ る検 討を行 い 、実 用 化 に向 けた 実験 システ ムの構 築 を

行 った。

本報 告 書 は、 この3カ 年計 画 の2年 次 にあ た る調査 研究 の成 果 を と りま とめた

もので あ り。 今後 の政策 情報 に係わ ろ デー タベー スシステ ムの活 用推 進 のた めの

基礎 資料 と して 、 さらには次世 代デ ー タベー ス システ ムの構築 に向 け た実験 的提

案 と して利用 され れば、望 外 の喜 び とす るもので あ る。

なお 、本調 査研 究 は財団法 人 日本 シス テム開 発研究 所 に委託 して実 施 した。

平成5年3月
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序 章 調査研究の概要

1.調 査研 究 の背景 と目的

通 商産 業行 政 に係 わ る統計 情報 は、基 礎的 な国内 マク ロ経 済情報 か ら産 業別 の

生産動 態 、個別 企 業情報 にいた るまで 、 さま ざ まな レベルの情報 を も とに収 集加

工 がな され、政 策 の立案 や評 価 に用 い られてい る。政 策情報 システム(PPIS)

で は各 種統 計 にっ いて デー タベー ス と して構築 されてお り、 これ らの検索加 工 の

下 で各 種分析 を行 いつつ 政策 立 案な どの資料作 成 に利 用 され てい る。 しか しなが

らこれ ら利用 手法 に係 わ るノ ウハ ウは概 して ユーザ個 々人 に とどまる傾 向が あ り、
か な らず しも統計 的知 識 や格 納 され たそのデ ー タベー ス固有 の特性 に っいて広 く

理解 されて い る とは言 い難 い面 があ る。 また政策 資料 を作成 す る局面 のみな らず、

定常 的 な経 済情 勢 の観察 や各生 産活動 の計測 な どの恒 常的 な知識 獲得 において も、

現在 み られ る システ ムの機能 で は、概 して これ に習熟 した ユーザ に限 られ た もの

とな って い る。

これ は一般 の汎 用 デー タベ ー スシ ステムにお いて も今 日的課題 とな りっっ あ る

もので あ るが、従 来 よ りシステ ムの概念 構築 が ハー ドウエ ア機能 を メイ ンに構築

して きたた めで あ り、 ユ ーザ の最終 的 な高度 な要求 に合致 した オブ ジ ェクティブ

な情 報 と して の提 供が か な らず しもスムー スにな され ていな いた めで ある と もい

え る。

これ らを背景 と して平 成3年 度調査 で は、新 世代 デー タベー ス シス テム と して、

特 に、 ユーザ の最 終 的利 用 目的、形態 を想定 した知識 型の 「統計 情報 解析文生 成

システ ム」 の可能 性 につ いて 検討 し、そ のと りまとめを行 った。 そ こでは統計情

報 に基 づ く特 徴記 述文 、分 析文 などの解 析表 現 文 の構造 を調 べ、 その典型 的 な表

現 事例 を整理 す る ことによ り、統計 情報 の解 析 文 の自動生成 に向 けた機能 にっい

て検討 を行 った。 これを さらに 『統 計情報解 析 文生成 システム』 と してプ ロ トタ

イ プを作 成 し、 その可能 性 を実証 した。

しか しなが ら、 そ こで は統 計 系列 における属性情 報 の知識 や、統計 系列 固有 の

特 性、統 計系列 間 の関係 情報 な どの、一層 の知識 の拡 充が必 要で ある ことが 明か

とな り、 また 、統計 情報 の特 徴抽 出にお いて も、知識 獲得 や学 習機能 、推 論 機構

な どの各種AI的 手法 の充実 が望 まれ る もの とな った。一方 また、利 用 目的 、形

態 に対 応 した オ ブ ジェク テ ィブな処 理 の可能 な ユー ザ インタフ ェー ス機能 にっい

て も併 せて検 討す ることが有 用であ る ことが 明か とな った。 これ は統計情 報 の解

析 文 にお いて は、分析 目的や利 用用 途別処理 と して、 図や グ ラフ等 の参照情 報 を

イ メー ジ した知識 構成 が な され ることが 多い ためで あ り、同時 に、他 のソ フ トウ
ェ ア ツー ル等 との リンケ ー ジな ど、機能 の高 度 化の望 まれ る要素 が多 いこ と も判

明 した。

これ らの こ とか ら本年 度調 査 では引 き続 いて 、新 世代 デー タベー ス システ ムの

あ りか た とその実現 性 を検討 す るた め に、統計 情報解 析文生成機 能 の高度化 を 目

的 と した調 査研究 を行 った。特 に、本年 度調 査 では、参照 図表 の作成 や出力 な ど

を伴 うマ ンマ シ ンイ ンタ フェー スの拡充 と、解 析文 の特徴 抽 出に大 域 的な定 性 理

解 、定 性 的表 現 を含 む生 成機能 の開発 にっ いて検討 し、 と りま とめた。
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2.調 査研 究 実施 内容 概要

(1).本 報 告書 で と りまとめた調 査研究 内容 は下 記 の とお りで あ る。

①.デ ー タ ベ ー ス関 連 シ ス テ ム機 能

現 在 、 実 用 ま た は研 究 開 発 段 階 に あ る デ ー タ ベ ー ス関 連 シ ス テ ム と、 そ の 周 辺

技 術 に つ い て 、 ハ ー ドウ エ ア 技 術 、 ソ フ トウ エ ア技 術 を サ ー ベ イ し、 特 に 、 ユ ー

ザ イ ン タ フ ェー ス と して 将 来 期 待 され て い る知 的 イ ン タ フ ェ ー ス技 術 に っ い て と

り ま と め た。 これ に も と つ い て 統 計 情 報 に係 わ る新 世 代 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム と

して の あ りか た に つ い て 検 討 した 。

②.統 計情報 に係 わ る知識 型 ユ ーザ イ ンタ フェース機能 検討

統計 データ ベー スシステ ムに おけ る統計情 報 の活 用性 につ いて検 討 し、検 索 、

加 工 の際 にユー ザ の分 析 目的 別 、利 用用途別 に有用 とな る知識 型 ユーザ イ ンタ フ

ェー ス機能 の整理 を行 った。 特 に、統計情報 解析文 の生 成 に至 る まで の各 プ ロセ

スにお いて、 さま ざまな イ ンタフ ェー ス機能 が考 え られ るが 、 これを知識 処理 の

観 点 か ら明か にす ること によ り、 さ らに進 んだ次世 代型 デ ー タベ ー ス支援 技術 の

位置 付 け行 った。

③.統 計情報 に お ける定 性的 計量特 徴 の検討

平成3年 度 調 査 で は統 計情 報解析 文 の特徴 抽 出は定 量的 な統 計 解析 ・数 値解析

的手法 のみ に基 づ いて行 った が 、本 調査 で は これ ら統 計 の時 系列情 報 を定 性 的大

域 的情報 と して特 徴抽 出 を行 える よ う検 討 した。特 に時系列 的変 動 のマ クロな評

価 のた めの特徴 把 握 に係 わ る検討 、定性 推論等 の推論 機構 の可能 性 を検討 した。

④.定 性 的理解 、定性 的表現 構造 の検討

定 性 的理解 、定 性的表 現 を可能 とす る統計情 報解析 文生 成 システム作成 のため

に、現在PPISに よ って支 援 され てい る統計 情報 の属性 や統計 デー タベ ー スの

固有性 に っいて検 討 し、 これ を実現 す るための デー タ構造 を明 か に した。 ま た、

その属 性 デー タを利用 す る知識 型 ユーザ イ ンタフェー ス機 能 の構 造 にっ いて も検

討 した 。

⑤.統 計情報 解析 文生 成 シス テムの概要

ここで は統 計 情報 解析 文生 成 シス テムを構 成す るた め の全 体 アル ゴ リズ ムを明

か に し、大 局 的特徴 を含 む解 析的特 徴抽 出処 理 な らび に解析 文生成 処理 の プ ロセ

スを提 示 した。

⑥.プ ロ グ ラ ミ ン グ運 用 評 価

⑤.に お い て 検 討 した 統 計 情 報 解 析 文 生 成 ア ル ゴ リズ ム を も と に 、 プ ロ トタ イ

プ と して 作 成 した プ ロ グ ラ ム に っ い て運 用 評 価 を行 っ た。 こ こで は 、統 計 情 報 解

析 文 生 成 シス テ ム(SIAS)は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に お け る ロー カ ル 処 理

と し、 実 際 のPPISに よ り提 供 さ れ る各 種 統 計 デ ー タ に 基 づ い た 解 析 文 生 成 を

試 行 し、 これ を検 証 、 評 価 した 。
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[PPIS検 索 実 施 に よ る デ ー タ ベ ー ス分 野 、部 門 数]

デ ー タ ベ ー ス分 野 ・・

部 門 数 ・・

(2).調 査 研 究 体 制

・… … 国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)

生 産 動 態 統 計(PRDB)

・… …SDB(9部 門)

PRDB(2部 門)

実施機関:財 団法人

研究部

主要研究者:

日本 システム開発研究所

数理情報研究室

室 長 岩 佐 啓 正

研究員 石 田 武 志

研究員 碇 川 寛 司
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第1章 デ ー タ ベ ー ス関 連 シ ス テ ム機 能

こ こ で は、 現 在 、実 用 も し くは研 究 開 発 段 階 にあ る デー タ ベ ー ス関 連 シス テ ム

とそ の 周 辺 技 術 に つ いて 、 ハ ー ドウ エ ア技 術 、 ソ フ トウエ ア技 術 の 両 面 か らサ ー

ベ イ し、 特 に 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス と して 将 来 に期 待 さ れ て い る知 的 イ ンタ フ

ェー ス技 術 の 動 向 につ い て と りま とめ た 。 さ らに 、 これ に も とつ い て 統 計 情 報 に

係 わ る新 世 代 デ ー タベ ー ス シ ステ ム と して 期 待 され る支援 シ ステ ムの あ りか た に

っ い て 検 討 した。

1.1デ ー タ ベ ー ス関 連 シ ス テ ム機 能 概 要

1.1.1デ ー タ ベ ー ス関 連 シ ス テ ム の 現 状

情 報 蓄 積 や そ の管 理 か ら、 さ らに は そ の知 識 と して の提 供 まで を担 う シス テ ム

と して デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム が あ る。 この コ ン ピュー タ に よ る蓄 積 情 報 の 利 用 を

行 う シ ス テ ム で は 、初 期 に は 個 々の ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラム ご と に異 な るデ

ー タ フ ァイ ル を 用 い た処 理 が な され て い た。 この 段 階 で は デ ー タ は専 用 の プ ロ グ

ラ ム に よ って読 み取 られ る情 報 と して 捉 え られ て い た が 、 デ ー タ 自身 の 汎 用 的 な

利 用 価 値 が高 ま る と と も に異 な るア プ リケ ー シ ョン間 に お け るデ ー タ の 共 有 化 が

指 向 され 、 デ ー タ ベ ー ス と して の概 念 が 形 成 され た 。 個 別 の デ ー タを 異 な る プ ロ

グ ラム で 共 有 す る た め に 、 デ ー タの 表 現 形 式 に対 す る標 準 的 仕様(デ ー タ モ デ ル)

を 定 め 、 デ ー タ 構 造 定 義 部 と処 理 記 述 部 を分 離 したCODASYL型(も し くは

ネ ッ トワ ー ク型)と 呼 ば れ る デ ー タ ベー スモ デ ル が1971年 に実 用 化 され た。

そ の後 、1980年 代 に 入 りデ ー タの 集 合論 的 関 係代 数 に基 づ い た デ ー タ ベ ー ス

モ デ ル と して 関 係(リ レ ー シ ョナ ル)デ ー タ ベ ー スが 開 発 され た 。現 在 で は さ ら

に次 世 代 に向 け た デ ー タ ベー ス シ ス テ ム と して 、 リレー シ ョナ ル型 デ ー タ ベ ー ス

か ら派 生 した演 繹 デー タ ベー スや拡 張 関 係 型(非 正 規 型)デ ー タ ベ ー ス、 オ ブ ジ

ェ ク ト指 向 デ ー タ ベー ス な ど の高 水 準 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム の研 究 開 発 が進 め ら

れ て い るρ これ らは デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の取 り扱 う情報 が 、従 来 の デ ー タ シー

トな ど の定 型 情 報 や文 章 な ど の テ キ ス ト情 報 か ら、図 形 や 画 像 、音 声 な どの パ タ

ー ン情 報 を含 め た 処 理 を 可 能 とす る もの で あ る。 初 期 の デ ー タ ベ ー ス シス テ ムで

は パ タ ー ン情 報 にっ い て は対 象 と して い なか った こ とか ら、 この種 の 情 報 を 効 果

的 、統 合 的 に扱 うた め の 新 しい技 術 が 必 要 と さ れ て い る。 ま た 、画 像 認 識 や 自然

言 語 処 理 な どの知 識 処 理 を含 め た人 工 知 能 技 術 の発 展 と と もに 、 この 種 の情 報 形

式 の混 在 した高 水 準 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム につ いて 研 究 が 進 め られ て い る。
一 方 、 ユー ザ に お け る デー タ ベ ー ス利 用 の ニ ー ズ も大 き く変 わ りっ っ あ り、 デ

ー タ を 単 に検 索 す る こ とが 最 終 的 な 目的 で は な く、 検 索 され た デ ー タ の編 集 ・加

工 や デ ー タ を解 析 す る た め の支 援 技 術 の 高 度 化 と整 合 性 が 望 ま れ るよ うに な って

き た。 デ ー タ ベ ー ス の検 索 、 加 工 、編 集 は、 通 常 、周 辺 の ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ

トウエ ア に任 され て い るが 、 これ を 簡 便 な形 でDBMSと 連 係 で き る第4世 代 言

語 で の デ ー タ操 作 な ど も周 辺 の ユ ー ザ イ ンター フ ェイ ス技 術 と と もに 注 目 さ れ る

よ うに な って きた 。 ま た 、 昨 今 で は デ ー タ ベー スの分 散 化 処 理 に つ い て も関 心 が

高 く、 ワ ー ク ス テー シ ョ ンや パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ に よ る ネ ッ トワ ー ク統 合 管

理 下 で の デ ー タ ベ ー ス の 分 散 化 処 理 も進 め られ るよ うに な って きた。
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これ らの情 報 の 処理 段 階 ご と にデ ー タ ベー ス周辺 の 応 用 シ ス テ ムの 位 置 づ け を

み る と 図1.1の よ うに な る。 まず 、情 報 の検 索 、 加 工 、 作 成 、 編 集 等 の 支 援 を

目的 と した デ ー タ加 工 処 理 関 係 で は 、 現 在 か な り広 範 に普 及 して い る カ ナ漢 字 変

換 機 能 を 有 す る ワ ー ドプ ロセ ッサ や 、 テ キ ス トの修 正 や誤 字 チ ェ ック を行 うエ デ

ィタ、 作 図 シ ス テ ムや 表 計 算 シ ステ ム な どが 日常 業 務 にお いて も活 用 され る よ う

に な って きた 。 ま た近 年 で は 機 械 翻 訳 シ ステ ム や音 声 読 上 げ シス テ ム な ど も盛 ん

に研 究 開 発 が 進 め られ て お り 、 これ ら もデ ー タ ベ ー ス との連 携 を 鑑 み た場 合 、 デ

ー タベ ー ス シ ス テ ムを 支 援 す る 重 要 な要 素技 術 と して 位 置 して い る。 また 、 本 来

的 な情 報 の 蓄 積 ・管理 を 中心 と した シ ス テ ム で は、利 用 者 の質 問 に適 宣 答 え る コ

ンサ ル テ ー シ ョ ン シス テ ムや 膨 大 な デ ー タ を も と に在 庫 や 輸送 管 理 、 生 産 管 理 、

経 営 計 画 の 策 定 な どの 業 務 支 援 を行 う意 志 決 定 支 援 シ ステ ム、 さ ら に は画 像 デー

タ ベ ー スの よ うな パ タ ー ン情 報 、 イ メー ジ情 報 の管 理 を行 うさま ざ ま な応 用 シ ス

テ ム が み られ る。 この情 報 の 蓄 積 、 検 索 管 理 に お いて は知 識 ベー スや 推 論 シ ステ

ム な ど の エ キ ス パ ー トシ ステ ム も要 素 技 術 と な って い る。 さ らに 情 報 の伝 達 を 中

心 と した応 用 シ ス テ ム と して は 、 テ キ ス トデ ー タや定 型 デ ー タ な ど の メ ッセ ー ジ

を 受配 信 す る電 子 メー ル シス テ ムや 、音 声 ・画 像 を 含 む情 報 を遠 隔 通 信 で 相 互 に

行 う会 議 シ ス テ ム な ど が あ る。 これ ら は デー タ ベー ス の分 散 化 と ネ ッ トワ ー ク ア

ク セ ス との 連 携 に よ る分 散 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムを 構 成 す る もの とな って い る。

この よ うに、 従 来 の デ ー タ蓄 積 と管 理 を 中心 と した デ ー タベ ー ス シ ス テ ム か ら、

そ の デ ー タ に 対 す る処 理 、加 工 、伝 達 機 能 を 拡 充 す る 方 向 と、定 型 デ ー タ の 処 理

か ら知 識 情 報 処 理 へ の 対 象 デ ー タ の 高 度 化 と の2つ の 方 向 性 が み られ る。

図1.1 デ ー タ ベ ー ス周 辺 の 応 用 シ ステ ム
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なお、知識 情報 の処理 にお いては意 味 の取 り扱 いや推論 手法、言語 処理 の 問題

な ど、定型 デー タや ビッ トマ ップに よるパ ター ン情報 の処理 にみ られ た単 純 なデ
ー タ処理 とは異 な る知識 レベ ルでの構造 的な取 り扱 い が必要 とな って くる。 その

場合 、一 般 にデー タベー スは知識 ベー ス として構築 され る方 向に あ る。
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1.1.2デ ー タ ベ ー ス 関 連 シ ス テ ム 機 能 調 査

前 節 に述 べ た よ うに 、 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム に お け る オ ブ ジ ェ ク ト指 向 や 分 散

化 技 術 は最 近 の技 術 シー ズの 大 きな 流 れ で あ る 。 これ に対 して 、 デ ー タの 検 索 、

加 工 や 解 析 を 行 う周 辺 技 術 は 、 今 日で は ワー ドプ ロ セ ッサ や 表計 算 ソ フ トな どの

ど ち らか とい え ば 事 務 処 理 環 境 のOA化 の 進 展 と と もに、 業 務 支 援 の た め の ユ ー

ザ ニ ー ズ を 満 た す 技 術 の 一 つ と して 捉 え られ て い る。 一般 に 、 デ ー タ ベ ー ス シ ス

テ ム に お け る シー ズ指 向 の技 術 は デ ー タ の 汎 用 性 や 多 様性 の拡 大 、 効 率 的処 理 、

高 速 化 を 目標 と して い る が 、 ニ ー ズ指 向 の 技 術 で は ユ ー ザ 側 か らの デ ー タ へ の ア

ク セ ス 性 や 、 検 索 ガ イ ド機 能 、 デ ー タ利 用 機 能 の拡 充 な ど を 中心 と した研 究 開 発

が 進 め られ て い る。 特 に 、表 計 算 機 能 や 作 図 機 能 な どの ユ ー ザ側 で の 最 終 的 な デ

ー タ利 用 に適 した 支 援 ツ ー ル との連 係 や 、格 納 され た デー タ の構 造 が 瞭 然 と な る

よ うな デ ー タ ベ ー ス の 操 作 に っ い て の 透 明性 な どが求 め られ て お り、 今 日で は デ

ー タ蓄 積 の み を 目的 と した デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムの機 能 か ら一 歩 進 ん だ役 割 が求

め られ て い る。

デ ー タ ベ ー スに 蓄 積 さ れ た デ ー タ は 、 そ の 収 集 ・格 納段 階 に特 定 カ テ ゴ リに分

類 し形 式 化 した も の を 、 記 憶 した もの と な って い る。 そ の な かか らデ ー タ本 来 の

情 報 を 引 き出 す た め に は 、格 納 時 点 の 情 報 を 可 能 な 限 り記 憶 して お く必 要 が あ る

が 、 一 般 に は デ ー タ仕 様 を イ ンデ ッ ク ス化 し別 途 文 書 化 して 提 供 す る こ とが 多 い。

分 類 の カ テ ゴ リに つ い て は 、 昨 今 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムで は検 索 ガ イ ドと して

そ れ の イ ンデ ック ス情 報 を提 供 す る か 、 検 索 制 限 と して シ ス テ ム上 で 内部 化 す る

方 法 が 取 られ て い る。 ま た 、 ユ ー ザ の デ ー タ ベ ー ス利 用 の 最 終 目 的 か ら見 た 場 合 、

こ れ ら イ ンデ ック ス情 報 自身 もま た検 索 対 象 と され る こ とが 多 い こ と か ら、 最 近

で は これ らを メニ ュ ー シ ステ ム と して 選 択 可能 な構 成 画面 で 提 供 す る こ とが 多 く

な っ て き た 。 ま た 、 そ の 延 長 と して 、 専 用 命 令 、専 用 イ ン デ ッ ク ス に よ らな い 日

常 語 に 近 い 自然 言 語 で の 検 索 手 法 に っ い て も検 討 され るよ うに な って きた。 これ

ま で の と こ ろ 、 自然 言 語 処 理 に よ る検 索 ア プ ロ ー チ は か な り試 み られ て い る もの

の 、対 象 とす るデ ー タ 自 身 に 固 有 の概 念 が あ る こ とか らか な らず し も汎 用 的 な 自

然 言 語 表 現 の み で は進 め られ な い こ と も明 か と な って い る。 ま た 、 ユ ーザ に お い

て デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム に期 待 す る関 連 機 能 と して は 、 これ らデ ー タ ベ ー スへ の

ア ク セ ス機 能 の み な らず 、検 索 後 の デ ー タ の加 工 ・編 集処 理 や他 の デ ー タ と の混

合 処 理 、他 の アプ リケ ー シ ョ ン ソフ トウ エ ア と の接 合 性 、 一 連 の 自動 化 処 理 、 デ

ー タ に 付 随 した 関 連 情 報 の提 供 機 能 、 さ らに は よ り高 度 な 知 識 レベ ル で の支 援 機

能 な ど と果 て しな く望 ま れ る よ うに な って きた 。 また 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ

や ワー ク ス テ ー シ ョン レベ ル で は ウ イ ン ドウ ズ シ ス テ ムに 代 表 され る よ うな 、統

合 環 境 をOS環 境 と して 提 供 す るた め 、 これ ら の ア プ リケ ー シ ョ ン間 の デ ー タ フ

ァイ ル の 融 合 な い し相 互 の 同 時 利 用 が 円滑 に 行 え る よ うに な って きて い る。 そ の

た め こ れ らの レベ ル で は 、 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム と各 種 の 独 立 した ソ フ トウ エ ア

と の連 係 が な ん らか の 形 で と れ るよ うに な りつ つ あ る。

以 下 で は、 これ らの 意 味 で 最 近 の ニ ー ズ指 向 に 係 わ る関 連 シ ス テ ム とそ の 機 能

の現 状 に つ い て と り ま とめ る。
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①.文 書 作 成 ソ フ トウ エ ア(ワ ー ドプ ロ ッセ サ 、DTPソ フ ト)

日本 語 を は じめ英 文な どの自然言 語 によ る文章 作成 を行 うため の ソ フ トウ

エ アで、 もと もと文 字 タ イプ ライ ラの延長 として機能 が考 え られ て きた。 そ

の ため テキ ス トの入 出力 の ため のキ ーボー ド操作 と改行 、開頁 、 印刷 な どが

機能 の原型 とな って いるが 、現 在 で は 日本 語 の場 合、 ローマ字 入 力、 カタ カ

ナ入 力 な どの入力方 式 の指定 、熟 語 ・文節 変換機 能 、英 文で は ス ペルチ ェ ッ

ク機 能 な どが 基本機 能 とな って い る。 さ らに、現 在市 販の ワー ドプ ロセ ッサ

で は表枠 作成 のため の罫 線描 画機 能 や レイア ウ ト指定 機能 な ど も常備 され る

もの とな って い る。 これ は最近 で は、パー ソナル コン ピュー タベ ー スで のデ

ス ク トップパ ブ リッシン グと して 出カ レイ アウ トを重 視 したDTPソ フ トが

流 行 しっっ あ ることか ら、 よ り美麗 な文 字 印刷 を 可能 とす るよ うな文 字 フォ

ン トの切 り替 えに よ る字 体 変更 や 、文字 大 きさの 自由指定 な どの で きる イメ

ー ジ編集 が新 しい機能 とみな され るよ うに なって きた。一方 、 これ まで の と

ころ 自然言 語処理 な どの高 度 なAI的 技術 の導入 にっ いては まだ 十分 で はな

く、辞書 の学 習機 構 や文節 変換 のた めの構 文検索 な どに若 干見 られ る程 度で

あ る。将 来、 よ り高 度 な文章 作成 支援 を可能 とす るには、膨 大 な 文法知 識 や

自然 語辞 書 の整備 が必要 で あ る とと もに、知識 ベー ス システ ムと して の構築

が必 要 で あ る と考 え られ る。

な お、 デー タベー スシ ステ ム と直接 リンケー ジ させた文書 作成 ソフ トウエ

ア はみ られず 、デー タベ ー スか らの検索 結 果を フ ァイ ルを介 して別途 文書 に

読 み込 む な どの間接 的手法 が一 般 的であ る。 これ まで汎用 的 な レベルで の こ

の種 の ニー ズがあ ま りみ られ なか った こ とと、現 状 の デー タベー スシス テム

の対 象が数 値 デー タを主 と して きた こ とな どが要 因 と考 え られ る。今後 の高

水 準 デー タベー スに係 わ る支援 システム と して見 た場 合、画像 デ ー タの文書

へ の取 り込 み や音声 デー タの文 書 化 な どにおいて 、新 た な文書 作 成 ソ フ トウ

エ ア と して の機能開 拓 の可能性 が秘 め られ てい る。

[主 な機 能(日 本語 ワー プ ロ 例)]

文 書 フ ァイ ル入 出 力 関 係

フ ァイ ル読 み 込 み

[
・文 書 形 式 フ ァイ ル

・テ キ ス トフ ァ イ ル

フ ァ イ ル 書 き込 み

・文 書 形 式 フ ァイ ル

・テ キ ス トフ ァイ ル

文 字 入 力 操 作 関 係

入 力 方 式 指 定

[
・ロー マ 字 入 力

・カ タ カ ナ入 力

・ア ル フ ァベ ッ ト入 力

熟 語 ・文 節 変 換
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E
移 動 、 複 写 、 削 除

改 行 、 開 頁

頁 レ イ ア ウ ト指 定

・拡 大 、 縮 小 、 移 動 、 タ ブ 指定

・段 組 み 、 割 付 け 、 改 行 幅 指定

罫 線 描 画 、 文 字 関 係

線 描 画 、線 削 除 、 線 複 写

[
線 種指 定

文 字 フ ォン ト指定

文 字 サ イ ズ指 定

そ の他機能

文 書 印刷機能

E
文 字検 索 、文 字置 換機能

頁 付与 、ヘ ッダ、 フ ッタ印刷

図形 デー タ作 成 、読込 み

②.表 計 算 ソ フ トウ エ ア(ス プ レ ッ ドシー ト型 ソ フ トウェ ア)

近 年 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ上 で よ く利 用 さ れて い る表 計 算 ソ フ トウエ

ア は 、数 表 の 作 成 や 数 表 デ ー タ の 加 工 、 基 礎 統 計 解 析 を 含 む計 算 な どの 処 理

を 行 う ソ フ トウ エ ア で 、 デ ィ ス プ レ イ画 面 上 に お いて 表 イ メ ー ジ に よ る操 作

が 可 能 な もの とな って い る。 操 作 機 能 の 主 要 な も の と して は 、縦 横 に展 開 さ

れ た 表(行 列)に 対 して 、 縦 方 向 な い し横 方 向 の 加 減 算 を 含 む 四 則 演 算 や 統

計 解 析 な ど の処 理 を 基 本 機 能 とす る もの が 多 い 。 さ らに 現 在 で は 、 これ と連

係 した作 図 機 能 を 付 け た ソ フ トウ エ ア も多 くな っ て きた 。 ま た一 方 で は 、 数

表 上 で の デ ー タ入 力 を行 わ ず に 、 カ ー ドイ メー ジな どの 入 力 画面 ベ ー スで 直

接 デ ー タ ベ ー ス に登 録 を 行 い 、 そ の 表現 と して こ の種 の ス プ レ ッ ドシー ト型

ソ フ トウ エ ア を 介 す る も の もみ られ るよ う にな っ た。 これ は デ ー タ ベ ー ス シ

ス テ ム を 中 心 に見 た 場 合 、 そ の フ ロ ン トエ ン ド型 シ ス テ ム と して 表 計 算 ソ フ

ト ウエ ア が 位 置 す る こ と に な る 。 そ の意 味 で パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ や ワー

ク ス テ ー シ ョ ン レベ ル で の暫 定 的 な デ ー タ ベ ー ス と して の 役 割 を 持 って い る

と もい え る。

ま た近 年 、 ウ イ ン ドウ ズ シ ス テ ム の普 及 と と もにDTPソ フ トとの リ ンケ

ー ジが可 能 と な って お り 、文 章 上 の 数値 デ ー タを 表 デ ー タ に対 応 させ て 処 理

で き る も の も み られ る。 この場 合 、 表 の 数 値 変 更 が そ の ま ま 文 章 上 の 数 値 表

示 の変 更 へ と繋 が る もの で あ るが 、 知 識 レベ ルで の処 理 を行 って い るわ け で

は な い た め文 章 表 現 自 身 は変 更 さ れ な い 問 題点 が 残 って い る 。
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[主 な機能(表 計 算 ソ フ トウエア 例)]

デ ー タ 入 出 力 関 係

フ ァイ ル読 み 込 み

[
・テ キ ス トフ ァ イ ル

・CSV形 式 フ ァ イ ル

フ ァイ ル書 き込 み

・テ キ ス トフ ァ イ ル

・CSV形 式 フ ァイ ル

デ ー タ 操 作 関 係

行(列)方 向 デ ー タ削 除 、 挿 入

E 行(列)方 向 デー タ複写 、移動

行(列)方 向 デー タ並 べ替 え
・昇順 、降順

デー タ演算 関 係

行(列)方 向 デー タ加算 、減算

行(列)方 向 デー タ乗算 、除 算

行(列)方 向 デー タ累和 、累積

行(列)方 向 デー タ構 成比 、平 均値計算

行(列)方 向 デー タ線 形計算

行(列)方 向 デー タ最 適化計 算

その他 機能

表 罫線 指定機 能

[
・線種指 定

表 印刷 出力機 能

グ ラフ作成 出力機 能

③.図 形 処 理 ソ フ ト ・画 像 処 理 関 係 シ ステ ム

図 形 処 理 な い し画 像 処 理 関 係 の シ ス テ ム は ワー ク ス テ ー シ ョ ン のCADや

ア ニ メー シ ョ ン シ ス テ ム な ど数 多 くみ られ て い た が 、 最 近 で は パ ー ソナ ル コ

ン ピ ュー タ上 で 動 作 し、 実 用 的 業 務 に適 した もの も多 くな って き た。 特 に 、

メ モ リ容 量 を 膨 大 に と る こ との 多 い 画 像 処 理 系 で は ま だ 処 理 ス ピー ド上 で の

問 題 も多 々 み られ 、 よ う や く3次 元CADな ど で 実 用 化 域 に達 した ソ フ トウ

エ アが 市 販 さ れ る よ う に な った 状 況 で あ る。 ま た 、近 年 の ウ イ ン ドウ ズ シ ス

テ ム の普 及 と と もに 画 像 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム な どの マ ル チ メ デ ィア対 応 シ

ス テ ム な ど も み られ る よ う に な って きた 。 一 方 、 図 形 処 理 ソ フ トウエ ア と し

て 普 及 して い る もの で は 、 グ ラ フ作 図 を 中 心 と した ソ フ トウ エ ア が あ る。

この 種 の 描 画 機 能 につ い て は 一 般 に、 ドロ ウ系 ソ フ トウ エ ア と ペ イ ン テ ィ

ン グ系 ソ フ トウ エ ア に大 別 され る。 ドロ ウ系 で はCADな どの よ うに 図 形 を

規 定 の 線 画 表 現 と して描 画 す る場 合 の必 要 な機 能 が 、 ペ イ ン テ ィ ング系 で は

フ リー ハ ン ドの イ メ ー ジで 色 彩 な い しマ テ ィエ ー ル を 指 定 しな が ら、 い わ ば
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絵 を描 くイ メー ジで の処理 が可能 とな って い る。最近 の ドロ ウ系 ソフ トウエ

アで は、2次 元展開 図 か らの3次 元 立像 の描 画機能 や3次 元立像 ない し空 間

内 での視 点 ア ニメー シ ョン移動 な どの機能 を もっ もの もみ られ る。また 、ペ

イ ンテ ィング系で は 、1600万 色 にのぼ る自然 彩色 をは じめ材 質感、光沢 、

レイ トレー シ ングな どの多機能 の処理 が可能 な ものが み られ る。 これ らは従

来 の画像 処理 系 にお け る画像補 正技術 や輪郭抽 出技術 な どを ベー スに 目的 に

沿 った機 能 を集約 した もの にな って い る。

デー タベ ー ス との関連 で はプ ログ ラムサ イ ズの 問題 もあ り、単 一の ソ フ ト

ウエアで 画像 ない し図形 処理過 程 と デー タベー スアクセ スとを直 接結 びっ け

た システ ムは み られ ないが 、多 量 の作成図形 や画像 デー タの格納 管理面 にお

いて必要 な連 係 であ ると考 え られて いる。 この場 合、特 に図形 ない しイ メー

ジ画像 の検索 を考 え た場 合 、その イ ンデ ックス化 が重 要 とな り、画像認 識や

図 形 パター ンの把 握機能 の開発 が望 まれて い る。

[主 な機 能(作 図 ソフ ト例)]

グ ラ フ デー タ入 出 力 関 係

数 値 デ ー タ読 み込 み

E
図 形 デ ー タ読 み込 み

数 値 デ ー タ書 き込 み

図 形 デ ー タ書 き込 み

デ ー タ操 作 ・演 算 関 係(表 計 算 ソ フ トと同 じ)

行(列)方 向 デ ー タ 削 除/挿 入/並 べ替 え

E 行(列)方 向 デ ー タ加 算/減 算/乗 算/除 算

行(列)方 向 デ ー タ累 和/累 積/線 形 計 算

グ ラ フ描 画 機 能

グ ラ フ形 状 選 定

棒 グ ラ フ、 帯 グ ラ フ 、棒 帯 グ ラ フ、 積 層 グ ラ フ

折 線 グ ラ フ、 円 グ ラ フ、 レー ダ チ ャー ト

散 布 図(相 関 図)、 地 図 マ ッピ ン グ

ス テ レオ グ ラ ム(3次 元 棒 グ ラ フ)

用 途 別 形 状選 定

(同 上)

グ ラ フ描 画 機 能

グ ラフ ス ケ ー ル設 定 、 エ リア設 定

拡 大 、縮 小 、 分 割 、 合 成 、 移 動

軸 名 、単 位 、 ア クセ サ リー

ペ イ ンテ ィ ン グ、 ハ ッチ ン グ設 定

対 象 デ ー タ選 定

表 示 レコー ド指 定

ブ イー ル'ド指 定

そ の 他 機 能

グ ラ フ印 刷 機 能
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④.機 械 翻 訳 ソ フ トウ エ ア

コ ンピュー タによ る機 械 翻訳 シス テム と して ワー ク ステー シ ョ ンやパ ー ソ

ナ ル コン ピュータ レベル での実 用 システムの開発 が進 め られ て お り、 日本語

英 語 間の翻訳 では市 販 の ソフ トウエ ア もみ られ る。 これ は通常 の 自然言 語表

現 で記述 され た 日本 文な い し英 文 を解析 し、対訳 と して翻訳 文 を生成 をす る

もので、各 単語 を対 応 させ た翻 訳辞 書 を索 引 しつつ 、文法 に照 した逐次 翻訳

を行 うもので あ る。 翻訳 変換方 式 と して は、原語(文)と 訳 語(文)の 関 係

を 直接辞 書化 した構 文 ダ イ レク ト方 式 や、原文 か ら中間表現 を一 旦生成 し、

その後 に訳文 に変換 す る トラ ンスフ ァー方式 、 さ らに は原文 や訳 文 によ らな

い中間言 語表 現 を作 成 し経 由す る中 間言 語方式 な どが あ る。

[主 な機能(機 械翻訳 システ ム 例)]

文書 フ ァイル入 出力 関係

文 書 デー タ入 力
・文書 形式 フ ァイ ル

・テキ ス トフ ァイル

OCRイ メー ジデー タ入 力

・イメー ジフ ァイル

訳 文デ ー タ出力
・文書形 式 フ ァイル

・テキ ス トフ ァイ ル

訳文生 成操 作 関係

原文修 正 機能
・ロー マ字/カ タカ ナ/ア ル フ ァベ ッ ト入 力

訳 文生成 機能
・逐 次 翻訳生 成

・一括 翻訳生 成

・訳 語確認 機能

翻訳辞 書 設定
・標準辞 書 、専 門分 野辞 書

・辞 書学 習機 能

翻 訳基 礎文 形設定
・で す ます調

・で あ る調

その他機能

翻訳 文 印刷機 能
[ 単語検索機能
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機械翻 訳 を行 わせ るに は知識 ベー ス化 した辞書 や文法 ルー ルが必要 とな り、

また 、よ り高 度 な翻訳文 を生成す るた めに は原文 の意味 す る概念 世界 と訳 文

世 界 との知識 レベルで の処理 な どを行 う必要 が あ る。現段階 で は これ ら知 識

レベ ルで の処 理 を限 られた メモ リ空 間内で行 え る状況 にはな く、 いわ ば単語

の辞 書的 照合 と若 干 の基 本文法 に照 した処理 が な され てい る状況 であ る。 そ

の た めパー ソナル コ ンピュー タ レベ ルで の機械 翻訳 システム は、 翻訳辞書 に

学 習機能 を っ ける ことに よ り、 よ り完成 度 の高 い翻訳 文生成 を 目指 そ うと し

て い る ものが み られ る。

さ らに、 この種 の 自然 言語処 理 システ ムの機能 面 と して 、 ワー ドプ ロセ ッ

サ に似た文 書入 力作成 機 能 が必 要で あ るが 、入 力の方 法 として スキ ャナ ーで

の光学 読取 り(OCR)に よ る方 式 な どを併用 してい る ものが多 い。 また 、

現 在 まで の ところ デー タベ ース システム と直接 的 リンケー ジした システムは

み られな いが 、将 来 的 には デー タベ ー スの情報 を知識 ベー ス と して活用 す る

シス テムや、生成 翻訳 文 か らのデー タベー スへ の知識 格納、知識 獲得処 理 を

行 う機能 の実用化 が期 待 されて い る。 そのた めに は、原 文 ない し翻訳文 の要

約 機能 や カ テゴ リ化機 能 な どの さま ざまな知識獲 得手法 の開発 が重要 とな っ

て い る。

⑤.エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム 、 エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム 構 築 ツ ー ル

専 門 知 識 を 体 系 的 な知 識 ベ ー ス と して 構 成 し、 推論 エ ン ジ ンを 駆 使 しな が

ら問 題 解 決 を 行 う シ ス テ ム で 、 知 識 ベ ー ス は プ ロ ダ ク シ ョン ルー ルや 意 味 ネ

ッ トワー ク 、 フ レー ム 、 述 語 論 理 な どの 知 識 表 現 法 に よ り体 系 化 され る。 ま

た 、 推 論 機 構 は そ の 知 識 ベ ー スを パ ター ンマ ッチ ング や バ ッ ク トラ ック な ど

の 技 法 を 用 い て 駆 動 させ る もの で あ る。 現 在 ま で に制 御 や診 断 、 監視 、 予 測

計 画 、設 計 に 係 わ る分 野 に お い て 実 用 シ ス テ ムが 開発 、 利 用 され て い る。 ま

た エ キ ス パ ー トシ ス デ ム 構 築 ツー ル とは こ れ ら専 門 エ キ スパ ー ト シス テ ム を

構 成 、実 行 す るた め の汎 用 的 な シス テ ムを 指 し、 煩雑 と され る知 識 ベ ー ス の

作 成 や推 論 実 行 を 円 滑 に 行 え る支 援 ソ フ トウエ アで あ る。 知 識 表 現 は ル ー ル

型 知 識(ル ー ル)や 事 実 型 知 識(オ ブ ジ ェ ク ト)を 任 意 に と る こ とが で き、

問 題 に あ っ た推 論 機 構 を 自 由 に 選 択 で き る もの が 開発 さ れ て い る 。 ま た 、 大

規 模 エ キ ス パ ー トシ ス テ ム や分 散 エ キ スパ ー トシ ステ ム の構 築 な ど協 調 機 構

を 採 用 で き る もの も み ら れ る。 一 方 、知 識 の入 力 にお い て はGUIと して マ

ウ ス や ア イ コ ン、 マ ル チ ウ イ ン ドウに よ る操 作 が で き、 樹 木 図 や 網 目図 の グ

ラ フ ィカ ル な 知 識 間 の関 係 を表 現 で き る もの が実 用化 さ れ て い る 。 さ らに 、

他 の シス テ ム との 連 係 が 容 易 で 、 デ ー タベ ー スの 知識 化 機 能 に よ りデ ー タ を

推 論 に利 用 した り、 ま た 推 論 結 果 を デ ー タ ベ ー ス上 に 格 納 す る こ との 可 能 な

シ ス テ ム も開 発 さ れ て い る。
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[主 な 機 能(エ キ ス パ ー トシ ステ ム構 築 ツー ル 例)]

知 識 ベ ー ス 作 成 管 理

知 識 ベ ー ス作 成 機 能

[
・ル ー ル 型 知 識 表 現

・事 実 型 知 識 表 現

・ネ ッ トワ ー ク型 知 識 表 現

知 識 ペ ー ス管 理 機 能

・知 識 エ デ ィ タ

・知 識 テ ー ラ(ル ー ル や オ ブ ジ ェ ク トへ の変 換)

・知 識 ブ ラ ウ ザ(実 行確 認)

推 論 機 構

プ ロ ダ ク シ ョ ン型 推 論

[
仮 設 推 論

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 型 推 論

協 調 型 推 論

外 部 シ ステ ム イ ン タ フ ェー ス

デ ー タ ベ ー ス知 識 化 機 能

E 外 部 デ ー タア クセ ス機 能マ ルチ メデ ィア連 係機 能

その他 機能

推 論過 程 説明機 能

E 推 論過 程 印刷機 能ユ ーザ ー イ ンタフ ェー ス画面 作成機能
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1.2ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 機 能 概 要

1.2.1ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス の 構 成

ユ ー ザ イ ンタ フ ェー ス の定 義 自身 は 、 広 義 の コ ン ピ ュー タ を ブ ラ ック ボ ッ ク ス

と して み た と きの 入 出 力 装 置 そ の もの を さす 場 合 と、 入 出 力 装 置 と本 体(中 央 処

理 装 置)と の 間 に 介 在 す る デ ー タ変 換 装 置 に あ た るハ ー ドウ エ ア技 術 な い し装 置
・を 指 す 場 合 とが あ る。 ま た処 理 デ ー タ を プ ログ ラ ム を通 して 変 換 、加 工 す る ソ フ

トウエ ア を指 す 場 合 が あ り、 後 者 の ア プ リケ ー シ ョ ン ソフ トに よ るユ ー ザ イツ タ

フ ェー ス で は デ ー タの 単 純 な 変 換 処 理 か ら一 歩 進 み 、 最 近 で は 画 像 デ ー タの 認 識

機 能 や 自然 言 語 処 理 機 能 な ど も含 め られ っ っ あ る。 ま た、 そ の た め デ ー タ ベ ー ス

を 中 心 と した これ らハ ー ドウ エ ア と ソ フ トウ エ ア群 で エ ン ドユ ー ザ 向 けの 全 体 シ

ス テ ム を構 成 す る こ と が 多 く な って きて い る。

(例)

ハ ー ドウ エ ア 技 術 … …

ソ フ トウ エ ア 技 術 … …

ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス

・マ ウ ス 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク

・ペ ン 入 力 装 置(電 子 ペ ン
、 ラ イ トペ ン)

・ デ ー タ グ ロ ー ブ

音 声 入 力 装 置 、 音 声 読 上 げ 装 置

画 像 入 力 装 置(ス キ ャ ナ ー 、LD、 ビ デ オ)

CD-ROMリ ー ダ ー

Optical-LAN

GUI(Graphica1Userlnterface)

OCR(OpticalCaracterReader)

文 字 認 識 ソ フ トウ エ ア

自 然 言 語 理 解 イ ン タ フ ェ ー ス

等

イ ン タ フ ェー ス に お け る狭 義 の ハ ー ドウ エ ア技 術 は 、最 近 で は マ ウ ス、電 子 ペ

ン、 ラ イ トペ ンな どの ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス や 画 像 読 み取 り装 置 に あ た る ス キ

ャ ナ ー 、 音 声 入 力 装 置 な ど の マ ル チ メ デ ィ ア指 向 の ものが 主 とな って きた 。 も と

もと マ ンー マ シ ン イ ンタ フ ェー ス(man-machineinterface)と して 、 機 器 とそ

の 利 用 者 に あ た る人 間 と の間 の 情 報 伝 達 の た め の取 り決 め の総 称 を指 して い た こ

と か ら 、 ユ ー ザ との 間 の 入 出 力 装 置 な らび に そ の使 用 技 術 を 意 味 す る もの と な っ

て い る。 そ の た め 人 間 工 学 的 側 面 を 含 め た 「人 に よ る操 作 性 」 を 前 提 と して 捉 え

た 機 器 の 開 発 が進 め られ て い る。

一 方 、現 在 の ソ フ トウ エ ア イ ンタ フ ェー ス に お け る技 術 で は 、 グ ラ フ ィカ ル ユ

ー ザ イ ン タ フ ェー ス(GUI)の よ うな 簡 易 に ビ ジュ ア ル表 現 を 駆 使 す る もの か

ら、文 字 認 識 や 自然 言 語 理 解 ・翻 訳 な どの 広 範 な分 野 が研 究 対 象 とな って お り、

文 字 列 か らの 文 章 理 解 や 図形 の形 状 理 解 、 意 味 理 解 、 構 成 へ と さ らに その 対 象 が

広 が っ て きて い る。 これ らの な か で はAI技 術 が 根 幹 を な して お り、 従 来 か らの

フ レー ム理 論 、定 性 推 論 、 メ ン タル モ デ ルや 、 さ らに ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トな ど の ヒ
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ユ ー リス テ ィ ッ ク な 手 法 の援 用 が行 わ れ て い る6さ ら に マ ル チ メ デ ィ ア 、 ハ イパ

ー メデ ィア な どの よ うに 、 ユ ー ザ イ ンタ フ ェー ス に お け る技 術 統 合 が な され 、 文

章 の み な らず 図 形 、 画 像 、 映 像 、音 声 な ど の情 報 を一 括 処 理 で き る技 術 が オ ブ ジ

ェ クテ ィブ な 手 法 で 進 め られ っ っ あ る。

ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス と い う場 合 、 マ ンー マ シ ン イ ン タ フ ェー スに お い て 機 械

側 が 利 用 者 側 に対 して 準 備 して い る ハ ー ドウ エ ア 、 ソ フ トウ エ ア機 能 を指 す こ と

が 多 く、 機 能 の高 度 化 と と も に 体 系 的 な ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス構 築 が 検 討 され る

よ うに な って きた 。 基 本 的 な 考 え方 と して は 、 標 準 的 な 入 出 力 機 能 を 標 準 ラ イ ブ

ラ リと して ソ フ トウ エ ア 上 で 用 意 して お き、 マ シ ン と の 対 話 方 式 に よ り こ れ を 呼

び 出 しな が らハ ー ドウエ ア操 作 の イ ン タ フ ェー ス を 構 築 して い く方 法 が あ る 。 こ

の た め の支 援 シ ス テ ム はUIMS(UserInterfaceManagementSystem)と 呼 ば

れ 、 最 近 で は 、 マ ル チ ウ イ ン ドウや ア イ コ ンな どを 多 用 した 新 しい グ ラ フ ィ カ ル

な ス タ イ ル に よ る イ ン タ フ ェ ー ス開 発 が 進 め られ る よ うに な って きた 。

1.2.2ハ ー ドウ エ ア 技 術 の 動 向

コン ピュー タ におけ る入 出力装置(input/outputunit)と は文字 、数字 、図

形 さらには音 声 な どの情 報 を入力 な い し出力す る装 置 をい う。計 算機 の黎 明期 に

おいて は入 力装 置 は紙 カー ドや紙 テ ープ に穿孔 された情 報 の読取 装 置で あ った も

のが、文字 な どを直接 キー入 力 で きるキー ボー ドと、紙 な どに記 録 され た文字 な

い しマー ク記号 な どの読 取 り装 置 に移 り変わ って きた。 また、近 年 で はイ メー ジ

画 像デ ー タの入 力 装置 と して生 れた スキ ャナー をソ フ トウエア的処理 を行 い テキ

ス トデー タに変換 す る方 法 も利用 されつつ あ る。 その ため ハー ドウエア技 術 とソ

フ トウエ ア技 術 とはいわ ば表 裏一 体 とな って開発 が進 め られてい る。

ハ ー ドウエ ア的入力装 置 とは、 いわば アナ ロ グ的 に存在す る現実 の情 報 を デ ィ

ジタル化処理 し入 力す る もの で、数字 、英字 、 日本語 な どの入力 用の キー ボー ド、

図形 や画像 の入 力用 の マ ウスや スキ ャナー、 デ ィジタ イザな どの装 置 があ る。 マ

ウ スの よ うな画 面入 力 のため の位置 指定装 置 で は、 デ ィスプ レイ上で の カー ソル

位 置へ のキー入 力 と異 な り、 スイ ッチのON-OFFと 位 置 によ る指定 とな るため、

画面 か らの選択 岐 入力 とい う形態 を とるこ ととなる。
一 方 、出力装 置 で は処 理結 果 を紙 やOHPシ ー トに 印刷 し、記 録 す るプ リンタ

装 置が代 表で あ り、近年 で は高 解像度 の レーザ プ リンタによ るペ ー ジ ごとの 出力

を とる ものが多 くな って きた。 また 、図形 な どを出力 ・印刷 す る装 置 は従 来 か ら

作 図装 置 と別 に呼 ばれて お り、細密 な製 図図面 の出力 な どで は専 用 プ ロ ッタが用

い られ て い る。 これ らは永 続 的な記 録 を 目的 とす る もので あ るが 、CRTや 液 晶

デ ィスプ レイな どの表示装 置 にっ いて も近年 、め ざま しい進 展 が遂 げ られ て い る。

液 晶デ ィスプ レイで は薄 型で高 精細 か つ フルカ ラー表 示 を 目指 した技 術開発 も進

み、そ の延長 と して電子 ペ ンと液 晶 デ ィスプ レイ面 に よ る薄型 の ペ ン ピュ一 夕な

ど も実 用 化 され は じめて きた。

また 、最近 のCPUプ ロセ ッサの高 速化 と高機能 化 に伴 い、数値 符号 デー タの

処 理だ けで は な く、画像 や図形 、音 声 な どの処理 まで を対象 とす る ものが増 えて

きて い る。

これ らとパー ソナ ルコ ン ピュー タ レベ ルでの ダ ウ ンサ イ ジング と分散 処理 の傾 向
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これ ら とパ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ レベ ル で の ダ ウ ンサ イ ジ ン グ と分 散 処 理 の 傾 向

と か ら、 装 置 相 互 間 の 通 信 規 約(プ ロ トコル)や イ ンタ フ ェ ー ス の 標 準 化 が 重 要

な課 題 と な っ て い る。

以 下 、 ハ ー ドウ エ ア 技 術 に 係 わ る要 素 デバ イ ス につ いて そ の 意 味 を 示 して お く。

位 置 入 力 装 置(locator,pointingdevice)

図形 の形状 、位 置、運 動方 向 な どの情報処理 に必要 な位 置座標 デ ー タを計 算機

に入 力 す る装 置 をい う。 その 実現例 と しては、 キーボー ドに設 け られ た カー ソル

移動 キ ーの打鍵 操作 回数 や、 回転す るダイヤルの回転 角な どに比 例 してパ ル スを

発生 させ、そ のパ ル ス数 に比例 して画面 上 を移 動す るカー ソルマー クの位置 を位

置座標 デー タ と して入 力 す る方式 が あ る。 この方式 の位置入 力装 置 と して は、 ほ

か に トラ ックボー ル、 ジ ョイ ス ティ ック、 マ ウスな どがあ る。 また、 スタイ ラス

や カー ソルで表示 され た入 力面上 の位置 を位置情 報 とす るタ ブ レッ ト、デ ィジタ

イザ ー、 タ ッチ スク リー ンな どによ る方 式、お よび画面上 の所 望 の位 置 を直接指

示 可能 な ライ トペ ンな どが あ る。

マ ウ ス(mouse)

画面上 での カー ソルや 図形情 報の移動 に用 い る位 置入力装 置 の一つ 。小 さな箱

状 で、操 作者 の手元 の平 な面 で転がす操 作 によ る移動量 を利 用す る。移 動量 の検

出方式 に よ り機械 式 と工学式 とに分 け られる。 機械式 マウ スは、直交 す る2方 式

の 回転 軸 の車 輪 が マ ウスの下 面 にあ るボ ールの移動 に伴 って回転す る構造 で あ る。

各 回転 軸 には シャフ トエ ンコー ダが接続 され 、車輪 の回転 に伴 って電 気 パル スを

発生す る。 マ ウスの移動 量 は電気 パ ル スを計数 して求 める。 普通 マ ウ スの上 面 に

は スイ ッチが付 け られ て い る。光学 式 マ ウスは、規 則的な模 様の描 か れた仮 面

(マ ウスパ ッ ト)上 に光 を当て なが ら操 作す る。マ ウス内部 に設 け られ た受 光 セ

ンサ ーで反射 光 の断続 的 な変 化 を検 出 し、光学式 ロー タ リー エ ン コー ダー と同様

に反射 光 の変 化 に対応 した電 気 パル スを発 生 させ、パ ルスを計数 して移動量 を算

出す る。単純 な構造 で安 価で あ り、 もち上 げて使 う必 要がな い利 点 が ある。

キ ー ボ ー ド(keyboard)

鍵 盤 と もい う。 デ ー タ 入 力 装 置 の 一 種 。 キ ー(押 しボ タ ン)を 配 列 した 盤 で あ

って 、 押 した キ ー に対 応 した 信 号 を 発 生 す る。 通 常 、押 した キ ー の 確 認 用 に 、 表

示 装 置 や 印刷 装 置 が 同 時 に使 用 され る。 キ ー に は、 英 数 字 ・か な ・漢 字 な どの 文

字 や特 定 の 機 能 が 割 り当 て る場 合 は 、 シ フ トキ ー に よ り発 生 す る信 号 を切 り換 え

る。 英 数 字 ・か な を 中心 とす る情 報 処 理 形 に キ ー ボー ド配 列 はJISX6002

で 標 準 化 され た が 、 か な 漢 字 変 換 の 普 及 に伴 い 、JISX6004が 定 め られ た 。

これ ら の鍵 盤 配 列 に基 づ くキ ー ボ ー ドを それ ぞ れ 、JISキ ー ボ ー ド、新JIS

キ ー ボ ー ドと よ ぶ 、 ほ か に 、 五 十 音 配 列 キー ボ ー ト、M式 キ ー ボ ー ド、親 指 シ フ

トキ ー ボ ー ドな どが あ る。
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とか ら 、 装 置 相 互 間 の通 信 規 約(プ ロ トコル)や イ ン タ フ ェー ス の 標 準 化 が 重 要

な課 題 とな って い る。

位 置 入 力 装 置(locator,pointingdevice)

図形 の形状 、位 置 、運 動方 向 などの情報処 理 に必 要 な位 置座標 デ ータを計算 機

に入 力す る装 置 を い う。 その実 現例 と しては、 キー ボー ドに設 け られ たカー ソル

移動 キ ーの打 鍵操 作回 数 や、 回転す るダ イヤ ルの回転 角な どに比 例 してパ ル スを

発生 させ、 その パ ル ス数 に比 例 して 画面上 を移動す る カー ソルマー クの位 置 を位

置座 標 デー タ と して入 力 す る方 式が あ る。 この方式 の 位置 入力装 置 として は、 ほ

か に トラ ック ボー ル、 ジ ョイ ステ ィ ック、マ ウスな どが あ る。 また、 スタ イ ラス

や カー ソルで表示 された 入力面 上 の位置 を位置情報 とす る タブ レ ッ ト、デ ィジタ

イザー 、 タ ッチ ス ク リー ンな どによ る方式 、 お よび画 面上 の所望 の位 置を直接 指

示可能 な ライ トペ ンな どが あ る。

マ ウ ス(rnouse)

画面 上 での カー ソル や図形 情報 の移動 に用 い る位置 入力 装置 の一つ 。小 さな箱

状 で、操作 者 の手 元の平 な面 で転 がす操 作 によ る移動 量 を利用す る。 移動 量 の検

出方式 によ り機 械 式 と工 学式 とに分 け られる。 機械式 マ ウス(mechanicalmouse)

は、直交 す る2方 式の 回転軸 の車輪 がマ ウ スの下面 に あ るボール の移動 に伴 って

回転 す る構 造 で あ る。各 回転 軸 には シャフ トエ ンコー ダーが接続 され、車輪 の回

転 に伴 って電 気 パ ルスを発生 す る。 マ ウスの移 動量 は電気 パ ル スを計 数 して求 め

る。普 通 マ ウ スの上面 には スイ ッチ が付 け られて い る。光 学式 マ ウス(opticalm

ouse)は 、規 則 的 な模 様 の描 かれ た仮面(マ ウスパ ッ ト)上 に光 を当て なが ら操

作 す る。 マ ウス内部 に設 け られた受 光 セ ンサー で反 射光 の断 続的 な変 化 を検 出 し、

光 学式 ロー タ リー エ ンコー ダー と同様 に反射 光 の変 化 に対 応 した電気 パ ル スを発

生 させ 、 パル スを計数 して移動 量 を算 出 す る。単純 な構 造 で安 価 であ り、 もち上

げて使 う必要 が な い利 点 が あ る。

キ ー ボ ー ド(keyboard)

鍵 盤 と もい う。 デ ー タ入 力 装 置 の 一 種 。 キ ー(押 しボ タ ン)を 配 列 した 盤 で あ

って 、 押 した キ ー に対 応 した 信 号 を 発 生 す る。 通 常 、 押 した キ ー の 確 認 用 に 、 表

示 装 置 や 印 刷 装 置 が 同 時 に使 用 され る。 キ ー に は 、英 数 字 ・か な ・漢 字 な ど の文

字 や 特 定 の機 能 が 割 り当 て る場 合 は 、 シ フ トキ ー に よ り発 生 す る 信 号 を 切 り換 え

る。 英 数 字 ・か な を 中 心 とす る情 報 処 理 形 に キ ー ボ ー ド配 列 はJISX6002

で 標 準 化 され た が 、 か な 漢 字 変 換 の 普 及 に 伴 い 、JISX6004が 定 め ら れ た。

こ れ ら の鍵 盤 配 列 に基 づ くキ ー ボ ー ドを そ れ ぞ れ 、JISキ ー ボ ー ド、新JIS

キ ー ボ ー ドと よぶ 、 ほ か に 、 五 十 音 配 列 キー ボ ー ト、M式 キ ー ボ ー ド、親 指 シフ

トキ ー ボ ー ドな どが あ る。
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CRT表 示 装 置(CRTdisplay)

画像 を表 わす電 気信号 を電子 ビー ムの加速電 圧 または偏 向 強度 に変 換 し蛍 光 面

上 に可 視像 を得 る陰極線 管(CRT,cathode-raytube)を 用 いた表示 装置 をい う。C

RTは ブ ラウ ン管(Brauntube)と もよばれ る。CRTは 、 蛍光体 を塗 布 した蛍光

面 を もっパ ネル部 、電 子 ビー ムを偏 向 させるフ ァンネル部 、電子 銃 を保持す る ネ

ック部 か らな る真空管 で あ る。電子 銃か ら出た電 子 ビームは偏同 系で進 行方 向 を

変 え られ、蛍光 面 に当た り発 光現象 を生 じる。 カラー表示装 置 に使 わ れ るCRT

に は、 シ ャ ドウマ スク方式 が多 い。 シャ ドウマ スク方式は 、赤 ・緑 ・青 の3原 色

に対応 した3本 の電子 銃 、多 数 の細孔 を もつ シャ ドウマ ス ク、 シャ ドウマ ス クの

個 々の孔 に対応 して3原 色蛍 光体 を塗布 した蛍光面 、か ら構 成 され る。 シャ ドウ

マ スクの細 孔 に入 射す る3本 の電子 ビー ムの入射 角の差 に よ って色 が選択 され、

発光 が お こる。CRT表 示装 置 は明 る さや色の表現 機能 で優 れて い るが 、高 駆 動

電圧 を要 し装 置 が大 きくなる欠 点が あ る。

カ ー ソ ル(cursor)

入 力面上 で の位 置を計 算機 に入力す るために、 タブ レッ トやデ ィジタイザで用

い られ る指示 器。 また 、 デ ィスプレイ画 面上 で、 キーボー ド入力 が可能 なフ ィー

ル ドの位置 や位置入 力装 置か らの入 力情 報に対 応す る位置 を動的 に表 示 し、操 作

者 に対 して視 覚的 な フ ィー ドバ ックを与 え るため に用 い られ るカー ソル には矩形

ブ ロックやア ンダー ライ ンが 、図形 の入 力位置 を示す には十文字形 の クロスヘ ア

カーソ ルが使 用 され るこ とが多 い。

プ ロ ト コ ル(protocol)

ネ ッ トワー ク ア ー キ テ クチ ャの階 層 に定 義 さ れ た 通 信 機 能 を実 現 す るた め に 、

シス テ ム間 で 互 い に対 応 す る階 層 に 存 在 す る エ ンテ ィテ ィ(peer-entity)間 で 実

行 す る通 信 の 規 約 を い う。7階 層 か らな るOSI参 照 モデ ル で は 、 す べ て の 階 層

に プ ロ トコ ル が 存 在 す る 。 こ れ らは た と え ば トラ ン ス ポー ト層 で は トラ ン ス ポ ー

トプ ロ トコ ル と称 す る よ うに 階 層 の 名 を 付 して 区別 す る。 プ ロ トコル は エ ンテ ィ

テ ィ間 で 交 信 す る情 報 フ ォー マ ッ トの 規 定 、 交 信 手 順 の規 定 お よ び手 順 ク ラ ス

(ま た はサ ブ セ ッ ト)の 規 定 か らな る。 上 位 階 層 か ら渡 さ れ た情 報(サ ー ビ ス デ

ー タ ユ ニ ッ ト;SDU ,servicedataunit)に プ ロ トコル 動 作 の た め の制 御 情 報(プ

ロ トコル 制 御 情 報;PCI;protocolcontrolinformation)を つ け て相 手 に 送 る情

報(プ ロ トコル デ ー タ ユ ニ ッ ト;PDU;protocoldataunit)を 形 成 す る が 、 こ の

PDUとPCI(ヘ ッ ダ ー と もよば れ る)の 形 式 を第1に 規 定 す る。PCIに よ

って 通 知 され る制 御 情 報 に従 って応 答 動 作 をPCIと して 返 送 す る が 、 このPC

Iに 基 づ く交 信動 作 の 要 素(elementofprocedure)を 第2に 規定 す る。 一 方 、 運

用 環 境 や 上 位 の 応 用 の 差 異 に よ り、 要 素 動 作 の 組 合 せ を変 え て実 現 す る こ と が 行

な わ れ るが 、 第3に この 組 合 せ を ク ラ ス また は サ ブ セ ッ トと して 規 定 して い る。

デ ー タ を よ り小 さ い単 位 に分 解 した り、 小 さい 単 位 を 大 きな 単 位 に ま とめ た り し

て 、 プ ロ トコ ル 動 作 を サ ブ ネ ッ トワ ー ク の性能 に適 合 させ る こ とが で き る。OS

Iで は 、 この よ う な プ ロ トコ ル を標 準 化 して い るが(基 本 標 準 と よ ぶ)、 実 際 に
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製 品 を 製 造 す る に は、 ク ラ ス の 選 択 法 や パ ラメ ー タ の選 択 法 を 具 体 的 に定 め る こ

とが必 要 とな る。 この 選 択 が 行 な わ れ た プ ロ トコル の規 定 を 機 能 標 準(functiona

lstandard)と よぶo

OSIア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ トコ ル(OSIapplicationprotocol)

OSI参 照 モ デ ル上 の 第7層 に 位 置 し、 標 準 ア プ リケー シ ョンで の 他 の計 算 機

シス テ ム と通 信 す るた め の プ ロ トコ ル を い う。 ア プ リケー シ ョン層 は 、 ロ ー カ ル

シス テ ム内 の一 般 の ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロセ ス と イ ンター フ ェー ス を とる こ と、

お よ び どの ア プ リケ ー シ ョ ン に も共 通 して 使用 で き る基 本 的 な サ ー ビ スを 提 供 す

る と い う こ と の2っ の役 割 を 担 う。 ア プ リケ ー シ ョ ン層 は3つ の 要 素 、 利 用 者 要

素(UE)、 共 通 応 用 サ ー ビ ス要 素(CASE)、 特 定 応 用 サ ー ビ ス要 素(SA

SE)か ら構 成 さ れ る。UEは 、 ロー カ ル シ ス テ ム と の イ ンタ ー フ ェー ス を管 理

す る概 念 で あ り、 ロー カ ル シ ス テ ム に存 在 す る プ ロセ スか ら遠 隔 シ ス テ ム上 の デ

ー タへ 要 求 や遠 隔 シ ス テ ム上 の ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ セ スか ら ロー カ ル シ ス テ ム

上 の デ ー タへ の 要 求 を 中 継 す る。 ℃ASEは ア プ リケ ー シ ョ ンエ ン テ ィテ ィ間 の

コ ネ ク シ ョ ン確 立 と解 放 や通 信 機 の 折 衝(associationcontro1;AC)、 さ らに は

分 散 され た 資 源 の 一 貫 性 を保 つ 機 能(commitmentconcurrencyandrecovery;C

CR)な ど す べ て の ア プ リケ ー シ ョ ンで 共 通 に利 用 され る。SASEは ア プ リケ

ー シ ョ ン は多 種 多 様 で そ の応 用 に依 存 した特 有 な もの にな る が 、利 用 形態 ご とに

定 ま る代 表 的 な ア プ リケ ー シ ョ ンで あ る。 利 用 者 に 広 く使 用 され るSASEと し

て 、 メ ッセ ー ジ通 信 、 ドキ ュ メ ン ト通 信 、 リモ ー トデ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス、 フ ァ

イ ル転 送 、 仮 想 端 末 、 ジ ョブ 転 送 操 作 な どが あ る。

OSI参 照 モ デ ル(OSIreferencemode1)

ネ ッ トワー ク ア ー キ テ クチ ャー の 国 際 標 準 で あ るOSI(OpenSystemInterco

nnection)が 規 定 す る階 層 機 能 を 定 め た モ デ ル。 現 在ISOで はISO7498

と して 規 定 し、 ま たCCITTで はX.200と して 勧 告 して い る。OSIは 解

放 型 シ ス テ ム 間 相 互接 続 と訳 さ れ る こ とが あ るが 、 こ こで は 、 シ ス テ ム と は計 算

機 や端 末 、 ワー ドプ ロ セ ッサ ー 、 フ ァク シ ミ リな ど通 信 を行 な う装 置 の総 称 と し

て 定 義 さ れ て い る 。 そ れ らの 装 置 の 中 で 互 い に 相 互 接 続 が 可 能 と な る よ うな 機 能

を備 え た 装 置(シ ス テ ム)を 解 放 型 シ ス テ ム(opensystem)と よ ぶ。OSI参 照

モ デ ル は この 解 放 型 シ ス テ ムが 備 え るべ き機 能 の 体 系 化 を 図 るた め の モデ ル で あ

る。 装 置(シ ス テ ム)は メー カ ー 各 社 に よ って 互 い に 機能 体 系 を 異 に す るた め 、

一 般 に 相 互 接 続 は 困 難 で あ っ た 。OSIに よ って そ れ らの機 能 を 標 準 化 し相 互 接

続 を容 易 に す る こ とが この モ デ ル の 目 的 で あ る。 参 照 モ デ ル は、 階 層 機 能 、 階 層

モ デ ル 、 プ ロ トコ ル基 本 要素 な どを 定 め る本 体 に加 え て 、 コ ネ ク シ ョ ンを もた な

い通 信 形 態 の 枠 組 、OSIの ア ドレ ス体 系 、 用 語 開 設 、 セ キ ュ リテ ィ体 系 を 関 連

文 書 と して 規 定 して い る。
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1.2.3ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 の 動 向

現 在 、 テ キ ス トや表 、 グ ラ フ のみ な らず イ メー ジ画 像 や 音 声 な どの 操 作 を 可能

と し、 そ の 蓄 積 や 検 索 を す る こ との で き るマ ル チ メ デ ィア対 応 シス テ ム が 実 用 段

階 に入 って き て い る。 そ の背 景 には オ ブ ジェ ク ト指 向 の考 え に基 づ い た シ ス テ ム

技 術 の発 展 が あ る 。 ハ イ パ ー メ デ ィア シ ステ ム は これ ら文 章 だ け で な く、 図 面 、

画 像 、 映 像 、 音 声 な どの マ ル チ メデ ィア と、 さ らに は各 種 サ ー ビス機 能 や ア プ リ

ケ ー シ ョ ンソ フ トな どの す べ て を 統 一 的 に表 現 し、 有 機 的 に統 合 化 す る プ ラ ッ ト

フ ォー ム と して 捉 え た もの で あ る。

この よ うな ユ ー ザ 側 に お け る情 報 処 理 環 境 の 変遷 を 次 の よ うに4世 代 に分 け て

考 え る こ とが で き る。.

第1世 代1970年 ～1980年 頃
テキ ス ト処 理 お よ び数 表 処 理 支援

↓
第2世 代1980年 ～1990年 頃

複 合文書 作成支援

↓

第3世 代1990年 ～2000年 頃
ハ イ パ ー メ デ ィア に よ る総 合 的 支 援

、'

第4世 代2000年 ～ …
知 識 ベ ー ス シ ス テ ム に よ る総 合 的支 援

図 情報処理支援技術の動向

第1世 代 で は 、 ワー ドプ ロ セ ッシ ン グ 、 ス プ レ ッ ドシー ト、 デ ー タ ベー ス 、 電

子 メー ル な ど に代 表 され る。 テ キ ス ト処 理 支 援 と数 表 処 理 支 援 が 中 心 で あ った 。

第2世 代 で は 、DTP(DesktopPublishing)シ ス テ ムが 普 及 し、 プ レゼ ンテ

ー シ ョ ンを意 識 した 複 合 文 書 の 作成 支 援 技 術 が 発 達 した 。DTPで は テ キ ス ト中

に図 表 や 図面 、 画 像 を 自在 に配 置 した 文 書 の作 成 と印刷 が 可 能 とな った 。 高 画 像

情 報 の オ フ ィ ス で の 利 用 はDTPか ら始 ま った とい え る。TEXやPostScriptな

ど の印 刷 フ ォ ン トや フ ォー マ ッ トを 制 御 す る言 語 が 開 発 され 、 デ ィス プ レイ 上 で

も印 刷 形 式 で 表 示 で き る よ うに な り、WYSIWYG(WhatYouSeeIsWhatY

ouGet)の 設 計 思 想 が 広 ま った 。 さ ら に 、印 刷 形 式 で ア ニ メー シ ョ ン を記 述 で き

るDisplayPostScriptが 開 発 され た こ と に よ り、複 合 文書 中 に ア ニ メー シ ョ ンを

埋 め込 ん で 、 これ を電 子 メー ル で送 る と い うよ うな こ と も可 能 に な っ た。 プ レゼ

ンテ ー シ ョ ンへ の 応 用 が 意 識 されDTPR(DesktopPresentation)の 考 え が 広

ま った。
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こ の間 、CD-ROM、LD(レ ー ザ ー デ ィ ス ク)、LD-ROMな どの メ デ ィ

アが 発 達 し、 ビデ オ映 像 を 他 の ウ ィ ン ドウ と混 在 させ て表 示 す る機 能 を持 った ビ

デ オ ボ ー ドが 各 社 か ら発 表 さ れ 、 ビデ オ映 像 を 圧 縮 してCD-ROMに 格 納 す る

DVIな どの 圧 縮 技 術 も進 歩 した。 これ を受 け て 、複 合 文 書 中 に音 声 や ビデ オ ク

リ ップ な ど も埋 め 込 み プ レゼ ンテ ー シ ョ ンに用 い る試 み も現 れ て きた 。 マ ル チ メ

デ ィアDTPRの 幕 開 け で あ る。

この よ うな 試 み は、 複 合 文 書 が 、 そ の 要 素 と して 、 ユー ザ操 作 に反 応 して 状 態

変 化 を 起 こす 要 素 を もっ よ う に一 般 化 され て い った。 この よ うな 複 合 文 書 を リア

クテ ィ ブ ドキ ュ メ ン トと い う。 リア ク テ ィブ ドキ ュ メ ン トで は 、 文 書 中 の 数 表 の

数 値 を 書 き換 え る と対 応 す る チ ャー トが 自動 的 に書 き換 え られ る 。

そ して 現 在 、 新 しい 電 子 メ デ ィア で あ るハ イ パ ー メ デ ィア を用 いて 、文 書 だ け

で な く、 図 面 、 画 像 、 映 像 、 動 画 、 音 声 な どの マ ル チ メデ ィア、 さ らに は各 種 サ

ー ビス機 能 、 ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ムな ど のす べ て を 紙 の イ メー ジを も った

可 視 的 オ ブ ジ ェ ク トと み な して 統 一 的 に取 り扱 い、 統 合管 理 して 、 オ フ ィ ス情 報

処 理 を 総 合 的 に 支 援 しよ う とす る試 み が始 ま り つつ あ る。 こ の新 しい試 み で は、

紙 の イ メ ー ジを も った 可 視 的 オ ブ ジ ェク トを ダ イ ナ ミ ック メ デ ィア オ ブ ジ ェ ク ト

と い い 、 ダ イ ナ ミ ック メ デ ィア 間 の 連 想 的結 合 や動 的 連 携 を 、 ダ イナ ミッ ク メデ

ィア 間 に リ ン クを 張 る こ と に よ り設 定 す る。 第1世 代 、第2世 代 の ツ ー ル は この

ネ ッ トワー ク の ノ ー ドと して 他 の ツー ル や ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ム と有 機 的

に連 携 され る。 こ れ に よ り、 利 用者 は、 オ フ ィ ス情 報 処 理 に お け るあ らゆ る 側面

の処 理 支 援 を 、 そ れ ら相 互 間 の処 理 連 携 を意 識 す る こ とな く、 総 合 的 な支 援 環境

の 中 で 利 用 す る こ とが で き る。 この よ うな環 境 は包括 的 統 合 環境(OverallInte

rgratedEnvironment)と 呼 ば れ る。

包 括 的 統 合 環 境 と して ハ イ パ ー メ デ ィア を み た場 合 、従 来 の シ ステ ムで は 、標

準 的 な 機 能 は あ ら か じめ い く っ か の ノー ドタ イ プ と して 用 意 され る。 新 た に必 要

に な った 新 しい ノ ー ドタ イ プ や リン ク タ イ プ を 自在 に 導 入 し、既 存 の 物 と有 機 的

に組 み 合 わ せ て用 い る こ とは 許 され て い な い。 この よ うな シ ス テ ム は ク ロー ズ ド

シス テ ム と呼 ば れ る。 一 方 、 将 来必 要 に な る で あろ う種 々 の複 合 文 書 や ア プ リケ

ー シ ョ ン ツー ル の す べ て に対 して対 応 す る ノ ー ドタ イ プや リン ク タ イ プを あ らか

じめ シ ス テ ム側 で 用 意 して お く こ と は不 可 能 で あ る。 この こ とか ら、 今後 、 オ ー

プ ンな 包 括 的 統 合 ハ イ パ ー メ デ ィア アー キ テ ク チ ャの 開 発 が 望 ま れ る。 こ の よ う

な シス テ ム は次 世 代 情 報 処 理 シ ステ ム の プ ラ ッ トフ ォー ム と して 位 置 づ け る こ と

が で き る。 オ ー プ ンな 包 括 的 統 合 ハ イパ ー メ デ ィア シ ス テ ムの実 現 に は、 ダ イ ナ

ミック メ デ ィア の 部 品 化 と流 通 機能 を実 現 す る シンセ テ わ ソク メ デ ィ アア ー キ テ

ク チ ャの 採 用 が必 要 で あ る。 コ ン ピュー タ は 、 これ ら イ ン タ フ ェ ー ス技術 の進 展

と と も に多 様 な メ デ ィ ア を有 機 的 に連 結 し、利 用す る環 境 を 提 供 す る メ タ メ デ ィ

ア へ と変 容 しっ っ あ る。

以 下 、 ソ フ トウ エ ア 技 術 に係 わ る代 表 的用 語 につ い て 意 味 を 示 して お く。

メ ニ ュ ー(menu)

計 算 機 と人 間 の 間 の イ ンタ フ ェー スの方 式 の 一 つ 。 レ ス トラ ンの メ ニ ュ ー の よ

うに 、 作 業 の場 面 ご と に 、 そ の と き に使 う こ とが で き る装 置 や対 象 物 あ る い は処
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理 や 命 令 の名 前 や パ ラ メ ー タ を項 目 と して一 覧 表 の形 に して 画 面 に表 示 した もの。

と くに 、 処 理 や 命 令 の 場 合 、 メ'ニュ ー コ マ ン ド(menucommand)と よ ぶ こ とが あ

る。 も と もと は計 算 機 や ワー ドプ ロ セ ッサ ー な どの応 用 ソ フ トウ ェ ア で 使 い 始 め、
い ま何 が で き る の か を記 憶 して いな くて も使 え るた め 、 ヒュ ー マ ンイ ンタ ー フ ェ
ー ス を改 善 す る有 力 な手 段 と して広 ま った

。 初 期 の メ ニ ュー は 、項 目 を文 字 で 示

して 画 面 全 体 を使 って い た の で 、 ス ク リー ン メ ニ ュー(screenmenu)と よ ば れ

た 。 現 在 で は ウ ィ ン ドウ シス テ ムの 一 部 と して組 み 込 ま れ て い る こ とが 多 い 。 項

目 を ア イ コ ン と した もの を ア イ コ ン メ ニ ュー と よぶ こ と もあ る。 メ ニ ュ ー の 表 示

に は、 画 面 上 の 特 定 の 領 域 を メ ニ ュ ー 用 の窓 と して項 目を 常 時表 示 す る方 法 と 、

利 用 者 か らの要 求 に よ っ て表 示 す る方 法 が あ り、 この 両者 を組 み 合 わ せ た 方 式 も

使 わ れ て い る。 利 用 者 の 要 求 で 表 示 す る と き、 画 面 上 の カ ー ソル の 位 置 に メ ニ ュ
ー が現 わ れ る ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュー(pop-upmenu)

、 画 面 上 部 の項 目 の1っ を

選 択 す る こ と に よ って 下 位 の レベ ル の メニ ュ ー が 拡 が るプ ル ダ ウ ン メ ニ ュー(pu

11-downmenu)、 逆 に画 面 下 部 の項 目 を選 ん だ と き に上 に 向 か っ て 拡 が るプ ル ア

ップ メ ニ ュー(pull-purnenu)が あ る。 ポ ップ ア ップ メニ ュー の 項 目 を選 ん だ と

き下 位 レベ ル の メ ニ ュー が も との メ ニ ュ ーの 横 に並 ん で表 示 され る カ ス ケ ー ドメ

ンユ ー(cascademenu)も あ る。 項 目の 選 択 に は マ ウ スを 望 む項 目 に 移 動 して ボ

タ ンを 押 す(ク リ ッ ク(click)と い う)、 カ ー ソ ル移 動 キ ー を使 う。 項 目の 頭

文 字 の 英 字1文 字 ま た は 数 字 を 入 力 す る、 フ ァ ンク シ ョン キ ー を 使 う、 な ど の方

法 が あ り、 ど の 項 目を選 択 し よ うと して い るか をわ か りや す くす るた め に 普 通 は

項 目 を 反 転 表 示 した り色 を変 え て 表 示 して い る。

ウ ィ ン ドウ シ ス テ ム(windowsystem)

デ ィ スプ レ イ の 画 面 を い くっ か の 窓 に 区切 り、 そ れ ぞれ の窓 で 別 々 め処 理 が で

き る よ うに した シ ス テ ム を い う。 画 面 を 上 下 左 右 に 区 切 る各 区 切 りを1っ の 窓 と

す る タ イ リン グ ウ ィ ン ドウ(tilingwindow)と 、 窓 の重 な り を許 ず 多 重 ウ ィ ン

ドゥ(オ ー バ ー ラ ップ ウ ィ ン ドゥ)(overlapwindow)の2っ の 表 示 形式 が あ る。

一 般 に これ ら の画 面 を 区 切 る 複 数 個 の窓 をマ ル チ ウ イ ン ドウ(multi -window)と

総 称 す る。 現 在 で は ビ ッ トマ ップデ ィ ス プ レイ が 表 示 装 置 と して は、 マ ウ ス が ウ

ィ ン ドウ の位 置 入 力 装 置 と して 使 わ れ て い る。 ウ ィ ン ドウ シス テ ムの 実 現 方 法 に

は 、す べ て の処 理 を オ ペ レー テ ィ ン グ シ ステ ム の カー ネル 内 で 行 な うカ ー ネ ル方

式 、排 他 制 御(相 互 排 除)は カ ー ネ ルで 行 な い 他 は ユ ーザ 側 で 処 理 す る ユ ー ザ カ

ー ネ ル方 式 、 実 際 の処 理 を サ ー バ ー と よ ぶ中 心 的 な プ ロセ ス に行 わ せ 、 ユ ー ザ 側

は プ ロセ ス間 通 信 に よ りサ ー バ ー に 仕 事 を依 頼 す る顧 客(ク ラ イ ア ン ト)と 考 え

るサ ー バ ー ク ラ イ ア ン ト方 式 、 サ ー バ ー を仮 想 機 械(仮 想 計 算 機)と して ク ライ

ア ン トとサ ー バ ー との 通 信 は 仮 想 機 械 の 仮 想 コ ー ドで 行 な う仮想 機 械 サ ー バ 方 式

な どが あ る。 カ ー ネ ル方 式 に よ り ウ ィ ン ドウ シ ステ ム にはApolloDomain、 ユ ー

ザ カー ネ ル 方 式 の もの に はSunVeiw、 サ ー バ ー 方 式 の もの に はAndrewやX-Window、

仮 想 機 械 サ ー バ ー方 式 の もの に はSunNeWSやGMWが あ る。 ウ ィ ン ドウ シス テ ム を

実 現 す る オペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム 、 ハ ー ドウ ェア 、 アプ リケ ー シ ョ ンな ど の 要

因 か ら、 どの 方 式 が優 れ て い る と は一 概 に言 え な いが 、 サ ー バ ー と ク ラ イ ア ン ト

に 仕 事 を分 け る方 式 が 主 流 に な って い る。 実 際 に は ウ ィン ドウ シ ス テ ムの 上 で ア

プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラ ム を 作 る こ と に な るの で 、 そ の た め の ラ イ ブ ラ リー と し
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てXToolkitな ど が 提 案 され 、標 準 化 の 動 き も始 ま って い る。1960年 代 の終

り ご ろ 、文 字 デ ィ ス プ レイが 端 末 と して 使 わ れ るよ う に な って 、 画 面 を 上 下 に分

割 して 使 う シ ス テ ムが 作 られ た 。 実 用 的 な ウ ィ ン ドウ シ ス テ ム は1980年 に発

表 され たSmalltalk-80の シス テ ムが 最 初 で あ る。

ア イ コ ン(icon)

計算 機が人 間 とのイ ンタフ ェー スと して画面上 に表 示す る処理 の対象物 や処理

その もの を示 す 図柄 をい う。 ア イコ ン本 来の意味 は、像、 肖像 あ るいはキ リス ト

や聖人 を小 さな板 に描 いた絵 の ことで イ コンとよん で いる。普通 は常時表 示 して

い るメ ニュー の項 目と して使用す る。抽象化 した単純 な図柄 を用 い るのが普 通で

あるが 、'対象物 を表わす 図柄 の ときには具体 的な絵 を使 うことが 多い。高度 な機

能 を もった ウ ィ ン ドウ システムの もとで は、ア イコ ンへの操作だ けで仕事 をす ま

せ る こと も可能 で 、例 えばア イ コンを選択 し、次 に プ リンタや肩箱 を表わす アイ

コンへ移 動す る(ド ラ ッグ(drag)と い う)と い う操 作に よ って 、文書 の印字や

削除 の処 理を表 現 す るこ とがで きる。

、
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1.2.4知 的 イ ンタ フ ェー ス の現 状 と将 来 動 向

望 まれ るイ ンタ フェー ス技 術 と しては、人 と コンピュー タ との間 を 自然 言語 理

解機構 を介 して、 あたか も人 と対話す るかの よ うな、 もし くは人 が 自然 な 日常 語

で対話入 力で きる機能 が重視 されて い る。 これ を実現す るた めには コ ン ピュー タ

システムが 自然 言語 を理 解 し、 さらには生成 、対話可能 な状態を っ くる必要 があ

る。そ の場 合 、特 に人 の入力指 示言 語 の曖昧性 ない し意味 の多重性 、 さらに は概

念 の複 層性 を認 め る必要 が あ り、イ ンタ フェー スと して柔 らかい情報 処理機 能 を

有 す るフ ァジィ推 論 や定 性推論 な どが着 目されて いる。 またその学習 機能 を利用

した アプ ロー チで はニュー ロ コンピュー タのよ うな ヒュー リステ ィックな手 法が

可能 とな る。 こ こで は統計情 報 の解 析の よ うなデ ィ ジタル情 報を アナ ロガスな 自

然言語 に処理 す るため の手法 に係わ る技術 と して、知 的 イ ンタフ ェー スにっ いて

み ることにす る。

(1).定 性 的 推 論 イ ンタ フ ェー ス

定性推 論(qualitativereasoning)の 研究 は、対象系 の挙動 、特 に物 理 的世 界

の振舞 いを人 間が いか に定性 的 に理解 し、その変 化を推論 す るこ とが で きるか と

い う、 いわ ば 「理解 と認知」 を基礎 に してい る。 エキ スパー ト・システムの よ う

な特定領 域 の特定 の専 門家 の知識を集成 し、そ れをデータベー ス化 した知識 ベー

ス システ ムとは異 な るアプ ロー チで あ る。多 くのエキ スパー トシ ステムの弱 点 は

変化 の記 述で あ り、対象 系が すべて分析 され知 識 ベー ス化 されて い るよ うな場合

にはエキ スパ ー トシステムは高 い性 能 を もつ。 この種 の もので は未知 の性質 の同

定 や分類 な どのい わゆ る診断 型 エキ スパー ト・システムが あ る。 その特徴 と して、

診 断 とい う分類 の ための ルー ル化な い しは知識 表現 によ って、未知 の性質 が どの

分 類 にな るか を決 める ところに ある。 そのため 、その作業 のため のア プ ロー チが

経 験的分 類で かっ類型 的分析 にあた る もので あ る。 しか しなが ら多 くの現実 的問

題 と して 、あ らか じめ関 連す る情報 を全 て知識 ベー ス化 してお くこ とは困難 で、

それ らを どの よ うに診断 す るかが重 要 な課題 となる。 こ う した システ ムの設 計 に

おいて 、基本 的に は対象 に対 す る定 性的理解 や推論機能の開 発が必要 な もの とな

る。そ の意味 で、 「定性 推論 」 はエキ スパー トシステムの有 す る弱点 を相補 うも

ので、少 ない知識 の記述 量か ら蓋然 性 の高 い 「知識」を情 報 として提 供 して くれ

る もの といえ る。

1960年 か ら1980年 代 にか けて は定性 推論 に関 しての基本 的 な研 究 が行

われた時期 で 、Simmons,H.Aに よる定性解析、経 済系 の定 性方 程式 と

して動 的 システム と して経 済現象 をみ よ うとす る試みな どが一部 にはな され た。
一般 に、系の因果 関係 を導 くよ うな物理 的 シス テムで は有 効 性が高 い もの を構 築

す るこ とが可能 で あるが 、経済 問題 や経営問題 においては 、その メカ ニズムの記

述 その ものが困難 で ある ことか ら適 用の成功例 はあ ま りみ られない のが現 状 で あ

る。

最 近 では、定性 推論 を診 断 、設計 、 プ ロセス制御な どの系 の規 模 の大 きい工 学

的問題解決 に応用 す る研究 開発 が進 め られっっ あ り、定性 推 論を現 実 的な問題 に

適 用 した研 究 は最近 着手 され ては じめた状況 にあ る。

一29一



①.初 期(1960年 ～1983年)
H.A.Simmons 定性解析、経済系の定性方程式
C.Rieger 因 果 性 シ ミュ レー シ ョ ン

J.S.Brown 回路 のCAI(SOPHIE)
J.deKleer 物理理解 多重モ デル

②.中 期(1984年 ～1986年)
deKleer,Brown ENVISION,EQUALシ ス テ ム

B.C.Williams 回路 の定 性解析,制 約時間表 現、常識 算術
H.A.Simmons他 因果的順序づけ

③.最 近 の研究 事例
Sacks,Yip 定性的相空間解析
Dague、 吉 田 故障診断への応用
溝 口、大和 田 論理 プ ログラ ミングによるMODELER

(3).自 然 言 語 処 理 イ ンタ フ ェー ス

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 検 索 、加 工 に 自然 言 語 処 理 イ ン タ フ ェー ス を付 加 した

技 術 で は現 在 、 活 発 に実 用 化 され て お り、 パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タで 動 作 す る

もの か ら オ フ コ ン、 大 型 汎 用 コ ン ピ ュー タ に い た る ま で 多 岐 にわ た って い る。 ま

た 利 用 者 が デ ー タ ベー ス に対 して 発 す る問 い合 せ ば 、全 くの 自 由 な 自然 言 語(英

語)か ら(例 え ばAIコ ー プ社 の イ ンテ レク ト)、 シ ステ ムが ス ク リー ン上 に提

示 す る語 の 中 か ら適 切 な もの を 組 み 合 わ せ て 質 問文 を 作 る よ うに した もの ま で

(例 え ばTI社 の ナ チ ュ ラ ル リ ンク)さ ま ざ ま で あ る 。 ま た最 近 で は第 四 世 代 言

語 を拡 張 した もの で 、 自 然 言 語 処 理 と して は規 格 化 され て い る もの まで もあ る。

自然 言 語 イ ンタ フ ェー ス に お け る歴 史 的 シス テ ム事 例 を 次 に示 す 。

時期 名称 開発者 概 要

1960年 代 ELIZA J.Weizenbaum 単純 なパ ター ンマ ッチ ングによ る
質問応答 システ ム
精神科診断 モデ ル

1972年 SHRDLU T.Winograd ロッボ トアー ムによ る積 木 の移動

操作 を シ ミュレー ト
入力文 の構文解析 、意 味解 析の初
歩 を行 って いる

1980年 CO-OP S.J.Kaplan 大学 に於 けるデー タベー スへ の質
問応 答 システム
対話 者 との修正応 答、示唆 的応答
、支 援応答が可能 。

1982年

以 降

INTELLECT

SAVVY

COURTIER

Intelligence社

IBM

Cognitive

SYSTEM社

デー タベ ー ス検索 用 システ ム

デー タ検索用 自然 言語処理

株の投資相談
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これ らの 自然 言 語処理 ソフ トウエアの うち近年着 目されて い る代表 的 な ものの

概 観を示 す。

①.イ ン テ レ ク ト(INTELLECT)

デ ー タ ベ ー ス に 対 す るAIコ ー プ社 の 自然 言 語 フ ロ ン トエ ン ドと して 、 現 在 、

最 も知 られ て い る シ ス テ ム で 、 イ ンテ レ ク ト本 体 の他 に イ ンテ レ ク ト ・グ ラ フ ィ

ッ ク ス 、 イ ン テ レ ク ト ・イ ン タ ラ ク テ ィブ ・レ キ シ コ ンと い った モ ジ ュー ル か ら

な る。 本 体 は 、VM/CMSま た はMVS/TSOの 下 で 動 作 す るが 、 付 加 機 能

と してIBMのSQL、VSAM、 ソ フ トウ エ ア ・エ ー ・ジー 社 の ア ダパ ス、 第

四 世 代 言 語 のFOCUS等 と も連 係 が 可 能 で あ る。 イ ンテ レ ク ト本 体 に対 す る質

問 文 は 自然 言 語(英 文)を ベ ー ス にす る が完 全 で な く と もよ く、 綴 字 の 誤 りの た

め に質 問 文 が 正 し く解 釈 され な い時 に は 、 イ ン テ レ ク トは ユ ー ザ に対 し修 正 や 同

義 語 の 入 力 を促 す よ う に な っ て い る。 ま た 、 質 問文 の 意 味 が 複 数 に解 釈 され る場

合 に は 、 それ を 表 示 し、 ユ ー ザ に ど れ に相 当 す るか を 選 択 させ る も の で る。 また 、

イ ンテ レク ト ・グ ラ フ ィ ッ ク ス に よ って 自然 言 語 指 示 でIBMの3279カ ラー

端 末 装 置 な ど と接 続 で き る。 イ ンテ レ ク ト ・グ ラ フ ィ ック ス に対 す る 命 令 は 、

「1992年 に お け る 半 導 体 の 四 半 期 毎 の売 上 高 を表 示 せ よ 。 」 と い う レベ ルで

指 示 が 可 能 な もの とな っ て い る。 さ ら に ま た 、 イ ン テ レク ト ・イ ンタ ラ クテ ィブ

・レキ シ コ ン と して 、 イ ン テ レ ク トに 新 しい 語 彙 や 専 門 用 語 を学 習 させ る 目的 で 、

ユ ー ザ が イ ン テ レ ク トと 会 話 で きる た め の ツー ル も用 意 され て い る。

イ ン テ レ ク トは 現 在 、 財 務 、 マ ー ケ テ ィン グ 、製 造 管 理 、 人 事 等 の 分 野 で 用 い

ら れ て い る。

②.イ ー ジ ー トー ク1(EASYTALKI)

イー ジー トー ク1は 、 コ グ ニ テ ィブ ・シス テ ム社 に よ る情 報 検 索 シ ステ ム の 自

然 言 語 フ ロ ン トエ ン ドで 、用 語 を学 習 す る こ と もで き る。 た とえ ば利 用 者 が 「最

良 の顧 客 は誰 で あ るか 」 とい う よ う な質 問 を 出 した と き、 イ ー ジ ー トー ク は 「最

良 の 」 と い う こ と の 定 義 を 問 い か け る もの で 、 そ こで ユ ー ザ が 、 例 え ば 「最 良 の

顧 客 と い うの は 、 最 大 の 利 益 を 与 え て くれ る顧 客 の こ とで あ る」 とい う よ うな答

え を 与 え る と、 こ れ を 学 習 処 理 す る こ と に な る 。 な お イー ジー トー ク は現 在DE

C社 のVAX上 で 動 作 し て い る。 主 に イー ジー トー ク1は 財 務 ・会 計 と い った分

野 に適 用 され て い る。

③.セ ミ ス(THEMIS)

セ ミス は 、 プ レ イ ・ア ソ シ ェ ー ツ社 の 製 品 で 、VAXコ ン ピュ ー タ のVMSオ

ペ レー テ ィ ング シ ステ ム 上 で 動 作 し、 デ ー タ ト リー ブ また は オ ラ ク ル とい う デ ー

タ ベ ー ス シ ス テ ム に対 す る 自 然 言 語 フ ロ ン トエ ン ドと して 構 成 され て い る。 さ ら

に 、IBM・VM/SQL/DSお よ びIBM・PC/AT上 で 動 作 す る ソ フ ト

ウ エ ア も現 在 開 発 中 で あ る。 この シ ス テ ム は質 問 文 に現 わ れ る通 常 の 英 単 語 や 日

付 、 時 間 、 関 係 と い った 一 般 的 な概 念 の み な らず 、 数 学 上 の 関 数 や 最 大 、 最 小 、

総 和 、 平 均 と い っ た集 合 上 の 関 数 を も理 解 で き る よ う に作 られ て い る 。
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また利 用者 はセ ミスを特定 分 野 に適 合す るよ うに学 習 させ 、利用 目的に応 じて

システ ムを カ スタマ イ ズす るこ とが で き る。 ユーザか らの質 問を理 解 で きなか っ

た と き、 セ ミスは どの言 葉 が わか らない のかを通知 し、曖 昧 であ れば 、い くっか

の意味 を表示 しそ のなか か ら選択 す るよ うに求 める もので あ る。

現在 、 セ ミスは 、 ビジネ ス分野 お よび製造 業務 で使用 され てい る。

現在 、我 が国 で は第5世 代 コ ン ピュー タプ ロ ジェ ク トにお け る開発 課題 と して

も取 りあげ られ て お り、 海外 で も活 発 な研究 が行 われ てい る。 しか しなが らが ら

製品化 例 にっ いて はまだ ほとん どな い状 況 にあ る。

現在 で は、機械 翻訳 システ ムな どの固定情報 を構文 解析 、意味 解析 してい く変

換 シス テムは実用 域 に達 しっっ あ り、談 話解析 、文脈 解析 、状況 解析 、要約 、 自

然 言語 生成処 理 に係 わ る研究 開発 が進 みつつ あ る。
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1.3統 計 情 報 に 係 わ る イ ン タ フ ェー ス機 能 の あ りか た

これ までは主 に デー タベー スシステ ムを巡 るイ ンタフ ェー ス技術 にっ いて その

内容 と動向 を みて きたが 、 こ こでは統計 デー タ ベースに係 わ るその支 援 シス テム

と して の あ りか た にっい て検 討す る。

現在普 及 して い るデー タベー スシステ ムの よ うな情報管理 型の シス テムで は、

その管理 対象 とな るデー タは、 フ ァク トデー タ(事 実 デー タの集 合)と 呼 ばれ る

個 別の情 報で あ る。特 に 、統 計 デー タベー スにおいて は統計 デー タその ものをデ
ー タベ ー スに格納 した もので あ るた め 、その高度利 用を考 えた場 合 はおのず とユ
ーザサ イ ドで の プ ログ ラ ミングが鍵 とな る。一方 、デー タベー スに推論機 構 を付

加 した知 識型 イ ンタフ ェー スの研究 が進 め られ てい るが、 これは管 理す る情報 を

さらに拡 張 し、 ルー ルな どの知 識情報 まで もこれに含めよ うとす る ものにあ た る。

従 来 のデー タベー スの利用状 況 につ いてみた場 合、 まず データを検 索す るため

の コー デ ィングに相当す る検索 段階 、次 に、得 られたデー タを表 レベ ルで システ

ム機能 に従 って編 集加工 す る段 階、 さらに最終 的に 目的 とす る文章 な い し図表 に

加工利 用 す る段 階 とが あ る。 これ らのデ ータベ ー ス利 用の手順 に従 った支援 方法

と して 、各 段 階で の ツー ルの拡 充や ガ イ ド機能 として補助 画面で の情 報提供 な ど

が試 み られて きた 。 しか しな が ら、 これ まで みて きたよ うにユー ザイ ンタ フェー

スの革 新 とと もにデー タベー ス支援 技術 の高度 化が な され、 また知識 処理 への試

みが な され る中で 、新 た なデ ー タベ ー ス システ ム としての統 計デ ータベー ス シス

テムの構築 を検討 して行 かな ければ な らない といえる。 しか しなが ら、 これ らの

多 くはユ ーザ イ ンタ フェー ス と して、 グ ラフ ィカルイ ンタ フェー スを高度 化 す る

こ とで もかな りの支援 が スムー ズに な ること も確かで あるが、統 計知 識や その統

計 デー タの扱 い方 にっい ては ユーザサ イ ドの負担 は変 わ らな いといえ る。

これ をAI的 表 現 に とれば、 デー タ格 納のた めの知識獲得 や検 索 に係わ る知識

処 理、 さ らに はユ ーザの 目的 とす る全工程 をユ ーザ イ ンタ フェー スを通 した知 的

支 援環境 か ら作 り上 げて い くこ とが望 まれてい るといえる。 デー タベー ス検索利

用 環境 を知 的 にす る とは 、 これ まで に もみた基 本 的な考え方 と して、 「専 門知識

と経験 の ある人 間が支援 す るよ うに、 コ ン ピュー タが支援す る」 ことであ り、い

わ ば相談 役 的位 置づ けで あ る。検索 利用 目的が与 え られ、 それを もとにデー タへ

の アクセ スの しかた、検 索手 法が適 切で あ るか どうか チェ ックし、そ の検索 結果

を ユー ザ に提 供す る。 そ こで はユーザ イ ンタ フ ェー スが大 きな役割 と して、画面

や音声 な どの マル チメデ ィアを利用 して スムー ズな操作情 報 を提供 す る必要 があ

る。 また、検 索手 法が適 切で な い場 合 には、よ り平 易 な表 現 で自然 言語 によ るメ

ッセー ジや再 質問 を ユーザ にす るこ とになる。 さらに その データベー スか らの情

報 をユ ーザ の最終 的 な利 用形 態 にまで加工処理 す るフ レキ シブルな機能 が求 め ら

れて い る。 このよ うな機 構 を知的 に実 現す るた めには 、デ ータベー ス利用 の 目的

の理解 、検索 手続 きの理 解、対 話機構 な どの構 築 が必 要 と される。 そ のため には

自然 言語 表現 を可 能 にす る対 話機能 は重要で 、専門用 語や専門知識 へ の表現 翻訳

を行 って くれ る もので あ る。 コ ンピュー タで の内部処 理 と しては、専門知識 に も

とつ く分 析結 果 や推論結 果 に従 って 、デ ータベー スか ら専 門知識相 当 の情報 提供

を 自動 的 に促 し、 さ らに 目的 に添 った表現で その情報 の要 約 ない し特徴 を提 供す

る もの が理想 的 な姿で あ る。 これ ら一連 の手続 きで は知識 処理 システム と して の

機能 は不 可欠 で、 これ に は今後 の知 的プ ログ ラ ミングによ る構築 が必要 とな る。
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一般 のデー タベー ス支 援 シス テムにお け るこれ らの技 術 を統計 デ ー タベー スシ

ステ ムに適 用 す る場合 、 これ は統 計情 報 とい う既定知識 を ユー ザが 持 たず と も操

作可能 でかっ 目的 とす る分析 や 資料作成 にいか に資す る機能 を もたせ るか とい う

こ とが課題 とな る。 また そ こで はユ ーザ の 目的 とす る意 図 を いか を マ シンが理解

す るか とい うことが知識 処理 レベル での究極 的 な問題 とな るが、 少 な くと も以下

の機能 を システ ム と して持つ必 要 が あ る とい え る。

・専 門知 識 を有す る こと。

・統 計処 理 や経済 分析 の能 力 を有 し、 それが 自動化 されて い る こと。

・ユー ザ とのや りと りを 自然 言語 レベ ルで行 え るこ と。

・ユー ザの 利用 目的 に添 った最終 的 出力 と情 報提供 を行 うこ と。

この よ うな イ ンタ フ ェー スを実現 して い くと きに必 要 とな る技 術 にっ いて みる

と、マ ルチ メデ ィア イ ンタフ ェー スの レベルで はコ ン ピュー タ端 末 へ の音声 入力

指 示 や外部情 報 の イ メー ジ入 力 、デ ータ ベー ス検索処 理後 の音 声 出 力 、図 グ ラフ

や時系 列 的動 態 の ア ニ メー シ ョン画像表 示 な どが考 え られ る。

また、 コ ン ピュー タの役割 は高度 な計 算処 理 や これ らメデ ィア表 現処理 ば か り

で はな く、 ネ ッ トワー ク シス テ ム上 の分 散型 知識活用 によ るデー タベ ー ス検 索 も

考 え られ る。 この よ うな状況 を実現 す るための も、従 来 までの入 出 力装 置 で代表

され るイ ンタフ ェー ス機 能 のみ では ユーザ フ レン ドリな環 境 は形 成 で きず 、人 と

コ ン ピュー タ との 係わ り方 の新 しい発想 が必 要 にな って きてい る。 また、 同時 に

コ ン ピュー タサ イ ドで の知識処 理 の高度 化 とと もに、 人 と人 の コ ミュニ ケー ショ

ン関係 に限 りな く近 い、人間 主体 の ヒューマ ンインタ フェー スの あ り方 が模 索 さ

れ は じめた。

その実現 に向 けて高度 情報 処理 に係 わ る技 術 と知 識処 理 の研究 に期待 が寄 せ ら

れ てい る。
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第2章 統計情報 に係わる知識型ユーザインターフェイス機能検討
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第2章 統計 情報 に係 わ る知 識型 ユーザ インタ フェー ス機 能検討

ここで は統 計 デ ー タベー スにおけ る統計 情報 を活用 し、 そのデ ー タの検 索 ・加

工 か らユーザ の最終 的利 用 ま でのプ ロセ スで有 用 とな る知 識型 ユ ーザ インタ フェ
ー ス機 能 にっ いて整 理 を行 う。 特 に、統 計情報 解析文 の生成 にい た る まで の各 プ

ロセ スに おい て さまざま な イ ンタフ ェー ス機能 が介在 す るが、 これを知 識処 理の

機能 を含 めて 明か にす る こと によ り、 さ らに進 ん だ次世代型 デー タ ベー ス支 援 シ

ステムが位置 づ け られ る。

2.1統 計 情 報 に お け る知 識 型 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス

統計 デー タベー ス シス テム において統 計情報 の活用 を考 え る場 合 、 その検索 の

段 階か らユー ザ の分析 目的 、利 用用途 に添 った 最終段 階の処理 にいた るまで 、 さ

ま ざまなユー ザ イ ンタ フ ェー スが重要 な役割 を担 って いる。特 に、 そ の1っ の支

援 機能 と して本 調 査 のよ うな統 計情報解 析文 の生成 にいた る各 プ ロセ スにお いて

は、 さ ま ざまな機 能 が考 え られ るが 、 これ らを知識 処理 の観 点か ら支 援 して い く

ことが必要 で あ る。 これ はユ ー ザか らみ たデー タベー ス利用 の問題 と して 、 まず、

専 門 デー タベー スのデー タ検 索 に要す る負担 が非常 に大 きな もの とな って い る。

また それ らデ ー タの検 索 結果 を加工す る段 階 におい て も操 作方法 の習 得 にっ いて

は同様 で あ る。 さ らに最 も本 質 的な レベルで はあ るが、対 象 とす る統 計 デー タに

係 わ る専 門知識 の不足 を補 う必 要 もあ る。特 に、最終 的利 用 を考 えた場 合、利用

目的 とな る分 析手 法 に関 して は単純 な数 値集計 か ら統 計解析 、経 済分 析 に いた る

まで、 さま ざまな知識活 用 が重 要 とな って いる。 また これ を最終成 果物 と して ユ
ーザが と りま とめ る際 に は、統 計 グ ラフやイ メー ジ図 などへの加工 や特 徴 を成文

化 して文書表 現 す るな どの段 階が あ る。現在 の デー タベー ス支援 シス テムで は一

般 にその 多 くが、汎 用検 索言 語 もしくは専門 コー ド入力 に よる検索 手続 きが必要

で 、な おかっ各 処理 工程 で の操作 に関 して も支 援 ツール ごとに異 な るな どの 問題

が 多 くみ られ る。 これ らのユ ーザ側で の負担を軽 減 し、高 度利用 を 図 って い くた

め には、各工 程 に おいて専 門知識 に よ る知的 レベ ルでの支 援機能 が必 要 であ る。

支 援機能 レベ ル

①.統 計 デー タ構造 の知 識提供支 援機 能

②.デ ー タベー ス検索 時 におけ る誘導 支援機 能

③.〃 編集(統 合 ・分 離)に 係 わ る操作 支援機 能

④.〃 分析 加 工に係 わ る知識支 援機能

⑤.統 計 表成 形加 工に係 わ る操作支 援機能

⑥.統 計 グ ラフ作図に係 わ る操作 支援機 能

⑦.統 計値 観測 の 自動処理 機能

⑧.統 計解 析文 生成の 自動処理機 能

⑨.ド キ ュ メン ト作成 に係 わ る操 作 支援機能

これ らの支援 機能 の多 くは現 在 のPPISデ ー タベー スシステム にお いて もなん

らか の形で情 報提 供 、誘 導支 援が行わ れて いるが 、その支 援機能 実 現 の方 法 が実
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際上 、 問題 とな って くる。例 え ば、②.デ ー タベー ス検 索時 にお け る誘導 支援機

能 において も、 これが逐 次 、指 定 の コー ド入 力 を促 す だけで は将 来的 な意味 で の

知 識型 イ ンタ フェー ス とは言 えず、 今後 は検索 時 の 自然言語 入力 な い し検索 対象

のデー タ系列 への アプ ローチ その ものを、 自然 言語 で の問診 によ り行 え るな どの

レベル に機能 に拡 張 して いか な けれ ばな らない。 また、デ ィスプ レイ上 で の ビジ

ュアル な表現 に対 す る考 え方 も、人 間工 学的 ア プロー チか ら認知心 理学 的 ア プ ロ

ーチへ 、 さらには感性 工 学 的 ア プローチへ と指 向 して い くもの とみ られ る。

以下 に、統 計 デ ー タベー スを支援 す る知識型 ユーザ インタ フェー ス構成 を示 す。

[知 識 型 ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス構 成]

(1).デ ー タベー ス利 用ガ イ ド機 能

利 用 システ ム構成情 報 ・機動情 報 の提 供機 能

利 用 目的 ・用途判別 機能

デ・一夕ベー ス構成情 報 の提 供機 能

デー タベー ス知識構 造 の提 供機能

(2).デ ー タベー ス検索誘導 支援機 能

デ ー タベ ー ス検索条 件 の提 供機能

デ ー タベ ー ス検索機 能

ア クセスデー タ探索 機能

(3).検 索結 果加工処 理機能

統計値加工処理

統計表加工処理機能

統計解析処理機能

時系列分析機能

計量経済モデリング機能

特徴抽出処理機能

定常観測自動処理機能

(4).出 力 系 処 理 機 能

出力処 理補助 ガイ ド機能

統 計 表出力処 理機能

時 系列 表作成機能

ク ロス表作成機能

知識 構造 出力表示 機能

統計 グラフ作 図機能

時 系列 グ ラフ(統 計 値 、前 年 同期此 等)

相関 図(重 回帰式表 示 、移動 平均)

特定 図:循 環 図(在 庫 前年比 一生産前 年比)

:水 準 図(在 庫 水準判 断 一在庫 率)

動 画(ア ニ メー シ ョン)表 示機能

解析 文生成 機能(解 析文 な どの文 章生成)

(5).自 然 言 語 処 理 機 能

質 問 応 答 機 能(人 の 質 問 入 出 力 へ の対 応 機 能)

(6).ネ ッ トワー ク ア クセ ス 機能
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2.2統 計情報 のた めの知識 処理

統計 デー タベー ス利用 にお け る重 要 な課題 は、第一 にユ ーザの必要 とす る情報

を専門知 識を前提 とせず に的確 に検索 し、多様 なデー タ加 工 で きる ことにあ る。

そのた めにユーザ の利用 目的 に合致 した デー タベー スが構 築 されて い ることが必

要 で、同 時 にその統計 デー タの知識 構造 が明瞭 にされてい る こと、統 計概念 の理

解 を補 うよ う知的 支援機構 が充実 して い ることが挙げ られ る。格 納 された統計 デ
ー タにっ いて検索 を行 い、 これを加 工編集 して高度 な利用 を図 るには、統 計 デー

タ自身 にっいて の概念的知 識 や統計 化 に際 しての加 工手続 きな どのデー タ格納 時

点 に遡 った知 識 が必要 とな る ことが あ る。一般 に統 計デー タにお いて は、そ の統

計 の継続性 や カテ ゴ リー分 類 、品目等 の調査項 目の接 続や調整 が必要 とされ ると

と もに、長短 期 にわた る時 系列分析 や国際比較 な ど、統計 分析利 用 にお ける多様

な課題が挙 げ られて いる。 これ らを補 う意味で デー タ構造 の知識 化 と知識 情報 処

理 の観点 か ら、統 計デー タベ ー スの構 築 が行 われな ければ な らな い。

統計 デー タベー スにおけ る数 値デー タは、本 来、調 査 した時点 で の意 味 あ る単

位 を有す るもので あるが 、格納 された時点で これが単 な る コー ドと しての数値 と

して記録 され てい る。 そのた め高度利 用 を図 ろ うとす ると必 ず、格納 された デー

タの由来 を確 認 しな けれ ばな らない ことが多 い。 また その格納 された デー タ 自身

は 「一定 の規 則 で観測 した経済 社会 的情報」 とい うことで あ り、か な らず しもそ

の絶対値 自身 に意 味が あ るわ けではな く、特定 の基準 時期 の値 に対す る指 数 と し

て表現 されて い る もの も多い 。その と きの数値 デー タの持 つ意味 は時 系列 的 な ト

レン ドを見た時 に、 は じめて意 味を発生す る ものであ り、 は じめか ら与 え られて

い る情報 意味 とは考 え難 い面 が ある。 そのた めユーザがそれ ら統 計値 を読 取 る時

点 で種 々の推論 的支援が必 要 にな るといえる。

統計 デー タベー スのよ うな情 報管理 型 のデー タベー スシステム は、その管理 対

象 とな るデー タは いわ ゆ るフ ァク トデー タ(事 実 デー タ集 合)で 構築 されて い る。

これ ら統 計 デー タをデー タモ デ ルの拡 張 に従 ってルールな い しフ レー ムな どの知

識表現化 した場 合 に、推 論機構 を設 ける ことに よりいわゆ る従来 か らの エキ スパ
ー トシステム と して問題 解決 を行 うこ とがで きる。 この推 論形式 の典型 と して演

繹推論 、帰納 、仮 説生成 が あ り、下 記 のよ うな関係 があ る。

ruleX(t)→Y(t)

↑ ↓

factX(a)Y(a)

演 繹推 論:factX(a)か らfactY(a)を 導 くもの。

帰 納:factの 集合 か らruleを 推測 する もの。

仮説生 成:factY(a)が 与 え られてfaetX(a)を 導 くもの。

これ ら帰納 な い し仮説生 成 を コ ンピュー タで実 行 させ るこ とは現 時点 で も極 めて

実現 が難 しく、通常 、推 論機 構 とい うときには この うちの演 繹機 構 を備 えた デー

タベー ス システムの ことを指 し、 「演繹 データ ベー ス システ ム」 と呼 ばれ て いる。

現在 、演繹 デー タベー ス実現 の ため の研 究は、 デー タベー スモデ ル と して数 学的

基礎 が明確 な リレー シ ョナル(関 係)モ デルが用 い られ、推 論機 構 と して は一階

述語 論理 の枠 組 みの中で演繹 推論を行 う ものが主流 となってい る。演 繹 デー タベ
ー ス システム の理 論的基 礎 に3っ あ り、 それぞれ証明論、 モデル論 、拡張 モ デル

論 と呼 ばれて い る。ルー ル もフ ァク トと もに形式論理 の公理 とみ なす か、ル ール
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の みが 公 理 で フ ァ ク ト集 合 は そ の実 現 世 界(解 釈)と み な す の か 、 も し く は両 者

の 折 衷 的 立 場 を と るか の 違 い に相 当 す る もの で あ る。 また 、 シ ス テ ム の実 現 方 式

に つ い て は イ ン タ プ リテ ィブ と コ ンパ イ ル ドの2つ の ア プ ロー チ が み られ る。 イ

ン タ プ リテ ィブ法 とは質 問文 を デ ー タベ ー スへ の問 合 せ(キ ュア リ言 語)と ル ー

ル 集 合 へ の 問 合 せ とに翻 訳 し、 逐 次 これ らを実 行 して い く もの で 、 コ ンパ イ ル ド

法 と は 、質 問 文 を ル ー ル 集 合 と推 論 機 構 と を用 いて 全 て キ ュ ア リ言 語 文 に変 換 し、

デ ー タ ベ ー スへ の 問 合 せ を行 う もの で あ る。 第5世 代 コ ン ピ ュー タ プ ロ ジ ェ ク ト

で は後 者 の方 法 が 用 い られ て い た 。 一 般 に ビ ジ ネ ス分 野 に お け る情 報 管 理 型 エ キ

スパ ー トシ ス テ ム で は デ ー タ ベ ー ス を 基 本 構 成 要素 と し、 自然 言 語 処 理 や これ ら

演 繹推 論 機 構 を付 加 した もの が 主 流 とな って い る。

また 近 年 着 目 を 浴 び て い る オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム(OODB

S:object…orienteddatabasesystems)で は、 シ ス テ ム要 素 の 内 的 表 現 を そ

の外 的 な実 体 か ら完 全 に 隔 離 す る手 法 を と る。 オブ ジ ェ ク ト指 向 言 語 に よ り次 の

機 能 原 理 を利 用 して 知 識 の 意 味 的 表 現 を 可 能 に す る もの で あ る。

①.情 報隠 蔽

②.デ ー タ抽 象 化

:シ ステ ム要素 間の従属性 のを減 ら し、 システムの信 頼性

と保守性 を向上 す る。情報 隠蔽(カ プセ ル化)は システ

ムの各部 分が単 一 目的 すなわ ち機 能だけ を カプセル 化 し

保護す るた めの システ ム設計 原理 であ る。 さ らに、 各 モ

ジュールの イ ンタフェー ス設 計 に よって モ ジュール の内

部機 能 すなわ ち構造 を隠蔽す る。

:デ ー タ抽象 化 に類似の操作 と情報 隠蔽の方法 を提 供 す る。

抽象 化 とは課題 に直接関係 な い事項 は捨 て、課題 を取 扱

い容 易 にす るための原理 であ る。

③.動 的結合 と

オ ブ ジェク ト識別:各 オブ ジェク トに対 して固有 な識別値 を与 え 、既 存 の コ

ー ドを変更 せず に新た な クラスオブ ジェ ク トの追 加 を可

能 にす る。動 的結合 とは、要 素 と関係 を特定 の機 能 に結

合す る原理 で あ る。

④.継 承

⑤.メ ッセ ー ジ処 理

:継 承 の性質 を利 用 して 、一般 的性質 は高 レベ ルの オブ ジ

ェク トで定 義 し、個別 的性質 は低 レベル の オブ ジェ ク ト

で定義 す る。継 承 とは、兄 弟同志 は、共 通 の祖先 の性 質

を受 け継 ぐとい う、従属仕様 の決定原理 であ る。 これ に

よって属性 の記 述量が最小化 す る。

:オ ブ ジェク トは メ ッセー ジを送 り合 うこ とで相互 に交信

す る。 メ ッセー ジには メッセー ジ名 とメ ッセ ー ジ内 容、

送信 と受 信 オブ ジェク トの識 別子 が含 まれ る。

オブ ジェク ト指 向 の基 本機能 と して、抽象化 、分割 、射影 があ り、 これ は複雑

な システ ム記 述 に は有効 で あ りソフ トウエアの要求 仕様 を まとめ る原理 と して最

初 にそ の有効 性 が認 め られた 。統計 デー タベー スの よ うな大 規模 システ ムをモ デ

ル化す るの に有効 な面 が あ り、 その方 法 に機能 的分割 と構造 化、 目的 的分 割(オ

ブ ジェク ト分割)と 構造 化 の方 法が あ る。 しか しなが ら本 節前段 で示 した よ うに、

デー タ自身の もつ意味 が デー タの観測 時点で の調査属性 や カテゴ リと独立 で ある
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よ うな場 合 、 これ が有 効 であ るか は定 か でない。

これ ら統計 情 報 に係 わ るデ ー タベー ス構築 において は、統 計デ ー タを単 に格納

し、その まま ア クセ ス して いた時代 か ら大 き く知識 表現 を付 加 した知 識 ベ ー ス シ

ステムへ と移 行 しうる時 期 に きた と もいえ る。
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第3章 統計情報における定性的計量特徴の検討
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第3章 統計情報における定性的計量特徴の検討

平成3年 度 調 査 で は統 計情報 か らの特 徴抽出 は定量 的な統 計解析 、数値解 析 的

手法 の み に もとつ いたが 、本 調査 で は これ ら各種統計 デー タの特徴 を マ クロな定

性 的、大域 的情 報 と して 抽出 す るため の手法 と して、 マク ロな経済統 計知識 支援

の可能 性 にっ いて検 討す る。

3.1各 種統 計 指標 と定性 的特徴 の関 係性整理

3.1.1経 済 時系列 分析 におけ る定 性的概念 の整 理

経 済時 系列 デー タで は その変動 が 自立 的な循環 に基 づい て生 起す る もの と考 え

られて い るが 、実 際 の経 済で は これ らを取 り巻 く政 治、経済 、社会環 境 や技 術革

新 な どの諸条件 に よって大 き く影響 を受 けて お り、経 済変動 の様相 自身が単 純 な

景気 変動 のみで は理解 で きな い状況 にあ る。 また、経済時系 列デ ータ は時 系列分

析 的手法 として現 象解析 的 に重 回帰 分析 などで もアプ ロー チ されて きて い る。

ここで は経済 時 系列 デ ータ のおお よそ の振 る舞 い方 を把握 す る意味 で景気 変動

の考 え方 を整理 す る。景 気循 環 の種 類 と して大 き く分類 して、周期40ヵ 月程度

で推移 す るキ チ ン ・サ イ クル(在 庫 循環)、7～10年 程度 の ジュ グ ラー ・サ ー

クル(設 備投 資循 環)、20年 程度 の クズネ ッツ ・サ イクル(建 設循 環)、50

年 程度 の コン ドチ ェフ波 の4っ の変動 が ある。 以下 、 それ ぞれの 内容 にっい てみ

て お く。

(1).キ チ ン ・サイ クル(在 庫循環)

キ ッチ ンが長期 統計 を検証 して平均40ヵ 月 程度 の周期性 が あ るこ とを指摘 し

た もの で、景 気循 環 の中 で は最 も短 い もの とされ る。実際 に観察 され る景 気変動

サ イ クルで は、概 ね この周期 で発生 して お り在 庫循環 が短 期的 な景 気循環 を形 成

してい る もの と考 え られて い る。

(2).ジ ュ グ ラー ・サー ク ル(設 備投 資循環)

ジュ グ ラー によ り指摘 され た もので、長期統 計 の検証 か ら7～10年 程度 の景

気変 動 のサ イ クルが ある こ とが判 明 した。 この サイ クルで は設備 投資 の変動 によ

って もた らされ るとみ な されて お り、短 期の景気循環 が在 庫循環 か ら形成 され る

とき、景 気 の中期 的 な循 環 は この設 備投 資循環 か ら形 成 され る。 在庫 循環 が3～

4年 のサ イ クルで あるの に対 して、設備 投資循環 は10年 程度 のサ イ クルであ る

ことか ら、設 備投 資 の1回 の循環 の中 に は3回 程度 の在庫 循環 が含 まれ る。 また、

設 備投 資循環 が上 昇局 面 にあ る場 合 には、在庫 循環 す なわ ち短期 の景 気変動 は力

強 くて長 く、下 降時 には底堅 く短い もの とな る傾向が ある。逆 に、設 備投 資循環

が下降 局面 にあ る場 合 に生 じた在庫循環 は、上 昇時 で も力強 さに欠 け 、下降 時 に

は底 が深 く長 い ものにな る。 実際 の景気 変動 で は短 期 の在庫 循環 に左 右 され 、通

常 その局面 で は設備投 資 も調 整局面 に入 るた め、中期 の設備 投資循環 におい て ど
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の時期 にあ るか判 定で きない こ とが多 い。設 備投資 の対GNP比 率 の変動 な どを

見 ることによ って この循 環上 の位 置 は議 論 され る。

(3)ク ズネ ッツ ・サ イ クル(建 設 循環)

クズネ ッツが米 国の統 計 を検 証 して成長 率 に20年 程度 のサ イ クルが存在 す る

こ とを実 証 し、 そ の後 、 リグル マ ンな どが この周期が 建設投 資 と関係 して い るこ

とを指摘 した、建 設循 環 が20年 程度 で あ る意 味は定 ま っていな いが 、建 物 の耐

用 年数程 度 とい う議論 もあ り不 明で あ る。建 設 循環 の20年 程 度 の周 期 の中 には、

設 備投 資循環 の10年 周 期が2っ 含 まれ、建 設 循環 の 上昇局面 に おけ る設 備 投資

循 環 の谷 は比 較的 浅 く短期 で あ るが 、下 降局 面 にお け る設備投 資 の谷 は深 くて長

期 化す る傾 向 にあ る といわれて い る。

(4)コ ン ドラチ ェフ波

コン ドラチ ェフが18世 紀 か ら1910年 代 まで の デー タを もとに平均50年

程 度の長 さを もっ 長期波 動 があ るこ とを指摘 した。 この波動 が生 ず る理 由 と して

技 術革新 が要 因 で あ る と挙 げ られ るこ とが多 いが定 か ではな い。 コ ン ドラチ ェフ

の指摘 した3回 目の長期 波動 の山 が1929年 の大恐 慌 の前 で あ った ことに見 ら

れ るよ うに、 この 波の下 降局面 にお ける景気後 退 は深 刻 な もの とな り、逆 に この

波 の上 昇局面 にお いて の景気 の基調 は強 い もの にな る とされて い る。
一般 に
、景 気 循 環を左 右す る要因 と してあ げ られ る のは、技 術革 新 、建 物 ・機

械等 の耐用年 数 な どで あ る。 ま た前述 した景気 循環 の検出 に際 して は物価 変 動 や

利子率 、銀行 貸 出 な どの変動 が用 い られ 、 これ らの指 数 は循環 そ の ものを促 す と

考 え られ る。 近 年 は各国 においてGNP統 計 を は じめ と して 、生 産 関連統 計 や需

要 の変 動 を把 握 す る統 計 が多 く整備 され て きて お り、 一般 に 「景 気 」 とい うと き

にはGNP成 長 率 の変 化 で議論 され るこ とが多 くな って いる。

また景気循 環 を左右 す る要因 は大 別 して、①.経 済外 的な要 因 、②.経 済 的 要因、

③.循 環形 成 の 自立 的 メカニ ズムの3っ に分 けるこ とが で きる。

[景気循環を左右す る要因]

①.経 済外 的 な要因
・技 術革 新

・人 口変 化 や移動

・政 治状 況

・建 物 、機械 の耐 用年数
・戦 争 や天候 異変

②.経 済 的要因
・物 価 ・国際収 支 ・金 融(市 中金利)

・経 済政 策(公 定歩 合)・ 経 済構造 の変化(サ ー ビス化 な ど)

③.循 環 形 成 の 自立 的 メ カ ニ ズ ム

・景 気 自立 的 メ カ ニ ズ ム

(ス トック調 整 、加 速 度 原 理)
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経済 外的 要因 と して は、技 術 革新 や人 口動向 や戦 争 ・天候 異変 、政 治変動 な ど

が あ り、 どち らか といえ ば長 期 の景気波 動 に影響 を与 える要 因 とみ られ る。 経済
的要因 と して は・物価 、 国際 収支 、金融 的条件(金 利 、マ ネーサ プ ライな ど) 、
政 策運 営 や経 済構 造 その もの の変化 が あ る。 これ らの多 くは比較 的短 期 の景 気変

動 に影 響 を与 え て いる とみ られ る。

この よ うに景 気循 環 を もた らす要 因 は多様 で、短期 的な ものか ら中期 的
、長期

的 な もの まで複 合 し、現実 の経 済 の循環 が形成 されて いる とみ られ る。

表3.1景 気 変動 と取 り巻 く要因

酷 。編 摺 呑、麟 轟 」¶ 近 年(今回景気拡大
)

曙霧鐘目 :灘 投資
・輸出 ・設備投資

宿墨縫 縮
i纏縫 :8靱 資

・設備投資

景気反転
の 要 因

'野 曝
め

・インフレ

→引 き締 め

・イ ン フ レ

→ 引 き締 め
・石 油 シ ョ ッ ク

・円高

可離 として

成長の制約条件 :驕 努支 :§褒蹴 :驕 努調

国際収支 :灘 絃㌶へ :鑑 査 :覆謝

物 価
●謹 ぴ

フレ」へ
・安 定

・デ ィス イ ン フ レ

・インフレ圧力の

台頭

外
(轟 轟)件 i露勝 i翼講 姦イ、 :魏 醒翻 拡がり

登 霞 皐霞
・欧米先進国への

キャッチアップ i鎌 翁梛 :輪 換調
(豊かな生活)

金融政策
・低金利政策

:舎梨聾 貨,イ
重視

・同 左
● ノ,

財政政策
'離 職
は小規

模)

・赤字拡大

:鱗1)

・歳出制御の緩和

技(轟轟)新 :糟繍 化 ・省 エ ネ

・メ カ トロ ニ ク ス

・情報化

・システム制御
・省力化

㌔晶講 :茜灘
・成長屈折
・サー ビス化

遭難足

'

・サ ー ビス化 の進 展

・ス トック化

・グ ロー バ ル化 の

進 展
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表3.2 日本の経済計画一覧

ー

』
◎。
ー

名 称 経 済 自立
5ヵ 年計画

新 長 期
経 済 計画

国民 所 得
倍 増 計 画

中 期
経済 計 画

経 済 社 会
発 展 計 画
一40靴への臓一

新経済社会
発 展計 画

経 済 社 会
基 本 計 画
一勧ある雛

社会のために一

昭 和50年 代
前期経済計画
一投した雌を

賄して一

新経済社会
7ヵ年計画

1980年 代経済
社会の発展と
指針

世界とともに
生 き る 日本
一軽羅言5ヵ緒 言

生 活 大 国
5ヵ 年計画
一蹴 との羅

めざして一

策 定 年 月
諮 問
答 申

昭和30年12月

30.7

30.12

昭和32年12月
32.8

32.ll

昭和35年12月

34.U

35.11

昭 和40年1月

39.1
39.11

昭 和42年3月

41.5

42.2

昭 和45年5月

44.9

44.4

昭和48年2月
47.8

48.2

昭和51年5月
50.7

51.5

昭 和54年8月

53.9

54.8

昭 和58年8月

57.7

58.8

昭 和63年5月

62.11

63.5

平 成4年6月
4.1

4.6

策 定 時 内 閣 鳩 山 岸 池 田 佐 藤 佐 藤 佐 藤 田 中 三 木 大 平 中曽根 竹 下 宮 澤

計 画 期 間
(年度)

酩31～ 踊35年

(5ヵ 年)

踊33～ 師37年

(5ヵ 年)

踊36～ 輪5年(
10ヵ年)

踊39～ 醜43年

(5カ 年)

踊42～1胸46年(
5カ 年)

踊45～1師50年

(6ヵ 年)

昭和48～ 聯52年

(5カ 年)

踊51～ 瞬55年

(5カ 年)

醜51～ 胸55年(
5ヵ 年)

騨54～1醜60年(
7ヵ 年)

蹄58～ 報4年
(5ヵ 年)

平虞4～平成8年

(5ヵ 年)

計 画 の 目 的 経済の自立完全雇用 極大成長
生活水準向上
完全雇用

極大成長生活水準向上

完全雇用

ひずみ是正 均衡がとれ拡
充した経済社会
への発展

,

均衡がとれた
経済発展を通
じる住みよい
日本の建設

国民福祉の充
実と国際協調
の推進の同時
達成

我が国経済の
安定的発展と
充実した国民
生活の実現

安定した成長軌道
への移行
国民生活の質
的充実、国際
発展への貢献

平和で安定的
な国際関係の
形成、活力あ
る経済社会の
形成、安心で
豊な国民生活
の形成

大幅な対外不
均衡の是正と
世界への貢献
、豊さを実感
できる国民生
活の実現、地域経済社会

の
均衡ある発展

生活大国への
変革、地球社
会との共存、
発展基盤の整
備

実質経済成長率
(計画)
(改革期間に
おける実績)

4.9%
8.8%

6.5%
9.7%

7.8%
10.0%

8.1%
10.1%

8.2%
9.8%

10.6%
5.1%

9.4%
3.5%

6%強
4.5%

57%前 後
3.9%

4%程 度

4.5%

3.75%程 度

4.9%

(63～3年 度)

3.5%程 度
一

名目経済成長率
(計画)
(計画最終
年度の実績)

一

14.4%

一

15.0%

一

16.3%
10.6%
15.9%

11.3%
15.9%

14.7%
15.3%

14.3%
14.5%

13%強

10.0%

、

10.3%前 後

6.5%

6～7%程 度

6.0%

4.75%程 度

6.6%

(63～3年 度)

5%程 度
一

完全失業率
(計画)
(計画最終
年度の実績)

計画勝 報

LO%
1.5%

－

L3%

一

1.2%

一

1.1%

一

1.3%

一

1.9% 2コ%

計薗聴 隈

1.3%台

2.1%

廿薗勝 報

1.7‖懲 肝

2.6%

龍眼年度
2%磁
2.1%

1情礫 鞭

2.5%程 度
2.4%

(60～3年 度)

商且終報
2%題
一

消費者物価上昇率

(計画)
(計画期間年平均
実績)

一

1.8%

一

3.4%

一

5.7%

緬 期 年鞘

2.5%程 度

5.0%

計醐蘇までに
3%磁
5.7%

年鞠4.4%

計醐 蘇 までに

3%台

ll.1%

計醐 酔平均

4%合

12.9%

年平均6%合

計百眼報までに
6%肝
6.4%

計醐 同年平均

5%程 度

3.6%

計醜 目軒 均

3%程 度

1.6%

.

繍 醇鞠
1.5%程 度
2.1%
(3年 度)

計醐目年鞠
2%程 度
一

計画最終年度にお
ける経常収支尻
(計画)
(実績)

0億 ドル

▲0.1億 ドル

1.5億 ドル
▲0.2億 ドル

1.8億 ドル

23.5億 ドル

0億 ドル

14.7億 ドル

14.5億 ドル

63.2億 ドル

35億 ドル

1.3億 ドル

59億 ドル

140.0億 ドル

40億 ドル
▲70.1億 ドル

国際的に調和のと㈱

550.2億 ドル

国損杖抑のと欄 外
矯窃鍼

337.2億 ドル

観肢蠕 の船冊
比を計醐日中に国闘に
闘のと～燃 まで縮
小
900.8億 ドル

(3年 度)

目標脈諦のと欄 外
脳

一
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現実 の経済 が景 気循 環 にお いて どの段 階 にあ るのか を判 別す る方法 と して、景

気 動向 指数 の活用 があ る。表3.3に 示 したDI(景 気動 向指数:デ ィフー ジョ

ン ・イ ンデ ック ス)は 採用 された指標 系列 の変 化方 向 を合 成す る こと によ り景気

の局面 を把握 す る もので あ る。

実際 には各 指標 を3ヵ 月前 と比較 して、増加 した指標 の割 合 を計算 し、 これが

50%を 上 回れ ば景気 拡張期 、50%を 下回 れ ば景気 後退期 と判 断 され る。 しか

しなが ら月 々の指 数 の動 きは かな り振 れが大 き く、一 時的 な変動 と景 気拡 張(後

退)を 区別す るた め、

①.景 気 拡張(後 退)期 間が ある程度 持続 す ること

②.景 気拡 張(後 退)が 大 半 の部 門 に波及 して い ること

(つ ま り、DIが100%(0%)に 近 づ くこと)

を確 認 す る必 要 が ある。 また 、DIは 基 本的 に は景気 の方 向をみ る指標 であ るが、

実 際 に景 気 の拡張(後 退)を 判断す るた め には、

③.経 済活 動 の水準 の上昇(落 ち込 み)が あ る程度大 きい こと

が必要 とされ る。 このた め、採用系列 の変化率 を合成 したC、1(コ ンポ ジ ッ ト・

イ ンデ ックス)が 作成 されて お り、経 済 の水準 変化 の度 合 いをチ ェ ッ クす る こと

が で き る。 また過 去 の景 気 の転換点 は経済 企画 庁か ら 「景 気基 準 日付 」 と して公

表 され てい るが、 これ は上記 のDIの 一致 指数 の動 きとと もに、他 の主要経 済指

標 の動 きや専 門 の意見等 を統 合的 に評 価 して設定 され るものであ る。

また一方 で経 済 活動 の水準 を グローバ ルに捉 え る指標 と してはGDPの 循 環変

動 を抽 出す る方 法 が ある。実 質GDPを 使 って景 気循環 を み るた めに 、時系 列分

析 に も とつ いて実 質GDPの トレン ドを測 り、 トレン ド除 去後 の循環 部分 の変動

を み る もので あ る。 また さ らに各需要項 目間で の回帰分析 か らは、高 度成長 期

(1957年 ～73年)に お いて は、特 に設 備投 資→GDP、 設 備投 資→個 人消

費 とい う因果性 が 強 く高 度成 長期 におい て設 備投 資(特 に建設投 資)が 景気 循環

を主導 した こ とが 示 されて い る。一方 、安定成 長 期(1974年 ～)以 降 は、高

度 成長 期 で は有 意 で なか ったGDP→ 設 備投 資 の因果性が 強 く、設備 投資 の動向

が む しろ経 済全 体 の変動 か ら影響を受 けた と解釈 され てい る。安 定成 長期以 降 に

な って か らは、経 済変動 を主 導す る項 目に輸 出 が挙 げ られ て いる。財 貨 ・サ ー ビ

スの輸 出(以 下 、 輸出 とい う)とGDPに つい てみた場合 、輸 出→GDPの 因果

性 がか って は有 意 で なか った ものが 、安 定成 長期 以降 には有意 とな って いる。 こ

の よ うに国内経 済 計算 に おけ るGDP、 設 備投 資、輸 出の3変 数 の み の関係 にお

い て も、長 期 時系 列 デー タをみた場合 、高度成 長 期か ら安 定成長期 に移行す る中

で 、GDPに 対 して設備 投資 の 「影響 力」 が低下 す る一方 、輸 出の 「影響力 」が

高 くな って い る ことが実 証 されて い る。

ここで例 と した 時系列 分析 の場合 、少 な くと も20年 程度 の長 期 デー タか ら部

分期 間 の変 動 を要 因分析 す る ことが な されてい る。 しか しなが ら本調 査で実 施 し

て い るPPISデ ー タベー スで は一般 に採択期 間が短 くこの種 の長期 分析 を進 め

るには不都 合 で 、短期 的変動 にっ いての みを対象 とす るか 、 もし くは ここで と り

あ げた よ うな実証 結果 を言葉 による定性的 表現 と して知識 ベー ス化 して お くかの

どち らかの選 択 に なる といえ る。
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表3.3 景気動 向指数(DI)算 定用個別統計系列

系 列 名 内 容 季節調整方法 作 成 機 関 資 料 出 所

先

行

系

列

L1.生 産 者製 品 在 庫 率指 数(最 終 需要 財)(逆)

L2.原 材 料在 庫 率 指 数(製 造 業)(逆)

L3.新 規 求 人数(除 学卒)

L4.実 質 機械 受 注(船 舶 ・電 力 を 除 く民 需)

L5.建 築 着工 床 面 積(鉱 工 業 、 商 業 、 サ ー ビス業)

L6.新 設 住 宅着 工 床 面 積

L7.建 設 工 事手 持 月 数

L8.耐 久 消 費 財 出荷 指 数

L9.日 経 商 品指 数(総 合)

L10.マ ネー サ プ ラ イ(M2十CD)

L11.収 益環 境 指 数(製 造 業)

L12.投 資環 境 指 数(製 造 業)

L13.中 小企 業 業 況判 断 来 期 見 通 し(全 産 業)

機械受注(船舶 ・電力を除く民需)(季 調値)/国 内品

建設工事量未消化残高(季 調値)/施 行高(季調値)

42種 平均、月末

月中平均残高

稼働率指数(製 造業)(季 調値)×算出価格指数/投 入価格指数

総資本営業利益率(製造業)(季 調値)一 利付け奄々横利回り

MITI法

〃

セ ンサ ス局 法

二

七 ンサ ス局 法

:

前年同月比

:
セ ンサ ス局 法

一

セ ンサ ス局法

一

セ ンサ ス局 法

通商産業省
"

労 働 省
経済企画庁
日本銀行

建 設 省

:

通商産業省

日本経済新聞社

日本銀行

通商産業省

日本銀行

大 蔵 省

東京証券取引所

中小企業金融公庫

「通産統計」
〃

「職業安定業務統計」

「機械受注実績統計報告」

「物価指数月報」

「建設統計月報」

:

「通産統計」

「日本経済新聞」

「経済統計月報」

「通産統計」

「物価指数月報」

「法人企業統計季報」

「東証統計月報」

「中小企業動向調査報告」

一

致

系

列

C1.生 産指 数(鉱 工 業)

C2.原 材料 消 費 指 数(製 造 業)

C3.電 力 使用 量

C4.稼 働 率 指数(製 造業)

C5.労 働 投入 量 指 数(製 造 業)

C6.投 資財 出荷 指 数(除 輸送 機 械)

C7.百 貨 店 販売 額

C8.商 業 販 売額 指 数(卸 売業)

C9.経 常 利 益(全 産 業)

C10.中 小 企 業 売上 高(製 造 業)

C11.有 効 求 人 倍率(除 学 卒)

9電 力計

総実労働時間指数(季 調値)×就業者指数(季調値)(製 造業)

中小企業出荷指数(製造業)(季 調値)× 中小企業卸売物価指数(工 業製品)

MITI法

〃

セ ンサ ス同 法

MITI法

セ ンサ ス局 法

"

MITI法

前年同月比
〃

セ ンサ ス局 法

MITI法

セ ンサ ス局 法

通商産業省
〃

中央電力協議会
通商産業省

労 働 省
総務庁統計局
通商産業省

二

大 蔵 省
中小企業庁

労 働 省

「通産統計」
〃

「電力需給状況について」

「通産統計」

「毎月勤労統計」

「労働力調査報告」

「通産統計」

「商業動態統計月報」

〃

「法人企業統計季報」

「中小企業調査月報」

「職業安定業務月報」

遅

行

系

列

しg1.生 産者 製 品在 庫 指 数(最 終 需 要 財)

Lg2.原 材料 在 庫 指 数(製 造 業)

Lg3.常 用雇 用 指 数(製 造 業)

Lg4.実 質法 人 企業 設備 投 資(全 産 業)

Lg5.家 計消 費 支 出(全 国 勤 労 者 世帯)

Lg6.法 人税 収 入

Lg7.完 全失 業 率(逆>

Lg8.全 国銀 行 貸 出約 定 平 均 金 利

法人企業設備投資(全産業)(季 調値)/民 間企業設備投資デフレ一夕

MITI法

〃

セ ンサ ス局 法

:

前年同月比

センサス同法

:

通商産業省
"

労 働 省
大 蔵 省

経済企画庁
総務庁統計局

大 蔵 省
総務庁統計局
日本銀行

「通産統計」

"

「毎月勤労統計」

「法人企業統計季報」

「国民経済計算」

「家計調査報告」

「財政金融統計月報」

「労働力調査報告」

「経済統計月報」

(注)(逆)と は、逆 サ イ ク ル系 列 の ことで あ る。



3.1.2経 済 循 環 モ デ ル に お け る定 性 的動 態 の 整 理

国民 経済全 体 の体 系 は マク ロ経済 モデ ル と して数 本か ら数百本 にお よぶ連 立微

分方程 式 ない し連立方 程 式体 系で記述 され る。 モデル の利 用 目的 によ っては規模

だ けで な く全 体 構造 も違 って お り、一 般 にマ ク ロ経 済 モデ ルは50～100本 の

式で分 析 され る こ とが多 い。 この連立 方程式型 の もと とな ってい る各 関係式 は、
一般 に経済理 論 に もとつ く定 義 か ら構 成 す るか 、ない しは経済観 測量 か ら重 回帰

分析 を用 いて 関 係式 を構成 す ることにな る。 これ らは定量 的解析 の可 能 な関 係式

の組 と して表 され 、全 体 で1つ の閉(ク ロー ズ ド)シ ステ ムを定 め るこ ととなる。

経 済時 系列分 析 とは この うちの部分的 相関 な らびに回帰関 係 を求 め る ことを意味

す る もので あ る。 これ らの計 量 モデ ルで示 され た個 々 の関 数型 にっ いて みた場合、

それ らの変数 間(外 生 変数 、 内生変数)に おけ る全 体的 な振舞が 、 いわ ば定 量的

記述 に よる経 済全 体 の定性 的予 測を与 え る もの とな る。 そのた め本 調 査で検 討す

る統計 情報解 析 文生成 システ ム にお いて は、 これ ら経 済 モデ ルに もとつ いた知識

構 築 の可能性 を検討 して お くことに意 義 があ る もの と考 え られ る。 ここで は以下、

経 済時 系列分 析 を整合 性 のあ る もの と して捉 え たマ クロ経 済 モデル の考 え方 にっ

いて整理 す る。

マ ク ロ経済 モデ ルの構成方 法 にっ いて 、 ここで は全 体構造 の概略 と組 立手順 に

つ いて 説明す る。参考 と した経 済モ デル はエ コノ メイ ト・マ ク ロ経 済 モ デル版

(東 洋経 済新 聞社)で 、 この モデ ルは85年 版 、90年 版 と公表 され 、標準 的な

簡易 マ ク ロ経 済 モ デル とな って いる。

(1).モ デ ル の 全 体 構 造

こ の マ ク ロ経 済 モ デ ル の全 体 構 成 は 大 別 して 次 の4っ の ブ ロ ッ クか ら構 成 され

る。

1①.実 質支 出 ブ ロ ッ ク

1②.名 目支 出 ブ ロ ッ ク

1③.賃 金 ・物 価 ブ ロ ッ ク 1

1④.労 働需 給 ・そ の 他 ブ ロ ッ ク

この基本 ブ ロ ック以 外 に金 融 面や 国際収支面 を詳細 に扱 う場合 には、金融 ブ ロ

ック、国際収 支 ブ ロックな どを別途 、追加す る もの となる。

マ ク ロ経済 モデ ル とは定義式 か らGNPと そ れを構 成す る消費 や投 資 、輸 出入

な どの動 きを 中心 に、国 民経 済 の資金 循環 を グ ローバ ルに とらえ るモ デルで ある。

そのた め この よ うなモ デ ル構築 で は まず定義式(恒 等 式)か ら考 えを進 め る。 そ

の第1にGNPの 定 義 が基本 となる もの で、名 目値 と実質 値 の次 の関 係 が成 立 し、

両者 は デ フ レ一 夕で結 ばれて い る。

実質GNP=名 目GNP/デ フレー タ
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さ らに、国民 所 得の三 面等 価性 か ら名 目GNPは 各 経済 主 体 に分 配 され、

生産=支 出=所 得

の関係 が成 立 して い る。 さ らに この所得 は政府 を通 じて再 分配 され る もので あ

る。 この うち家計 所得 は分配 所 得 の他 に政 府か らの社会 保障 給付 な どの移転 所得

を加 えた もの と定 義 され 、 さ らに これか ら税 な どの強 制的 な支 出を除 いた もの が

家 計 の可処分 所得 とな る。 この可処 分所 得が民 間消 費 支出 や住宅 投資 を決定 す る

重 要 な変数 とな る。

これ らの流 れを先 の ブ ロ ック分割 との対応 で整理 す ると、相互 に依 存 した関係

にあ る。例 え ば家 計の実 質可 処分所 得 は 、民 間最終消 費支 出 の重 要 な決定要 因 と

な り、 また法 人所 得 は設 備投 資 の重 要 な要 因 となる もので あ る。個 別 の変数 を ど

の よ うな関数 で表 現す るか は と もか く、基 本的 な定義 式 か ら出発 しそ の関係 を整

理 す る ことに よ り、経済 の大 きな流 れ と、 マク ロ経済 モデ ルの必要 な構成 項 目

(変 数)に っ いて整理 で きる。 また さ らに内生変数 とす るか 外生変 数 とす るか を

考 慮す る必要 が あ り、モ デル の 目的 によ って異 な るが 、一 般 にはマ ク ロ経済 モ デ

ルでは政府関 連 の変数 は政 策 的 に決 め られ る もの と し、外 生 変数扱 い と され る。

マ クロ経済 の構 成項 目は上記 の ブ ロ ックだ けで はとて も不 十分 で、現 実 の経 済 に

おいて は労 働需 給 や金利 な どの金 融要因 な どの組み込 みが必 要 とな る。例 え ば、

雇 用者数 は分配 所 得 の うち雇 用者 所得 を決 め る変数 とな り、 また失業 率 も重 要 な

指 標 の一 つ とな って い る。

以 下 、 各 ブ ロ ッ ク ご と にそ の 構 成 にっ い て み る。

(1).実 質 支 出 ブ ロ ッ ク

実質GNPと そ の構成 項 目を決 定す るブ ロ ックで 、 マク ロ経済 モ デ ルの中核 と

な る もので あ る。 実質GNPで は政府 支 出項 目は財政政策 変数 と して外生 扱 い、

そ の他 の支 出項 目を決 定 す る。

① 民 間消費 支 出関 数

消 費関数 の基本型 はケ イ ンズの絶 対所得 仮説 に基づ き実質 可処 分所得 の関

数 と して 表 わ され る。1期 前 の消 費支 出(CP-1)は 消費 の習慣 効 果を考 慮

した もので 、 これは消 費 の下方硬 直性 を示 しラチ ェッ ト効果 と呼 ばれ る。

この他 、金 融要因 と して金 利 、資産 効果 と して実 質金 融 資産 残高 な どを考慮

す る場 合 もあ る。

②.民 間設 備投 資関 数

民間設備投資は有効需要決定の中核をなし、経済の動的な変動過程、循環

を説 明す る重 要 な関数 で あ る。投 資関 数の代表 的原理 には以下 の ものが あ る'。
・利 潤原 理:将 来 の予想利潤 か ら投 資量 を決定 。

・ス トック調整 原理:望 ま しい資本 ス トックへの調 整 。

・加 速度原 理:需 要 の増加 量が投 資量 を決定。

エ コノメ イ トで の投 資関 数 は利潤 原理(現 在 およ び過去 の税 引 き後法 人所 得

を将 来 の期 待利潤 の代理 変 数 とす る)に 基 づいて定式 化 され、金 融要因 と し
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て実 質金 利 、 資本 係数 の変化が 付加 され る。

③.民 間 住 宅関数

ス トック調 整型 の関数 。

④.民 間 在庫 投 資関数

ス トック調 整型 の関数 で 、短 期 モデル(四 半 期 モデル)で は在 庫投資 は景

気循 環 に影響 を与 え、長 期時系 列 モデル(年 次 モデル)で は在庫 投資 の役割

は顕 著 で ない 。

⑤.輸 出入 関数

所得 効果 、価 格効 果で説 明す る需 要関数 で定 式化 され る。輸 出関数 の所 得

項 は海 外 の所 得を表 わす世 界貿 易 、価格項 は海外 の工業 製品価格 と日本 の輸

出価格 との相対 価格 とな る。輸 入 の所得項 はGNP、 価 格項 は輸 入品 と国内

の相対 価格 とな る。 また 、輸 出入関 数で は為替 レー トは価格効果 と して大 き

な影響 を与 え る。

(2).名 目 支 出 ・分 配 ブ ロ ック

基本 的な定 義式 は国民 所得 の決定 、国民所得 の分配 、家 計所得 、家 計可処 分所

得 で構成 され る。 このブ ロックは国民 所得 の分 配、各 種の租税 および名 目国民総

支 出を求 める もの で、実 質支 出 ブロ ックにおけ る実質 支出 と価格 ブ ロ ックで求 め

られ たデ フ レ一 夕 か ら名 目国 民総支 出が決定 され る。 これか ら間接税 や資本 減耗

を差 し引 き国民所 得 が求 め られ る。 さ らに国民 所得 が雇用者 、財産 、個 人企業 、

法人企業 な どの所 得 に分配 され る。 また 、税 や外生 的 に与 え る社会 保障給 付 ・負

担 な どを差 し引 い て家 計 の可 処分所 得 を求 め、民 間消費な どの決定 要因 とな る。

①.名 目GNP

名 目の各 支 出項 目は

実質支 出 ×デ フレ一 夕

で定義 され る。名 目在 庫投 資(在 庫 品評価調整 後)も この定 義 に基 づ くが、

デー タ間 に若 干の不突 合 があ り統計 的調整 が必 要 とな る。

②.法 人所 得関 数

法 人所得 シェアは投資 率 に依 存 す るとい うカル ドアの分配論 に基づ き定 化

され る。 法人 所得 は経済 の動学 的 な変動 を与 える重要 な変数で あ る。

投 資→(投 資率)→ 法 人所得 →(利 潤原 理)→ 投 資

③ 雇用 者所 得

雇用者 数 ×1人 当 り平 均賃金 と して定義 。

④.個 人 企業 所得

国民 所得 の定義 式 を満 たすた め に個人企業所得 を残 差 として扱 う。

⑤.租 税 関 数 ・

個 人税 、法 人税 、間接税 な どの税 金は各対応 す る所得 の関 数 と して定式化。
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(3).賃 金 ・物 価 ブ ロ ッ ク

この ブ ロ ックは他 の ブ ロ ックで求 め られた各 種の需給 要因 や コ ス ト要因 、原油

価 格 、世界工 業 製品物 価 、為 替 レー トな どの外 生要 因 か ら、賃金 、卸 売物 価 、消

費 者物 価 、GNPの 各 項 目デ フ レ一 夕を決定す るもの。 こ こで求 め られ る各種 の

価格 は、相 対価 格効 果 を通 じて実質 支 出、名 目所得 とその分 配 に影響 を与 え る。

特 に、賃金 と卸 売物価 は他 の価格決 定 に大 きな影響力 を もっ。物 価決 定 の原理 と

して比 較静 学 的接近法 、動学 的接近 法 、費用(コ ス ト)決 定 法 な どが あ り、実 際

にはそ の混 合 型で定式 化 され る。

①.賃 金 関数

物 価 と労働生 産性 な どの賃金決定 の交渉 要因 や 、失 業率 と賃金 率 との労 働

需給 要因(フ ィ リップ ス曲線)が あ る。

②.卸 売 物価

費 用決 定型 の関 数 で輸入 物価 、能率賃 金(賃 金/労 働生産 性)、 間接 税率

で説 明。需給 要因 と して稼 働率 が あ る。

③.個 人 デ フ レ一 夕

需要 要因 と して賃 金、 供給要 因 と して労 働生 産性 、 コス ト要 因 と して卸売

物 価 が あ る。

④.投 資 財 デ フ レ一 夕

民 間設 備投 資、民 間住 宅 投資 、公的固定 資本形 成 の各 デフ レ一 夕は基本 的

には費用 決定 型で卸 売物 価 、賃金 で説明。

⑤.輸 出 デ フ レ一 夕

コ ス ト要因 として卸売 物 価 と海外 との競合 を考慮 した世 界 の工 業製 品 物価

で 説 明。

⑥.輸 入 デ フ レ一 夕

海 外 の原材料 、製 品価 格 との統計 式。

(4).労 働 力 需 給 ・そ の他 ブ ロ ッ ク

このブ ロ ックで は労 働 需要 、失業 、鉱工業生 産指 数 、金 利 、マ ネー ・サ プ ライ

な どを扱 う。

まず 労働 需給 で は、労 働供 給 として外 生的 に与 え られ る労 働人 口 とGNP等 の

活動指 標 に基 づ く労 働需 要 の誘導型 と して失業 関数 を定 義 し、労 働力 人 口か ら失

業者 を差 し引 い た残差 と して就業者 を決 定。就 業者 は さ らに雇用 者 と個人業 種 と

に分割 。

鉱工業 生産 は有 効需 要 の変動 に対応 させ、実 質支 出 ブ ロ ックの主要 変数 との統

計 式か ら算 出。市 中 金利 は外生 変数 であ る公定 歩合 との統 計式 よ り決 定 し、民 間

最 終消 費 や法 人 所得 の変 動 を通 じて 民間 設備投 資に影響 を与 え る。
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①.雇 用 者関 数 、失業 関数

労働 の基 本 的定 義式 は次 の とお りであ る。

労 働 力人 口=就 業者+失 業者

就 業者=雇 用 者+個 人業 種

a.失 業者:失 業関 数 は労 働需要 関数 と供給 関数 の誘導 型 と

して定 式化。

労 働供給関 数 一労 働需要関 数=失 業

b.就 業者:労 働力 人 口と失業者 数の残 差。

c.雇 用者関 数:需 要関数 と して定式 化。

ここで は終 身雇用制 などに よる雇用 の硬 直

性 の考慮 が必要。

d.個 人業主:就 業 者 と雇用 者 の残差 。

②.鉱 工 業生 産指 数

最終需 要 の各項 目を鉱 工業生 産 に変換 す る統計 式 よ り算出。 これは産 業連

関 表 の生 産 誘発係 数(最 終需要 が1単 位増加 した ときに生産 の増 加 を表 わす

係 数)と 意 味 的に は同 じ。

③.市 中金利 関数

公定歩 合(供 給 コス ト、金融 政策 変数)と イ ンフ レ率 との関数 。

④.マ ネー ・サプ ラ イ関数

GNPと 利子率 に よる貨幣需 要関 数 と して定式 化。

これ ら一連 の手続 きに よりマ クロ経済 モデ ルでは ブロ ック別の関 数定義式 を立

て 、連 立 系 と して 解い た もの が経済 全体 の均 衡(バ ラ ンス)を 記 述 す るもの と考

え る。 また、 これ ら個 々の関数式 その ものは単独 で も成立 す る もので あるた め、

統 計 デ ー タによ って得 られ る本調査 の統 計情報解 析文 生成 システ ムにおいて も、

そ れ らの関 係 が意 味 を持 ち うるもの とい える。 しか しなが ら統計概 念 として上位
一下位 概念 な どの概念関 係 自体 は、統計 系列知識 ベー スにお いて も構成 され てい

るため 、 これ ら関 数定義 関係 、統計 決定 関係 までを導入す るか ど うか とい う問題

とな る。統 計情 報 解析文 生成 システムの よ うな解析文生成 の機能 を支援す るため

と考 え た場 合 に は、定義 関係 の知識 の整 備 は必要 であ ると考 え られ るが、統計決

定関 係 につ いて は検討 を要す る もの とい える。
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3.2計 量 的手 法 とそ の定 性 的指 標 の整理

一般 に経済統 計 デー タ の特 徴 抽 出で は、特 に マク ロ経済 の景気 変 動 や循 環 にお

いてみ られ る よ うに、複 合 的 な現実 世界 の メカ ニズム を考 えた場 合か な らず しも

決 定的理 論 はみ られ ない。 これ はAI的 手 法 が今後 さ らに進 歩 して も予 測 システ

ム と しての実現 性 は困難 で 、 また過 去 の傾 向 を解釈す る場 合 にお いて もそ の解釈

を決定す る ことは難 しい もの といえ る。 しか しなが ら、人 が経済 予 測 な い し観測

す る程 度 には、定 量的 な統計 解 析的 手法 や経験 的な因 果律 か らの推察 は可 能 であ

る ともいえ る。 これ はま たマ ク ロな人 の情 報処 理、情 報把握 の し方 と関係 す る も

のであ り、 その プ ロセ スは現 在 の技 術 にお いて知識獲 得機能 や学 習 機能 を高度 化

して い くこ とによ り、 よ り意 味 ある情報 を抽 出す るこ とが可能 で あ る とい え る。

ここで は経済統 計 に係 わ る計 量 的指 標 とその定 性的特 徴 の関 係 に っい て み る こと

にす る。

3.2.1時 系 列分析 によ る定性 的特 徴抽 出

経済時 系列 デー タか らの特 徴 は経 済学 的知識 と時系 列分析 な どの統 計 学 的手 法

に よって導 き出 され るが 、 こ こで は本調 査 にお ける時 系列変動 を み る際 の指標 の

定 性的側 面 にっ いて み る。

(1).名 目値 と実 質 値

実質GNPは 昭 和60暦 年 が基準 に取 られ 、 その名 目値 との関 係 を示 す 値 と し

て デフ レ一 夕(deflator)が あ る。実 質値 で は名 目賃金 指数 を消費 者 物 価指 数 で割

って実 質賃金 指数 を求 め るよ うに、名 目値 をデ フ レ一 夕で割 って求 め るのが一 般

で あるが 、GNPの 場 合 に は民 間最 終消 費支 出 、民 間設備投 資 な どの 各項 目 ごと

に名 目値 をデ フ レー トして実 質値 を求 め 、各項 目の実 質値 、名 目値 を各 々算 出 し、

それ らを集 計 して実質GNPと 名 目GNPを 算 出 しい る。 そ のた めGNP全 体の

デ フ レ一 夕は後 か ら算 出 され た もの とな ってお り(陰 デ フ レ一 夕:implicitdef

lator)、 計 量 的分 析 を進 め る場 合 にはデー タの読 み方 に注意 を要す る もので あ

る。

(2).前 年 同期(月)比 、 前期(月)比

季節 的影響 を除 去す るた め各 指数 を季節 調整 した後 に これ らの 比較 が可能 であ

るが、下 記 の点 に留意す る必 要 が あ る。

①.季 節 的変動 が それ ほ ど大 き くな い統計 の場 合

この場 合 には直 接的 に前 期同期(月)比 、前期(月)比 を とる こ

とが可能 。例 えば 、卸売 物価指 数な ど。
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②.季 節 的 変動 が明瞭 な統計 の場 合

1).原 数値 を使 う場合 には、前年 同期(月)比[前 年比])を と るこ

とで季節 的影 響 をあ る程度緩和 で きるが、前年同期(月)に 特異

な変動 が あ った場合 に は、比較 の意味 自体 を再考す る必要 が ある。

2).前 期(月)に 対 す る変動 を知 りたい ときに は、か な らず季節 調整

値 を用 い る。

③.月 々の変動 が不規 則 かつ変動 が大 きい場 合

前 期(月)比 や前年 同期(月)比 を とると大 きな変動 を生 じさせ

るため、移動 平均 を と ってマ ク ロな傾 向を掴 む必 要が あ る。例 え

ば 、機械 受注 統計 で大型受注 の あ った場 合 な ど。

(3).原 数 値 と季節調 整値

季 節 調 整 値(seasonallyadjusted:s.a.)は も と も との系 列 値(原 数 値)か

ら季 節 的 な変 動 を 取 り除 い た 数 値 で あ る。 季 節 変 動 調 整 法 に は い くっ か の種 類 が

あ るが 、 変 動 除 去 の考 え方 は次 の と お りで あ る 。

[季節変動調整法]

①.趨 勢 変 動(T:Trend)

②.循 環 変 動(C:Cyclica1)

③.季 節 変 動(S:Seasonal)

④.不 規 則 変 動(1:lrregular)

通常3～4年 と され る景気循 環 の波を超

えて観察 され る長期 的変動

景気循環 に対応す る変 動

季節的 な変動

さまざまな個別 的要因 によ って各 月、各

四半期 に観察 され る撹乱 的 な変動

まず 、原統 計 デー タの12ヵ 月移動 平均 を とることによ り上記Sと1の 変 動 を

除去 し、TとCの 変動 を抽出 す る。次 に原 デー タの変動 とT、C(趨 勢 ・循 環変

動)を 比 べ、そ の乖離部 分す なわ ち、SI(季 節 ・不規則変動)を と り出す る。

次 にこのSIの 数 ヵ月移動 平 均 をと って 、不規 則要因 を除 けば季節 的変動(S)

のみが導 出 され る。 さ らに、 そ の季節 変動を指 数化 した ものは季節 調整指数 で、

原数 値 を除す る ことによ り季節 調整値 が得 られ る。

現 在 、我が 国で 一般的 にな ってい る季 節変動 調整法 と しては、 セ ンサ ス局 法、

MITI法 、EPA法 な どが あ る。

1).セ ン サ ス 局 法 ア メ リカ商務省 センサ ス局 が1950年 代 に開発、

以後 改良 を加 えて きた もので、季 節変動 調整 法の代

表 的 な もの とされ る。我 が国 では 、経済 企画 庁が発

表す る国民 所得 統計 、 日本銀行 が発表す る金 融関係

指標 な どに使用 されて い る。
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2).MITI法 通 産 省(MinistryofTradeandIndustry)が 開 発

した もの で 、鉱 工 業 生 産 ・出 荷 ・在 庫 関 連 の 指 数 を

主 な 対 象 と して い る。

3).EPA法 経 済 企 画庁(EconomicPlanningAgency)が セ ンサ

ス局 法 を基 に して 開 発 した もの で 、毎 月 勤 労 統 計 調

査 な ど に使 用 さ れ て い る。

季節 調整指 数 は過去 の実績 に もとつ いて作 られ るた め、 おのず と季 節調 整 パ タ
ー ンは過 去 の季節 パ ター ンを反 映 した ものに な る

。 経済構 造 や慣 行 の変化 に伴 い

季 節変動 パター ンが変 化 しつ っ あるが季節調 整 に こ う した変化 を十分 に反 映 す る

ことが で きな い傾 向があ る。 また、政 策 の影 響 を強 く受 け る公共 投 資 や住 宅投 資

の場合 な どで は季 節調 整値 の意 味が有 効 でない面 があ り、季節調 整値 を利用 す る

場 合 には留意 す る必要 が あ る。

3.2.2経 済 循環 モ デル に よる定性 的特徴 抽 出

ここで はPPISに お け る国 内マ クロ経済 デー タベー ス(SDB)を 活 用 す る

ため に、計量 経済 的手法 によ る経 済循環 的因 果性 につ いて の定性 的特徴抽 出 の可

能性 を み る。 こ こで下記 にみ られ るマ ク ロ経済 の計量 経済 モデル で は因果関 係 を

おのお の定 量 的 な連立方 程式 系 と して成 立 させ る もので、 その解 か ら一般 に経済

予 測 され る もの で ある。

[1].個 人 消 費 支 出 関 連 フ ロー 例

〔鋼

1鰯

i〈費目別消費支出〉◎

の 掃

出
出
出竃

消
藁
家
身
震
覧

鋤
翻

資料:「 段階 的接近法 に よ る経済予 測 」

日本経済 研 究 セ ンター
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[2].設 備 投 資 関 連 フ ロー 例
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[3].民 間 住 宅 投 資 関 連 フ ロー 例
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[4].民 間在 庫 投 資 関 連 フ ロー 例
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また、 これ らは経済 を と りま く環境 よ って生 成 され る特 徴 の意 味 に多重性 が あ

る もの と考 え られ ることか ら、 ダイナ ミカル シ ステ ムか ら抽 出 され る情 報 の解釈

にお いて背景 知識 の整 備 検討 が必要 であ る。
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第4章 定性的理解、定性的表現構造の検討
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第4章 定性 的理解 、定 性的 表現構造 の検討

4.1統 計情 報 におけ る定性 推論 の可能性 の検討

ここで は統計情 報 にお ける定 性的理 解 、定性 的表現 を可能 とす る解 析文生成 シ

ステム作成の ため に、現在PPISに よ って支 援 されて い る統計 情報 とその特徴

抽 出過程 に もとつ く表現記述 の可能性 につ いて 明か に した。

統計情 報に係 わ る解 析文 を生成す る場 合 は、統計 系列 に対す る評価 ・分析 を行

い 、これ にっ いて文章 化 を図 が 、この手 続 きは統計 系列 デー タに対す る特徴 解析

を行 い、解 析文 のための抽 出特徴 によ る指標 を算定 し、 これ にっ いて数量 的、経

済 的、社会 的な背景知 識 を もっ言語 によ り文生 成 を図 る。 そ の際 の特徴解析 で は

一 般 に数値処理 的手法 や統計 解析的手法 が とられ る
。 しか しなが らか な らず しも

定 量的 な判断指 標 の下 の みで 解析文の生成 が、す なわ ち自然 語の単語 が選 ばれ る

もの とは限 らず、数値 デー タの マクロな定性 的 な振舞 を前提 と して傾 向記述 が示

され る ことがあ る。 この過程 を統計解 析文生成 の レベルで表 す と次 の とお りとな

る

[統 計解析文生 成 の レベル]

①.特 徴命題 記述 レベル 原統計 表の構造 に従 う順 位 付け な どの特 徴 的

命題記 述。 この場 合、最 大 、最小 、変化率 が

最大 な どの、確定 的特徴 を記述 す る。

②.解 析的傾 向記述 レベ ル 原統計 表の構造 について 解析的手 法 によ る特

徴情報 を抽出 し記述。 ここでは統 計解析 的傾

向 や回帰分析的傾向 に もとづき記述 され る。

記述特 徴は傾向線 の傾 きと絶対値 や 、年平 均

値 や移動 平均 による算出 値 に もとつ く記述 も

これ にあた り、 いわ ばグ ラフ化 され た指標 に

もとつ く。

③.知 識表現記述 レベル

④.一 般 推 論 記 述 レ ベ ル

原 統 計 デ ー タ に対 して 一 階 述語 論 理 や プ ロ ダ

ク シ ョ ンル ー ル、 意 味 ネ ッ トワ ー ク モ デ ル や

フ レー ム理 論 な ど に もと づ き、① や② に よ る

確 定 値 を も と に言 語 処 理 的 に推 論 す る もの 。

これ は 、本 調 査 で も と り あ げ た よ う に、 経 済

循 環 な どの因 果 モ デ ル や 景 気変 動 な どの い わ

ば 仮 説 レベ ル を 含 む モ デ ル ベ ー ス の 推 論 で 、

定 性 的 に行 う もの。

ここで とりあげ たよ うに各種 の記述 レベルに支援 される表現技 法が 考え られ る。

① の特 徴 命題記 述 レベルで は、原統計 表 やその付随表 の構 成 か ら単純 な数値処理
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的 な特 徴 の発見 に もとつ くもので確 定 的 に逐 語 的文 生成 を 図 る ことがで きる。 ま

た、② の解析 的傾 向記述 レベ ルでは、 いわゆ る統計 解析 的 な発見 や経 済分 析 によ

る系列 デー タの傾 向線 の特 徴 を抽出す る もので 、 これ に もとつ いて生成 され た文

で は統 計解析 的誤 差を含 む表現 を行 うこ とに な る。 しか しなが らこの場 合で も、

言 語処理 段階 を含 むた め、多少 の曖 昧 な表現 で これを補 う ことが 可能 であ る。 さ

らに次 の③ 段階 で は知 識表現 記述 レベ ル と して知識 ベ ー スや推論 ベー スに もとつ

いて記述 させ る もので、 いわ ゆ る確 定的 命題 を複数抽 出 し、 これ らを組 み合 わせ

た表現 を構成す る もので あ る。 これ らの究極 と して 、④ の一般推 論 記述 レベ ルで

は、計量 経済 モデ ルや景気変 動 モデル をベー ス とした推 測 を行 い知 識発見 を させ、

文生 成 を図 ろ うとす る もので あ る。

これ らの特徴 抽 出過 程 を定 性 的に行 お うとす る場 合 には 、その原 データに対 し

て粗視化 す るな どの情 報 のマ クロ化 が必要 で、 また言 語処 理 的に行 お うとす ると

きは言語 表現 の組 み合わ せ、単語 の意味 とその曖昧性 を利 用 した記 述表現 が ある。

これ はかな らず しも不 適切 な手続 きとは考 え られが た く、人 の作 成 した文章 表現

に おいて も単語 自体を数量 的基準 を もとに選択 して い るので はな く、文 と して そ

の数値変 動 の ビジュアルな イ メー ジを与 え られ た単語 の組 合 わせ に よ って表 現 し

て いる ことが 多 い ともいえ る。 また、人 の情 報処理 に おけ るアナ ログ的視点 、 グ

ロー バル な特徴 抽 出の過程 が その場 合 に参考 になる と考 え られ る。
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4.2統 計 情報 の定 性 的言 語処理

自然 言語処理 には、 自然言 語表現 を理解 し認識 す る入力処 理 に係 わ るもの と、

機械翻 訳 を含 む 自然言 語生成 による出力表現 に係 わ るもの とがあ る。 ここで は統

計 情報 解析文生 成 システ ム と して出力 表現を主眼 とした定性 的な言 語処理 にっ い

て説明 す る。

自然言 語生成処 理 の全 体 は、下記 の段 階的 アプ ローチで捉 え る ごとがで き る。

[生 成段 階] [基 本 的課題]

①.単 一文 生成 表現 した い内容 と辞書的単語 選択 の条件 設定。

基本文 法 の把握。

②.複 合文 生成 基本文法 の把握 と命題記 述 レベ ルで の論理 的

整 合性 。

③.文 脈生成 表現意 図 に相当す るスク リプ ト(物 語)生 成

機能。

④.談 話生成 対話可能な自然言語理解を含む言語処理機能。

①.の 単一一文生成 段階で は 、単語 の選 択 と単語 で構成 された文章 の生成 の2面

が あ り、 さらに文章生成 その ものは構 文解析や意味解析 な どに分 けて考 え られ る。

また②.の 複 合文生 成段階 で はその生成 の方法 、基 本 とす る生 成文法 よ って分 け

られ るが、基本 的 な目的 と して は生 成 された複 数 の単一文 を接続 詞 、関係詞 な ど

を用 いて複合化 す ることにあ る。 これ は また構 成す る文意 との係 わ りがあ る ため、

③.の 文脈構 成 と密 接 に係 わ るこ とにな る。 さらに③.の 文 脈構成 で は、長短 の文

章 をス ク リプ トと して成 立 させ るた めの問題 が あ り、最近 の 自然言 語処 理分 野 に

お ける研 究 テーマ ともな って い る。 ④.談 話生成 で はこれ らをベー ス に、 自然言

語理解認 識、知識 獲得機能 な どとあわ せて談話 可能な処理 を行 う もので、高 度 な

AI的 処 理を行 う もの とな る。

本調査 で実 施 して い る統 計情 報解 析文 生成 システムでは、 これ ら①.～ ③.ま で

を 目的 とす る もので あ るが、 そのため の基本 と して①.の 単一文生 成段 階 の質 の

高 さが全 体を左右 す る もの とな って いる。特 に、統 計解析 的手続 きや経済 学 的知

識 を背景 に もっ記 述特徴 の言語 表現 において は、正 確で的確 な表現 を、ま た ユー

ザ側で の利用 目的 に添 った言語 表現 が得 られな ければ な らな い。 その ため、 本調

査 において も基本 とな る自然言 語辞 書 の構成 について は最重 要な課 題 とな って お

り、段階 的に改善 を図 って い る。 と りわけ統計 時系列 デー タの変 動 特性 を記 述す

るために は、変動 の動態 的表現 に係 わ る検討が必要 で ある。 以下 に、2つ の辞書

に よる表現用 語 とその意 味を とりま とめ る。

本調査 にお け る自然言語 辞書 の基 本的 体系 は平成3年 度調査 に提示 した もので

あ るが 、本報 告書 第5章 で は実際 の拡張 にっ いて とりまとめた。
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参考表 動態表現関連用語

語 彙 意 味

激 増 急 激 に 増 す こ と。

増 加 増 し加 え る こ と。 ま た 、 増 し加 わ る こ と。

急 増 急 に 数 量 が 増 え る こ と。

漸 増 だ ん だ ん に 増 す こ と 。

激 減 急 激 に 減 る こ と 。

減 少 減 って 少 な く な る こ と。 減 ら し て 少 な くす る こ と 。

漸 減 だ ん だ ん に 減 る こ と。

上 回 る 或 る数 量 よ り上 に な る。

下 回 る あ る一 定 の 数 量 に 足 りな くな る 。

次 第 ① 上 下 ・前 後 の 並 び 。 順 序 。 ま た 、 順 序 を 追 っ て す る こ と 。

② 状 態 が 少 しず つ 変 る さ ま 。

③ 由 来 。 経 過 。 成 行 き。 事 情 。

次 第 次 第 に 順 々 に 。 だ ん だ ん に。

漸 次. だ ん だ ん 。 次 第 次 第 。

横 這 い ① 横 に 這 う こ と 。

② 物 価 ・相 場 な ど が 、 変 動 の な い 状 態 で 移 行 す る こ と 。

推 移 推 し移 る こ と 。 移 り変 わ る こ と。 時 の 移 り ゆ く こ と 。

最 大 最 も大 き い こ と 。

〔最 大 限 〕 こ れ 以 上 な い と い う 限 界 に 達 す る ま で 大 き い こ と 。

最 小 い ち ば ん 小 さ い こ と。

〔最 小 限 〕 こ れ 以 上 な い と い う限 界 に 達 す る ま で 小 さ い こ と 。

好 調 調 子 ・具 合 ・景 気 な どが 良 い こ と 。 う ま く行 っ て い る こ と 。

安 定 物 事 が 落 ち 着 い て い て 、 激 し い 変 化 の な い こ と 。

堅 調 相 場 が 上 昇 傾 向 に あ るこ と。

低 調 ① 調 子 が 低 い こ と 。

② 十 分 に 調 子 の 出 て い な い こ と 。

同 様 同 じ さ ま で あ る こ と。

引 続 き す ぐそ れ に 続 い て 。

著 しい 著 明 で あ る。 明 ら か で あ る 。 は っ き り と分 か る 。

目 立 っ て 甚 だ しい 。

大 幅 差 の 大 き な 開 き 。

や や ① 少 しず つ 程 度 が 進 む さ ま 。 次 第 に 。 だ ん だ ん 。 よ う よ う 。

② 物 事 の 程 度 を あ らわ す 語 。 他 の 事 物 ま た は 普 通 の 標 準 に 比
べ て 、 多 大 ・些 少 い ず れ に も用 い る 。 い く ら か 。 少 し。

若 干 ① そ れ ほ ど多 く は な い 、 不 定 の 数 量 。 い く ら か 。 そ く ば く。

②(副 詞 的 に)多 少 。 い さ さ か 。

傾 向 ① 一 方 に 片 寄 る こ と。 傾 き。

② 性 向

③ 物 事 の あ らわ れ よ う と す る状 態 。

鈍 化 鈍 く な る こ と 。

着 実 お ち っ い て 軽 率 で な い こ と 。

比 較 的 (副 詞 的 に用 い る)彼 と 此 と を 比 べ 合 わ せ る さ ま 。 割 り 合 い に

o

依 然 も と の ま ま で あ る こ と。 前 あ 通 りで あ る こ と 。

不 振 振 る わ な い こ と 。 振 興 し な い こ と。

(注)広 辞 苑第3版 岩波書店
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参考表 動 態 表 現 の類 語 構 成

語 彙 意 味
増減 数 量 が 増 え る こ と と 減 る こ と 。

増減 増 え る こ と と減 る こ と 。

増加 数 量 が 増 え る こ と 。

減少 数 量 が 減 る こ と 。

拡 大 ・縮 小 規 模 な ど を 大 き くす る こ と ・小 さ くす る こ と 。

過不足 多 過 ぎ る こ と と 足 り な い こ と。

超過 定 ま っ て い る 限 度 を 越 え る こ と。

不足 定 ま っ て い る限 度 に 届 か な い こ と。

総括 別 々 の も の を 一 つ に ま と め る こ と。

分割 分 け て 別 々 に す る こ と。

合 弁 ・分 離 一 つ に 合 わ せ る こ と ・分 か ち 離 す こ と
。

限定 数 量 や 範 囲 を 限 り定 め る こ と 。

「到 達 あ る 数 量 に 達 す る こ と 。

情勢 物 事 の 変 化 ・進 展 して 行 く有 様 。

情勢 物 事 の事 情 や成 り行 き。

隔 面 物 事 の 行 わ れ て い る状 態 。

勢 い 他 を 押 さ え 付 け る よ う な 盛 ん な 力 。

1力 他 を 動 か し従 わ せ る よ うな 働 き 。

変動 物 事 の 状 態 が 激 し く変 化 す る こ と。

変遷 時 が た つ に っ れ て 変 わ る こ と 。

変革 物 事 が 変 わ り改 ま る こ と。

回復 元 通 り に な る こ と 。

安定 落 ち 着 い て い て 変 化 の な い こ と

経過 時 間 が 過 ぎ て ゆ く こ と 。

経過 時 間 が 過 ぎ て ゆ く こ と。

断続 そ の 状 態 が 切 れ た り続 い た り す る こ と。

断続 そ の 状 態 が 切 れ た り続 い た り す る こ と。

連続 同 じ状 態 が 続 く こ と 。

断絶 続 い て い た も の が 絶 え る こ と 。

継続 以 前 の 状 態 を 受 け 継 い で 続 け る こ と 。

中止 途 中 で や め る こ と 。

反復 同 じ こ と を 繰 り 返 す こ と 。

関連 物 事 と物 事 の 間 に っ な が り が あ る こ と 。

関係 あ る 事 と 他 の 事 が 互 い に 掛 か り 合 う こ と 。

1連 係 事 物 の 間 に っ な が り を っ け る こ と 。

因 果 原 因 と結 果 。

原因 あ る 物 事 を 引 き 起 こ し た も の 。

条件 物 事 が成 り立 っ た め に必 要 な事 柄 。

結果 あ る 物 事 が 原 因 と な っ て 生 じ た 状 態 。

効果 よ い 結 果 が 現 れ る こ と 。

影響 あ る も の の 働 き が 他 に 及 ぶ こ と。

1受 動 ・能 動 他 か ら作 用 を受 け る こ と ・作 用 を 他 に及 ぼ す こ と。

均衡 程 よ くつ り合 い が 取 れ て い る こ と。

配合 物 を 組 み 合 わ せ て 調 和 あ る も の に す る こ と 。

調節 物 事 を ほ ど よ く 整 え る こ と。

偏向 一 方 に 偏 っ て つ り 合 い を 失 う こ と
。

(注)類 語 新辞 典 角川 書 店
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第5章 統 計情 報解 析文生 成 システ ムの概要

本 章 で は 、 政 策 情 報 シ ステ ム(PPIS)の デ ー タ ベ ー ス に関 連 した 支 援 シス

テ ム と して 、 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム(SIAS-TG:StatisticalInf

ormationAnalyzeSystem-TextGenerator)に つ い て と り あ げ、 大 局 的 特 徴

を 含 む 解 析 的 特 徴 抽 出 処 理 な らび に 解 析 文生 成 処 理 の プ ロセ スを提 示 し、 プ ロ グ

ラ ム処 理 の全 体 概 要 を 示 す 。

本 年 度 調 査 で は これ ま で検 討 して き た 知 識 型 ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス機 能 と して 、

操 作 性 の 良 い ウ イ ン ドウ選 択 画 面 に よ る誘 導 シ ステ ム の構 築 、表 デ ー タか ら の時

系 列 分 析 グ ラ フ 、 循 環 グ ラ フ の 作 成 、 さ らに は生 成 文 か らの 統 計 グ ラ フ検 索 な ど

の ハ イ パ ー テ キ ス ト化 処 理 に っ い て 、 これ を 実 現 す る た め の シス テ ム構 成 を と り

ま とめ た 。 ま た 、 統 計 系 列 か らの 特 徴 抽 出 機 能 な らび に解 析 文 生 成 機 能 と して は、

本 年 度 の 解 析 文 の 表 現 の拡 充 と して 定 性 的 特 徴 抽 出 を 目指 し、期 間 全 体 に わ た る

大 域 的 特 性 な らび に 系 列 の前 年 同 期(月)比 べ ー スの 特 性 表 現 を 行 うた め の 機 能

を 検 討 した 。

まず 、 は じめ に統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム 全体 フ ロー に つ い て 説 明 し、 そ の

後 、特 徴 抽 出 系 、 解 析 文 生 成 系 、 生 成 テ キ ス トの ハ イ パ ー 化 処 理 にっ い て 明 らか

にす る。

5.1統 計情 報解析 文 生成 システム全 体 フ ロー

ここで は統計 情 報解析 文 の生 成 を目的 とした システムの処理機 構全 体 とそ の要

件 にっ いて と りま とめ る。 なお、本 システムで はPPISに よ るデ ー タベ ー ス検

索 の結 果 と して、 表形式 に従 った統計 デ ータ系 列が得 られて い るこ とを前提 と し

て お り、 これ を 同一 カル フ ァイルヘ ダウ ンロー ドした後 に、パー ソナ ルコ ン ピュ

ー タへ の入 力 フ ァイル と して 読 み込 み可能 な環 境 に準 備 されてい る もの としてい

る。

本 年度 調査 と して統計 情報 解析文 生成 システ ムで は、期 間全 域 にわた る特性 と

対 前年比 較 をベ ー ス と した変 動 に基 づ く表現 の拡充 を図 った。 これ は統計 デ ー タ

系列 を も とに、前 年同 期(月)比 、年(期)平 均 をあ らか じめバ ック グラウ ン ド

情 報 と して算 出 して お き、そ れぞれ にっ いて同時 に特 徴抽 出系処理 を機動 させ る

ことに よ り行 うもので あ る。 そのため 、特徴 抽 出系、解析文 生成系 な らび に 自然

言 語辞 書 に対 す る見 直 しと拡 張 がな されてい る。

解析 文生成 まで の全 プ ロセ スは、統計 デー タベー ス検索 による フ ァイル の作成

には じま り、原統 計表 の作成 ・再構成 、解析文生成 の ための特徴 的な統計 情 報 の

抽 出、解析文 生成 のた めの諸 知識の準 備 とそ の リンク、特 徴抽 出情 報 か ら文 型表

現 への整理(中 間言語 表 現へ の変換)、 自然言語処理 によ る文生成 な ど、 これ ら

の各段 階 での処 理 が必 要 とな る。 これ らの処理 手順 とその処理 内容 は次の とお り

で あ る。
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①.原 統 計 表 の作成 ・再構 成

検索 結 果 に表顕 、表側知 識 、系列 知識 な どの関 連知 識 を整備 す る。

②.統 計 情 報特徴 抽 出

検索 デー タの系列 ごとに時 系列 に沿 って特徴 を抽 出 す る。特徴 は値

そ の ものが ユニ ー クで あ る解析 的特徴 と、値 の変動 の仕 方が ユ ニー

クで ある大 域 的特徴 の2種 類 につ いて抽 出す る。

③.中 間 言語 表現生 成

得 られた特 徴 に対 して、 中間言語 表現(コ ー ド)を 生成 す る。

④.関 連知 識 ベー ス準備

自然 言語辞 書、対 象系 列 の支援 リンク知 識 な どを準 備す る。

⑤.自 然 言 語処理

中間言語 表現 と関 連知 識 ベー スを もとに 自然 言 語表 現 を生成 す る。

これ ら解 析 文 生 成 ま で の 概 略 フ ロー を 図5.1に 示 した 。

①.の 原 統計 表 の作成 ・再構成 にお いては 、PPISの デー タベー ス検索 にお

いて ガ イ ドシステ ム(WING)、 汎 用検索 システム(MUE)等 を経 由 して行

うことがで き、 そ の検索 結 果 をPCNVに よ りユーザ ロー カル フ ァイル と して作

成 出力 が可能 で あ る。 しか しなが ら、現 在 のPPISで は ローカ ル フ ァイル と し

て出力変 換 され る際 に、表顕 、表 側 な どの関連 情報が 引 き渡 せず 、欠 落 が生 じる。

さ らにまた 、実際 的 な 「統計 表」 と して見た場 合に必 要 な統 計調 査情 報 やそ の前

提知識 や、統 計表 の読 み方 に相 当す る基 礎知識 などにつ いて は関 連 シ ステ ム側 で

支援 で きるよ うに しなけ れば な らな い。 その た め、統 計情報 解析 文生 成 システ ム

で は 「系 列知 識作 成処理 」 と して事 前 に これ らを整 備 で き るよ うに した。

[基 礎前提 知識]

①.統 計 カテ ゴ リ属 性(表 顕、 表側 情 報)

②.統 計 カテ ゴ リ階 層知識

③.統 計 数値 部表示 知識(種 類 コー ド)

④.カ テ ゴ リ ・アイ テム別統 計 単位

基礎 前 提知識 となる①.で は、入力 された表 形式 デー タの表顕 、表 側 の識別 、

表形式 デー タの チ ェ ック、②.で は、系 列名 が縦(表 側)に 並 ぶ と して 、系列 カ

テ ゴ リ間 の概念 的 関係 、階層 知識 な どの付与 が 行われ る。 また、③.統 計 数値 部

表示知 識(種 類 コー ド)で は、後述 す る 「5.2.2解 析文生 成 系 の処理 手順 」

に示す 数 値表示 部 の基本 出力 文型 に係 わ る知識 の連 結 、④.カ テ ゴ リ ・ア イテ ム

別統計 単 位で は生 成文 に必要 な 「単 位」情 報 の付与 、 な どがあ る。 これ らの系 列

知識作 成 項 目を次 の表5.1に ま とめた。
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PCNVロ ー加 フvイルよ り変 換 ・入 力

(1).原 統計表 の作成 ・再構成
[対象 テー ブル作成]

「

(2).統 計情報特徴抽 出

(3).中 間言語表現生成

↓
:

(4).関 連 知 識 ベー ス準 備

…

↓

(5).自 然言語処理
[統計解析文生成]

[工 程 内処理]

①.検 索結 果 加工 、表 成型

②.系 列知 識 作成 ・付 与

(カテコ'リ属 性(表 頭 、表 側 知識))
(カテコ'リ関係 知 識 、階層,単 位 等)

[解 析的特徴抽出]
①.基 本統計量算出
②.各 種統計指標算出
③.ハ㍉クグラウンド計量
④.解 析的特徴情報抽 出

[大域的特徴抽出]
①.実 数値,前 年同期比,年 平均値 に
固有の特徴 を抽出
②.2時 点連続変動特徴抽出
③.全 期間変移特徴抽 出

①.特 徴情 報記 述

②.中 間 コー ド化

①.統 計系列知識準備((1)一②)
②.自 然言語辞書準備
③.支 援 リンク知識準備

①.時 制(プ ロセス)表 現選定
②.自 然言語照合記述
③.文 構造生成 ・出力

(本年度、大域的特徴抽 出を追加)

図5.1解 析 文 生 成処 理 概 念 フロ一
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表5.1系 列 知 識 作成 シー ト項 目

[系 列知 識 作成 シー ト項 目] 概 要

(1).登 録 フ ァ イ ル 名 保 存 フ ァイル名。
「登録 系列 辞書一 覧」 に表記 されて い る もの
は登録 ・修正 ともに可 能。 ユーザ登 録辞 書 は
2種 の みで あ るが、 フ ァイル名 を変 更 して登

録 すれ ば数 に制 限 はない。

(2).対 象 分 野 解析文 生成 の際 に、 冒頭文 に引用記 述 され る。

(3).ユ ー ザ 系 列 コー ド(名 》
お よ び 連 番

本 シ ス テ ムで は ユ ー ザ コー ドの うち 上 位 桁 の
ア ル フ ァベ ッ ト部 分 が 「ユ ー ザ 系 列 コ ー ド名 」

下 位 の 番 号 部 分 が 「連 番 」 と して 表 示 され る 。

合 成 した も のが ユ ー ザ 系列 コ ー ドと な る。

(4).統 計 辞 書 コー ド 統 計 名 コ ー ド、 統 計 調 査 票 コ ー ド。

(5).系 列 名 称 品 目、分野 等の統 計項 目の系列 名。

(6).コ ー ド 系列名 に対 応す る汎用 コー ド。
SDBコ ー ド体系 を拡張 して採用 し、全12

桁 で下4桁 が統計 種別 を識別 す るた め の 「種
類 コー ド」 に相当 して い る。
[基本 出力文型 を参考]

(7).ア イ テ ム 名 系列概念 の属性名 。

(8).単 位 系 列 概 念 の 単 位 。

単 位 が'null"の と きに は表 示 され な い。

(9).階 層 系列概 念間 の上位 、下 位 の相 対階層 を表 す。
通常 は、0も しくは1を 統計 グルー プの 最上

位階層 と し、そ の概念 構成 の内訳 の レベル に
応 じて 階層 番号 を順 次増加 させ る。 一 般 に、
登録時 には階層 の上位概念 一下位概 念 の順 に
設定す る もの と し、数 値 の大 きい もの ほ ど階
層 は深 く、概念的 に狭 い もの を対象 とす る。

ただ し、系列 名 の先頭 に 「%」が っ き、か っ系列 コー ドが無 記入 の と きは、続

く内訳 カ テゴ リに対す る修飾 語 とな る。 また 、階層知識 について誤 りのあ る場合

は、知 識 フ ァイルが正常 に照 合 が とれ な い。

以 上 は 、平 成3年 度実 施 の統計情 報解 析文生 成 シス テム仕様 と形式 上 の変 更 は

ない。
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統 計情報解析 文生成 システム
DBメ ニ ュ ー

フ ァ イ ル 一 覧 検索結果加工処理 系列知識作成処理 自動解析文生成処理 支援 リンク知識処理 自然言語辞書作成処理

フ ァ イル読 み込 み 対象ファイル読み込み 系列知識フ丁伽読み込み 対象ファイル読み込み 1ルク知 識フ7仲読 み込 み 自然言語辞書読み込み

対象テーブル表示 テーブル情報抽出 系列知識ファイル修正 テーブル情報抽出 リンク知 識 フ7仙 修 正 自然言語辞書修正

・… 表側(レコード)知 識 付加

表顕(レコード)知 識 付加

系列知識ファイル登録

DB

系列知識照合 リンク知 識 フ7価 登 録

対象 テーブル表示

テーブル知識補完

DB

自然言語辞書登録

テー ブル表示形 グラフ表示指定 生成文表現形式指定 リンク知識付加

解 析 的特徴抽 出

中間言語表現作成

自然言語表現作成

DB

ハ イパー グラフ指定

統計解析文生成

図5.2 統計情報網 〒文生成 システムフ。_



5.1.1統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム全 体 構 成

こ こ で は統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム(SIAS-TG:StatisticalInfor

mationAnalyzeSystem-TextGenerator)に お け る シ ステ ム全 体 構 成 にっ い

て と り ま とめ る。 この 全 体 シ ス テ ム フ ロー は図5.2に 示 した と お り で あ る が 、

トップ メ ニ ュ ー に相 当 す る デ ー タ ベ ー ス選 定 が な され た後 に、 処 理 メ ニ ュー が表

示 され 以 下 の 処 理 手 続 き(パ ス)が 可 能 とな る。

[処 理 メニュー の画面 構成 お よび機能]

〈構 成 〉

1.フ ァ イ ル 一 覧

〈機 能 〉

自動解析文生成処理

支援 リンク知識 処理

6.自 然 言 語 辞書作 成処 理

1).カ レ ン ト ドライ ブ 内 の フ ァ イ ル の

表 示

1).対 象 フ ァイ ル の読 み 込 み

2).系 列 辞 書 付 加

3).対 象 期 間 限 定

4).対 象 テ ー ブ ル 表 示

5).支 援 リ ン ク知 識 付 加
6).表 形 式 選 定(本 年 度 追 加)

7).グ ラ フ表 示(本 年 度 追 加)

8).解 析 文 生 成(表 現 対 象 指 定 可)

1).系 列 辞 書 作 成

2).系 列 辞 書 修 正

3).系 列 辞 書 登 録
4).系 列 辞 書 印 刷 出 力

1).対 象 フ ァ イ ル の読 み 込 み

2).系 列 辞 書 付 加

3).対 象 テ ー ブ ル表 示

4).解 析 文 生 成(表 現 対 象 固 定)

1).支 援 リン ク知 識 作 成

2).支 援 リン ク知 識 修 正

3).支 援 リ ン ク知 識 登 録

4).支 援 リ ン ク知 識 印 刷 出 力

1).自 然 言 語 辞 書 修 正

2).自 然 言 語 辞 書 登 録
3).自 然 言 語 辞 書 印 刷 出力

この統計情 報 解 析文生 成 システム(SIAS-TG)に よる解 析文 生成 は 、 メ

ニ ュー画面 の 「2 .検 索 結果 加工処 理」 もしくは 「4.自 動解析 文生 成処理 」 を

選択 し実行 す るこ とによ り得 られ る。 パ ス2の 「検索 結果 加工処 理 」で はユ ーザ

ー が指 定 した生 成 文表現 対象 に基 づ いて特徴抽 出を行 い解 析文生 成 が なされ る
。

また、パ ス4の 「自動解 析文生 成処 理」 で は システ ム内部 に固定 化 した実数 値 ベ

ー スで の特徴 抽 出 が な され生 成文表 現 が得 られ る
。 さ らにそ の際 、 パ ス5で 作成

された支援 リンク知識 にっ いて の併 合 もな され解析文 が構 成 され る。

なお、平成3年 度 に準 備 した 内部 辞書 にっ いては除 去 し、 パ ス4の 機能 に つい

て はパ ス2に お け る記述 対象 、記述 レベル設定 を固定 に した もの と した。

一76一



5.2特 徴 抽出 系か ら解析文 生成 系 へ

5.2.1特 徴 抽 出 系 の 処 理 手順

ここで は統 計情報解析 文生成 システム におけ る検索 デー タか ら特徴 を抽 出す る

まで の処理手順 にっいて説明す る。特徴 抽出系 で は対象 とな る統 計表 が作成 され、

システ ム上で形 式知識 の整備 が行なわ れたあ と、系列 ごとの時系 列 に沿 った特徴

を抽 出す る機能 を持 つ。

特徴 抽 出系 の機能 にっ いて以 下 に示す とともに、それ らの全体 の フ ローを 図5.

3に 示 した。

①.系 列情 報取得

系列 に付随す る情報 を内部 にセ ッ トす る。 これ らの情報 は以 下 の②.か

ら⑥.の 特 徴抽出 の制御 に用 い る。

②.系 列 実特性抽 出

期間最 大値 や年(期)別 平均値 な ど、値 その ものや基本 統計 量 に基 づ く

特性 を抽 出す る。

③.系 列 変動特性抽 出

対象 系列 の前年 に沿 った変 化 ない し、変化傾 向にお ける特定 パ ター ンの

類型 的特性 を抽 出す る。

④.系 列 対比 特性 抽 出

前年 同期(月)比 の特 性を抽 出す る。

⑤.系 列 変移 特性 抽 出

前期 比 の特性 を抽出 す る。

⑥.系 列 推移 特性抽 出

連続 して増加 もしくは減少す る期間の開始時点 と連続期 間 を抽 出す る。

ただ し①.の 系列情報取得 において形 式知識 との照合が で きない場 合 、 っま り

該 当す る系列 情報 が得 られない場合 には、その系列 におけ る特徴 抽 出 は行 わ れな

いため解析文 は生 成 され ない。

また③.の 系 列変動特性抽 出で は、検 索 データに対 し記述対 象 を実 数値 、そ の

前年 同期(月)比 、年(期)別 平均値(大 域的特徴)ベ ー スで指 定 す る ことがで

き、そ の時系列変 化 に基 づいた特性 が抽 出され る。 なお、前年 同期(月)比 とは

1年 前 の同時 期 と値を比較 した ものであ り、季 節 的な変動 要因 が取 り除 かれ る。

年(期)別 平 均値 で は年 間また は期 間を通 して平均 を とった もので 、大域 的 な変

動 傾向 をみ る ことがで きる。
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系列情報取得

系列実特性抽出

統計系列名、アイテム名
系列属性(種 類 コー ド等)
初期、終期 、周期

値
値

値
値
値
値
位
位

朗
朗
大
小
2
3

差

初
終
最
長
第
第
値

偏

間
間
間
間
間
間
均
散
華

朗
朗
朗
朗
期
期
平
分
標

点
点
点
点
点
点

時
時
時
時
時
時

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

値
値
値
値
値
値
値
値
値

系列変動特性抽出 …… [実数値の記述]
前期差の変化率
連続す る2時 点の同方向変化
前年 に沿 った変化を している期間

[前 年同期比 の記述]
前期差の変化率
連 続する2時 点の同方向変化
前年 に沿 った変化 を している期間

[大域的記述]
前期差の変化率
連続する2時 点の同方向変化
前年に沿った変化をしている期間
全期間を通じた変化方向
全期間を通じた変化幅の増減方向
全期間を通じた変動の極値

系列対比特性抽 出 …… 前年同期比変動幅:値

系列変移特性抽 出 …… 前期比最大値
前期比最小値

:値 、時 点

:値 、時 点

系列推移特性抽 出 …… 推移連続性 :始 期 、期 間

図5.3特 徴 抽 出系処 理 フ ロ一
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(1).実 数 値 に よ る特 徴 抽 出

ここで は時 系列 デー タの時 系列的 変化 に基 づ いた特徴 の抽 出手 順 にっ いて説 明

す る。

実 数値 によ る特 徴 抽出 は平 成3年 度 に実施 した特 徴抽 出系 に拡 張 を加 えた もの

で 、値 の変動 特性 の抽出機能 を強化 し、抽 出対象 とな る特 性 を増 した もの とな っ

て い る。 これ によ り連 続 した2時 点 の 同方 向変 化 に関す る特徴 や 、前 年 に沿 った

変化 期 間の抽 出な どの機能 が追 加 され て い る。

実 数値 によ る特 徴抽 出 は以 下 の手 順 で行 な う。 また 、その処理 フ ローを図5.

4に 示 した。

・検 索結 果 の デー タ に基 づ き、次 の統計量 を算 出す る。

[算 出統 計 量]

期 間初期値 、 期間終 期値 、各前 期(月)比 、各前 年同 期(月)比 、

値 の昇順 の順 位 、前 期(月)比 の昇 順 の順 位 、連 続変 化期間 、

前期(月)差 、前期(月)差 の変 化率 、年(期)平 均 値

・実 数値 と各種 統計 量か ら以下 の順 に特徴 を抽 出す る。 ただ し、特徴が複数

重 な る時 点 に関 して は、先 に発 見 された特 徴が優先 され る。

①.連 続 変 化期間 の抽 出

3期 以上 連続 して 増加 あ るい は減少す る期 間。

②.最 大 値 の抽 出

期 間中最 大値 な らび にその時点 。

③.最 小 値 の抽 出

期 間中最 小値 な らび にその 時点 。

④.期 間第2位 の抽 出

期 間中第2位 値 な らびにそ の時点 。

⑤.期 間第3位 の抽 出

期 間中第3位 値 な らび にその時点 。

⑥.変 化率 最大 の抽 出

変 化率最 大 値な らびにそ の時点。

⑦.変 化 率最小 の抽 出

変 化率最 小 値 な らび にその時点。

⑧.連 続2時 点 の同変化 特徴 の抽 出

連 続 す る2時 点 の同 方向変 化 と時 点。

⑨.前 年 同 様の変 化期 間 の抽 出

前年 の変 化 に沿 った変化期 間。

この他 、期 間中 の初期 値 と終期値 は必 ず規定 値 と して抽 出 され、 それ らは随時 、

中間言 語 コー ドに 変換 され る。
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実数値による特徴抽出

…鞭 麟 灘 ∋
統計量算出

初期時点の抽出

時系列順に調べる

抽 出された
連続変化期間の抽出

抽 出 された

最大値の抽出

抽出 された
最小値の抽出

抽出 された
期間第2位 の抽出

抽出 された

期間第3位 の抽出

抽出 された
変化率最大値の抽出

変化率最小値の抽出

抽 出された
連続2時 点の同方向
変化時点の抽出

前年 に沿 った変化を
してい る期間 を抽 出

終期 まで調べ たか

終期 まで調 べた

終期時点の抽出

実数値 による特徴抽出フロー

 

45.

 

図
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(2).前 年 同期 比 に よ る特 徴 抽出

ここで は前 年 同期(月)比 の時系列 的変化 に基 づ く特徴 の抽 出手順 にっ いて説

明す る。

特徴 抽 出の手順 は、実 数値 の前年 同期(月)比 をあ らか じめ求 めて お き、実数

値 によ る特徴 抽 出過程 と同様 に、実数 値 を前 年 同期(月)比 に置 き換 えて特 徴抽

出 した ものに あた る。 た だ し、前年 同期(月)比 の さ らに前 年 に沿 った変化 特徴

につ いて は調 べ て いな い。

前年 同期(月)比 に よ る特 徴 抽出 は下 の手順 で行 な う。 また、 この処 理 フ ロー

を図5.5に 示 した。

・検索結 果 の デー タか ら前 年同期比 を算 出 し、 この前年 同期(月)比 を評価

値 と して以 下 の統計量 を算出す る。

[算 出統 計量]

期 間初 期 値、期 間終期値 、各前 期(月)比 、値 の昇 順 の順位 、

前 期(月)比 の昇順 の順 位 、連 続変化 期間 、前期(月)差 、

前 期(月)差 の変化率

・前年 同期(月)比 と統計 量か ら特 徴 を以下 の順 に抽 出す る。た だ し、指定

された期 間 の最 初 の1年 間 につい ては前年 同期(月)比 は調 べ られ な い。

また、特徴 が複 数 重な る時点 に関 して は、先 に発見 された特 徴 が優先 す る。

口

①.連 続 変化 期間 の抽 出

前 年 同期(月)比 の3期 以上連続 して増 加(減 少)す る期間。

②.最 大 値 の抽 出

前 年 同期(月)比 の期 間中最大値 な らび にその時 点。

③.最 小 値 の抽 出

前 年 同期(月)比 の期 間中最小値 な らび にその時 点。

④.期 間第2位 の抽 出

前年 同期(月)比 の期間中第2位 値 な らびにそ の時点。

⑤.期 間第3位 の抽 出

前年 同期(月)比 の期間中 第3位 値 な らびに その時点 。

⑥.変 化率 最大 の抽 出

前年 同期(月)比 の変化率 最大値 な らび にそ の時 点。

⑦.変 化率 最小 の抽 出

前 年 同期(月)比 の変化率 最小値 な らび にそ の時 点。

⑧.連 続2時 点 の 同変化特徴 の抽 出

前 年 同期(月)比 の連続す る2時 点 の同方 向変化 状況 と時点 。

⑨.前 年 同様 の変 化期 間の抽 出

前 年 同期(月)比 の前年 の変化 に沿 った変 化期 間。

この他 、有 効期 間に おけ る前 年同期(月)比 の初期 値 と終期 値 が規 定値 と して

抽 出 され、随 時 、 中間言 語 コー ドに変 換 され る。
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前年同期比による特徴抽出

前年同期比の算定 選択期間における前年同期比を算出

統計量算出
…購聯
碁欝 当

初期時点の抽出

時系列順 に調 べる

連続変化期間の抽出
抽 出された

最大値の抽出
抽 出された

最小値の抽出
抽 出 された

期 間第2位 の抽出
抽 出 された

期間第3位 の抽出

抽 出 された

変化率最大値の抽出
抽 出 された

変化率最小値の抽出

連続2時 点の同方向
変化時点の抽出

終期 まで調べたか

終期 まで調べた

終期時点の抽出

図5.5前 年 同期比 に よ る特 徴 抽 出 フ ロー
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(3).大 域 的 特 徴 抽 出

ここで は大域 的 な時系 列的変 化 の特徴抽 出手 順 について説 明す る。

特徴 抽 出の手 順 は、実 数値 の年(期)別 平均 値を あ らか じめ求 め て おき、実数

値 によ る特 徴抽 出過程 と同様 に、実 数値 を年(期)別 平均 値 に置 き換 えて特 徴 を

抽 出 した もの にあた る。

大域 的特徴 によ る特徴 抽出 は以下 の手順 で行 な う。

・検 索結 果 の デー タか ら年(期)別 平均値 を算定 し、 この年(期)別 平 均値

を評価値 と して次 の統 計量 を算 出す る。 また 、 これ を図5.6に 示 した。

[算 出統 計量]

期 間初期 値、 期 間終 期値 、各前 年(期)比 、(各 前年 同期比 、)

値 の昇順 の順 位 、前 年(期)比 の昇順 の順 位 、連 続変 化期 間 、

前 年(期)差 、前年(期)差 の変化率

・年(期)別 平均値 と統 計量 か ら特 徴を以下 の順 に抽 出す る。 た だ し、指定

した期 間 の最初 と最後 の1年 に満 たない データ は特 徴 を調 べ な い。 また、

変 化率 の変 動 を調 べ るため、有効 なデー タは3時 点 以上 が必 要 とな る。な

お、特 徴 が複数重 な る時点 に関 して は、先 に発 見 された特 徴 が優先 す る。

①.変 化 の 同一 方 向性

全 期 間を通 じた値 の同一変化方 向。

②.変 化幅 の増 減方 向

全期 間を通 じた値 の変化幅 の増 減方向 。

③.変 化方 向の反 転数

全期 間で の値変動 の極値。

④.連 続変 化期 間 の抽 出

3期 以上 連続 して増加 あ るいは減少す る期 間。

⑤.最 大値 の抽 出

期 間中最 大値 な らび にその時点。

⑥.最 小 値 の抽 出

期 間 中最 小値 な らび にその時点。

⑦.期 間第2位 の抽 出

期 間 中第2位 値 な らびにそ の時点 。

⑧.期 間第3位 の抽出

期間 中第3位 値 な らびにその時点 。

⑨.変 化率 最大 の抽出

変化 率最 大値 な らび にその時点 。

⑩.変 化率 最小 の抽 出

変化 率最 小値 な らびにその時点。

⑪.連 続2時 点 の 同変 化特徴 の抽 出

前 年 同期(月)比 の連続す る2時 点 の 同方 向変化 状況 と時 点。

この他 、有 効期 間 に おけ る年(期)別 平均値 の初期 値 と終 期値 が規 定値 と して

抽 出 され 、随 時 、 中間言語 コー ドに変換 され る。
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大域的特徴抽出

年(期)別 平均値の算定

統計量算出

初期時点の抽出 「鮮 論難::]
時系列順に調べる

変化の同一方向性
を調べ る

変化幅の増減方向
が同じか調べる

変化方 向の反転を
カゥン トす る

連続変化期間の抽出
抽出 された

最大値の抽出
抽出 された

最小値の抽出
抽出 された

期間第2位 の抽出
抽出 された

期間第3位 の抽出
抽出 された

変化率最大値の抽出
抽出 された

変化率最小値の抽出

連続2時 点の同方向
変化時点を抽出

終期 まで調 べたか

終期 まで調 べた

終期時点の抽出

図5.6大 域 的特 徴 抽 出 フ ロー
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5.2.2解 析文生 成 系の 処理手 順

特徴 抽 出系 の処理 によ り発 見 された特 徴 は、 い った ん中間言語 コー ドで表現 さ

れ る。 中 間言語 コー ドに は特 徴 フラグ(MX、MN、M2な ど)の 他 、値 に関す

る情報 、系列 に関 す る情 報 な どが含 まれ る。 中間 言語表現 の生成 にっ いて図5.

7に 示 す 。 また、 中間言 語表 現 の形 式 に ついて は図5.8に 示 した とおりで ある。

解析 文生 成 系 とはこの中間 言語 コー ドか ら自然 言語表現 への変 換 を行 うもので

あ る。 自然 言語 に よる表 現 は、 自然 言語 辞書 に よ る 「単語 選択」 と 「文型生 成」

の2つ の変 換 よ り行わ れ る。 以下 、 この 自然言 語 表現 の生 成過程 にっ いて図5.

9に 示 した。処 理 の基本 的 な流 れ につ い ては平 成3年 度版 と同様 で あ る。

対象系列知識獲得

系列中間表現生成

統計系 列 名X1
アイテ ム名X2

単位u
階層性H
対象期 間=初 期 、終期 、周期

引 き渡 しパ ラ メ ー タ

時 点 情 報:初 期 年 月(期)=Qs

値:初 期 値 、単 位:U

率

値
値

比
化

小
位

)
変

最

3

比
月
差

、
、
性
)
(
)

大

2
続
月
期
月

最
第
連
(
同
(

間
間
移
期
年
期

期
期
推
前
前
前

年(期)別 平均値
寄与度
大域的特徴

値 、 時点
値 、 時点
始期 、期 間

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

値
値
値
値
値
値

点
点
点
間
点
間

時
時
時
期
時
期

系列終期表現生成 時点情 報:終 期年月(期)
値:終 期値 、単 位
大域 的特 徴:値 、特性

中 間 言 語 コ ー ドパ タ ー ン

D,H,XsTsMsQs,TtMtQt,

Xs=X】X2

自 然 語 辞 書 照 合 解 析 文

C,XtJX2JTsJVs(Qs,Ls)TtJV1(Q1,

TEJV(QE,LE)。

図5.7中 間言語 表現生成 処理 フ ロー
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中間言語表現

生成文表現構造体 〈生成情報概要〉

[基 本構造]

コ

ド

生

成

頂||

↓

↓

↓

S

S

D

H

X

T

Tl
Ml

Ql

T2'

M2≡

Q2－

TE'
ME-

QE'

i'…'系列 情 報 …'… デー タ ベー ス識 別IDな らび に統 計 系列
の も と もとの階層(絶 対)フ ラグ。

1コ ン トロー ル コー ド

表 現 対 象 系列 の叙述 に お け る相 対 的 階層
フ ラ グ、 「内訳 」表 現 等 の叙 述 コ ン トロ
ー ル フ ラグ。

一系列 コー ド … 一統 計 系列 名 や ア イ テ ム名 、単 位 情 報 な ど

主 語 に相 当 す る。

一時点情報 …一… 期(月)や 初期、中間期 、終期 な どの時

点情報。述部 ・動詞型 の選択 に も使 う。

一評 価情 報 一…一一一特徴 抽出による時系列傾向の様相情報(

期 間最大 ・変化率最大 、第2位 …)や
連続 増加 などの連続期間識別情報 、およ
び変 動情報。

一一系列値情報 一… 統計系列の評価対象値(主 系列値)な ら

びに前期比 、前年 同期比 、前期差、前期

差の変化率、寄与度 などの従属系列値。

[句 区切 り記号]自 然言語表現のための句点情報。

…'≡時点 情 報

… ≡一評 価情 報

一一… 系 列 値情 報

[句 区 切 り記 号]

…'一時 点 情報

… …評 価 情報

一…一系 列 値情 報

[句 区切 り記 号]

点 情報
一… 一評 価 値情 報

…≡一系列 値 情報

[文 終端記号]文 章 の終 り情報。

(平成3年 度 版 に評価情報、系列情報 に項 目を追加)

図5.8中 間言語表現
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中間言語表現から自然言語表現への変換

(1).生 成文表現構造体

[基本構造]

DHXsTsMsQs, TlMIQ1, T2M2Q2,
, TEMEQE。

ー

o。
ペ
ー

[生 成 情 報 引 き渡 しパ ラ メ一 夕コ

D

H

Xi

Ti

:系 列 情 報

:DB識 別ID

:絶 対 階層 フ ラ グ

:コ ン トロー ル コー ド

:叙 述(相 対)階 層 内 訳 フ ラ グ

:叙 述 コ ン トロー ル フ ラ グ

:系 列 コー ド
:統 計 系 列 名Slア イ テ ム名S2種 類 コー ド

:系 列 単 位U有 効 桁 数 メデ ィア ンf

:時 点 情 報

:年 月(期)… …期 間 初 期 、 中 間期 、終 期

変 化 率 最 大 ・最 小 時 点

期 間 最 大 ・最 小 時 点

期 間 第2位 ・第3位 時 点
連 続 生 起点 ・終 期 点

(2).自 然語辞書照合解析文

Mi

Qi

,

o

:評 価情報

:様 相情報 ……… 変 化率最大 ・最小 フラグ

期 間最大 ・最小 フラグ

期 間第2位 、第3位 フラグ
:連 続情報 ……… 連 続増加 ・減少識別 フラグ

連続期 間
:変 動情報 ……… 同変移 フラグ、周期性 フラグ
:期 間変移情報 … 変化方 向 フラグ、極地 フラグ

変化幅増減 フラグ
:系 列値情報
:主 系列値
:前 期比 前期差 前期差の変化率
:前 年 同期比 寄与度

[句 区切 り記号]

[文終端記号]

C,XsJTsJVs(Qs,Ls),TIJV1(Q1,L1), ,TEJVE(QE,LE)。

[照 合 解析 文 パ ラメー タ]

)(V
J

Q

:述 部関数
:助 詞
:系 列値情報(系 列値Qi+単 位U)

)(L
A

N

=名 詞句(Li==A;+N;)

:副 詞 ・形 容 詞 … … 連 体 連 用 修 飾語 評 価 関 数

:名 詞 … … 名詞 評 価 関 数

図5.9中 間言 語か ら自然言語への変換
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生成文表現の簡略化

今年度 調査 で は 自然 言語 表現 によ る統 計解 析文 の生 成文 につい て、生成 文 の簡

略表 現 に ついて検 討 した。 簡略 化 は、中 間言 語表 現 の生成 時 にあ らか じめ指 定 し

た特 徴 の 自然 言語 表現 を抑 制す るこ とに よ り行 うもので あ る。簡 略 化 によ って制

限 で き る表現 は、実数値 によ る特 徴抽 出 、前年 同期 比 によ る特徴 抽 出 、大 域 的特

徴抽 出 で若干 異 な って お り、 それぞれ の場合 にっ いて 抑制 可能 な表現 を以 下 に示

した。

[実 数 値ベ ー スで の表 現簡 略 化]

①.比 較値 記 述 を省 略

数 値 表現 に係わ る出力 文型 を実数 の みの記述 と し、 カ ッコ付 き によ

るの 参照比 較値表 示 を無効 とす る。

②.次 点値 記述 を省略

期 間 第2位 、期 間第3位 とな る特 徴 を記 述 しない。

③.連 続期 間 を省略

実数 値 が連 続 して増加 また は減 少 す る期 間の特徴 を記 述 しな い 。た

だ し、連 続5時 点 以上続 く場 合 には記述 がな され る。

なお 、①.②.③.の 省略 指定 は重 複指 定が で きる。

[前 年 同期(月)比 べ ー スで の表現 簡略化]

①.次 点値 記述 を省略

前年 同期(月)比 の期 間第2位 、期 間第3位 とにな る特 徴 を記 述 し

ない 。

②.連 続期 間 を省略

前年 同期(月)比 が連続 して増 加 また は減少 す る期 間 の特徴 を記述

しな い。 た だ し、連続5時 点以 上続 く場 合 は記 述が な され る。

なお、実 数値 ベー スに おけ る参 照比 較値 に相 当す る もの は前 年 同期(月)

比 べー ス にはな いため機 能 しない。 また 、①.②.は 重 複指 定 がで き る。

[大 域 的特 徴抽 出ベー スで の表現簡略 化]

①.次 点値 記述 を省略

年(期)別 平均値 の期 間第2位 、期 間第3位 になる特徴 を記 述 しな

いo

②.連 続期 間 を省略

年(期)別 平均値 が連続 して増 加 また は減少 す る期 間 の特徴 を記述

しな い。た だ し、連続5時 点以 上続 く場 合 に は記述 され る。

また 、実 数値 の場合 におけ る参照比 較 値記述 に相 当す る もの は大 域 的特

徴抽 出 に は ないため機 能 しない。 また、①.②.は 重 複指定 が で きる。
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生成 文 表現 の簡 略化 指定 は 、SIAS上 で解 析文 生成機 構 を機動 させ る時 に メ

ニュー に よ り指示 で きる。 この指定 メニ ュー は 、対 象 テー ブルの表示 画面 か ら解

析 文生 成 まで の一 連 の手順 に含 まれ る。 記述 対 象 の選 定 にお いて実数 値、前 年同

期(月)比 、 大域 的特徴 のいず れか を選 んだ後 に、 それぞ れ に応 じた記述 レベル

指 定 メニ ュー が表 示 され る。 メニ ュー は複数項 目の同 時指 定 が可能 で あるが 必ず

1項 目は選択 しな けれ ばな らな い。 簡略 化 を行 な い場 合に は 「詳 細表示 」 を選 択

す る。 な お、詳細 表 示 と他の項 目を同時 に選 ん だ場 合 には、詳細表 示 にっ いて省

略 がな され る。解 析 文生成 系 を機動 させ る際 の記述 対象選 定 か ら記述 レベル の選

定 の流 れ を図5.10に 示 す。

詳細表示
比較値記述を省略
次点値記述を省略
連続期間を省略

詳細表示
次点値記述を省略
連続期間を省略

詳細表示
次点値記述を省略
連続期間を省略

図5.10記 述 レベ ル指 示 メニ ュ ー

生成 文 の数 値表 示部 におけ る表現形 式 は平成3年 度 調査 に実施 した もの と同 じ

で 、そ の記述 部位 にお け るコー ドパ ター ンな らび にそ の出力文型 との関係 を とり

ま とめ て お く。

各統 計 系列 ご との解 析文生 成 の際 に、数値部 表 現 は表5.2に 示す よ うに中間

処 理 が行 わ れ る。 この コー ドパ ター ンはSDBコ ー ドの種 類 コー ドに準拠 した形

式 の もので 、 「系 列知 識作成 処理 」 にお いてユ ーザが作成 登録 で きる もの であ る。

この数 値部 の表 示 形式 に係 わ るパ ラメー タは、以 下 の種類 コー ド部 分(下 位4桁)

の みで、拡 張 コー ド(4).相 当 について は ユーザが設 定登録 で きる。
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表5.2系 列 別 種 類 コー ド処 理

[凡 例]

SDBコ ー ド:

(1).類 別 コー ド:集 計 期 間 の種 別 を 表 わ す 。

コード 意味 挿入文字列 (3)、(4)の 文型内の挿入位置

M 月次 月 *1の 位 置

Q 歴年四半期 期
R 年度四半期 期
H 歴年半期 期
1 年度半期 期
C 歴年 年
F 年度 年

(2)季 節調整 コー ド:季 節調整済 かを示 す。

コード 意味 挿入文字列 (3)、(4)の 文 型 内 の挿 入 位 置

A

S

O

季節調整済(季 調済)
季節指数(季 節指数)
原 データ 挿入 な し

*2の 位 置

(3)名 目 ・実 質 コー ド:名 目 ・実 質 の種 別 。 これ に よ り数 値 表 示 部 文型 が決 ま る。

コード 意味 種別 数値表現部文型(注 意を参照)

R
金額 名目
実質

値*2(前*1比%、 前 年 同*1比%)
〈 小数 以 下2位 〉〈2位 〉 〈1位 〉

}
指数 名目
実質

値*2(前*1差 ポ イント、前 年 同*1比%)
〈小 数以 下1位 〉 〈1位 〉 〈1位 〉

Q 数量 な し 値*2(前*此%、 前年同*此%)
〈小数以下2位 〉〈2位 〉 〈1位 〉

(4)拡 張 コー ド:数 値 表 示部 文 型 が(3)と 異 な る こ とを示 す 。

コード 意味 数値表現部文型(注 意を参照)

空白 拡張 な し (3)の 文型 を用 い る

X 最新期時点の
み表現する

値(前 年同*1比%)
〈小数以下1位 〉 〈2位 〉

K 寄与度表現
をとる

値*2(前*1比%、 寄 与度%)
〈小 数以 下2位 〉 〈2位 〉 〈2位 〉

、(4)記 述 にお けるカッコ付 きの部分 は、実数値 による詳細記 述(3)注意:
指定 の場合だ け表示 し、 その他の場 合は表示 しな い。 また、値 には特徴 抽
出時 に選択 した実数値、前年同期(月)比 、年(期)別 平均値 のいずれか
の値 が用 い られ る。
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5.2.3自 然 言 語 表 現 生 成

本調 査 で検討 した統 計情 報 解析文生成 システ ムで は、 これ まで述 べ た特徴 抽 出

過 程 か ら解析文 生成 を行 うた め に、統計 系列 の抽 出特 徴を 中間言 語 レベルで コー

ド生成 す る。 この 中間言語 表現 の生 成 の 目的 は 「抽 出特徴 情報 の整理 」 にあ り、

これ に引 き続 き、 自然言 語 表現生成 のた めの自然言語辞書 か らの単語 辞書引 きや、

動 詞 ・形容詞 の活 用型 の選択 な ど、 いわ ゆる言 語処理 が独 立 して 行 え るこ とにあ

る。 そ のため統計 系列 名 や統 計専門 用語 な どの統 計知識 ベー スの 準備 と、文生 成

のた め の 自然 言語 辞書 、文法 知識 のルー ルな どを分離 して検討す るこ とが可能 と

な る。 これ らを各 々整備 して お くことに より知識情 報処理 系 と して、知識 ベ ー ス

と推論 機構、 文法 処理機 構 に基 づいた文生成 を行 うこ とが で きる。本 年度調 査 で

は平成3年 度 調査 で実施 したの と同様 の方式 で 、 「統計系列 に係 わ る内包 的知識

関 係」 は 『系列 知 識ベ ー ス』 と して 、 また 「特 徴情 報 の自然 語に よ る外延 的表現

条件 」 や 「自然 言語 間 にお け る概念 の接 続関 係」 、 「自然 言 語間 の語 用関係 」 な

どは 『自然言語 辞書 』 と して扱 った。

統計 情 報解析 文 を生 成 す るた めには これ らの辞書 を知識 ベー スと してあ らか じ

め準 備 してお く必要 が あ る。一 般 に、辞 書構成 は対象 とな るノー ドと して索 引語

(見 出 し語)に あた る 「項 目名」 と'「定 義内容 ない し説 明文」 とが1対1に 対応

す る ものであ るが 、同時 に この項 目間 の リンク情報 と して 「概念 的関 係性」 を扱

ってお く必要 が あ る。 昨年度 実 施 した よ うに、統計系列 に係 わる 『系 列知識 ベー

ス』 で は、 「統 計系列 の知識 関 係」 の構 築をIDリ ンクと して行 って いる。各統

計系列 に付 随 した さま ざまな外部知 識が 想定で きるが 、 この部分 は統 計区分 にお

け る上 位 一下 位概 念 な ど、統 計 区分 本来 の情報 につ いてのみ対象 と した。

特 に、 マ ク ロ経 済 デー タの時 系列 的特性 や循環 的特性 にみ られ る、経済 的環境

を含 んだ広範 な知 識 や経済観 測量 の固有 の読 み方 な どを知識 ベー ス化 してお くこ

とが望 まれ るが 、同時 に これ ら既知情 報 の構築 のみ な らず 、推論機 構 の充実 な ど

の発見 的手法 を拡 充 して お く必要 があ る。

また、 「自然言 語辞書 」 で は自然言 語 によ る表現 生成 を行 うた め に、品詞 情報

や語用 表現 に対応 した項 目ノー ド、統 計情 報の抽 出特徴 に相 当す る評 価値 に対応

した知 識 ノー ドを考 え、 これ らの間 の ネ ッ トワー ク構造を準 備 した。

①.系 列 知 識 ベ ー ス フ ァ イ ル:IDリ ンク情 報

現 行 のPPISで は 検 索 結 果 の ユ ー ザ フ ァ イ ル作 成 時 に 、 系 列 デ ー タ名

(連 番)をIDと して ユ ーザ 指 定 で き る 、本 調 査 で 検 討 して い る統 計 情 報

解 析 文 生 成 シス テ ムで は これ に対 応 した 統 計 系 列情 報 のIDコ ー ドと して

一 致 を と る必 要 が あ る 。 統 計 知 識 の基 本 とな るIDは この 系 列 コー ドで 、

こ れ を ノ ー ド(見 出 し語)と して 系列 名 称 や ア イ テ ム 名 、 階 層 情 報 、 単 位

な どの 各 知 識 項 目 ノー ドへ と リン クが 張 られ る。 こ れ ら フ レー ム構 造 を も

つ 系 列 知 識 の セ ッ トと統 計 系 列IDコ ー ドとは1対1対 応 を な す もの で あ

る。 この 系 列 知 識 ベ ー ス は統 計 系 列 名(PRDBの 場 合 は ア イ テ ム名 と合

せ て)が 生 成 文 の 主 語 と して 参 照 され る。 ま た 、 系 列 知識 フ ァ イ ル*.1
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Dと して作 成 され る系列 知識 ベー スでの上位 一下位 の概念 関係 は、 こ の系

列 コー ドの並 び順 と階 層情 報 とに よ って統計 区分概 念 を形成 す る(対 象 と

な る統 計系 列 デー タの親子関 係 、兄弟関 係 な ど)。

この 系列 知識 ベ ー スにおけ るIDコ ー ドは、統計 系列 名称 と統計 系列 自

身 の属性 情 報を 含 み、統計情 報解析 文生 成 シス テム におけ る検 索結 果 の加

工処理 時 に も参照 され る。 さ らに解 析文生成 時 にお け る 「内 訳 表現」 の識

別 や 「寄 与度 」 の算 出な どに も用 い られ る。

②.自 然 言 語 辞 書 フ ァイ ル:SDリ ン ク情 報

これ は 自然言 語 表現 に よる統計 解析文 を表現 す るた めの 辞書 で、単 語 の

意 味 と語用 に係 わ るノー ド間 の リンク情 報 を もつ もの であ る。 この辞書 は

中間言 語 に よる表現構 造体 か らの コー ドを自然 言語 に変 換 す る際 に参照 さ

れ る もの で、単 語 の品 詞 や接 続情 報(単 語 間の接続 性、活 用型 な ど)、 前 期

比 や前 年同 期比 な どに対応 した数 値表現 条件 、上位 一下 位概 念 の 「内訳 関

係 」、 改行 情報 な どを表現す る。 系列知 識のIDフ ァイル とは異 な り、辞

書 引 きを行 う順序 は 「中間言 語表 現」 の コー ド生 起順 に行 われ 、主語 を系

列知 識 か ら読 み込 んだ後 に、対応 す る 「時点 情 報」 の表現 、述 部 の名 詞句

(副 詞 ・形 容詞+名 詞)の 選定 、 その動詞型 の決定 が順 に行 わ れ る。

この辞 書 構成 は 「主語 系統 」 および時 系列 情報 と して の 「時制 系統 」 、

「助詞 系 統 」、 「述部 ・動詞 系統 」、 「副詞 ・形容 詞 系統 」 よ りな る。 こ

こで は該 当 す る述 部表現 におけ る名詞 句 の決定 に 「副 詞 ・形容 詞 系統 」 と

「名詞 系 統 」が品 詞指定 によ り同 時選 択 され、 その接 続条 件 において 「述

部 ・動 詞 系統 」 、 「助詞 系統 」の組 み合 わせが決 め られ る。 この と きの接

続 関係 と して はF接 続 、V接 続 、T接 続 が用 い られ る。F接 続 では副 詞 ・

形 容詞 と名詞 表現 との 「語用関 係:Friendly」 によ る同時 生起 グルー プを、

V接 続 は動詞 系表 現の 「～で あ る型 、～す る型 、～ とな る型 、～ します型」

の4表 現 を 、T接 続 は動 詞表現 が 「初 期 、中間期 、終 期」 時点 特有 で あ る

か どうかを決 め る もの とな ってい る。 また、助 詞 系統 はこれ らの組 み合 わ

せか ら最 終 的に選 定 され る。一 方 、名詞系統 に おいて 前期 比 、前年 同 期比 、

前 期差 の変化率 、連続期 間性 な どの数値 属性 に従 う単 語 にっ い ては、 これ

らの数 値 条件 や辞 書の 「条件」 パ ラメー タによ って指 定 され る。

この 自然 言語 辞 書 はSDフ ァイル と して 「6.自 然 言語 辞書 作成 処 理」

に おいて そ の修正 加工 が可能 であ る。 これを実 際 に参照 した解 析文 生成 は

「2.検 索 結 果加 工処理 」、 「4.自 動 解析文 生成 処 理」 のプ ロセ ス にお

いて行 われ る。
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③.支 援 リ ンク知 識 フ ァ イ ル:RKリ ン ク情 報

これ は直接的 な辞書 とは異 な り、平成3年 度 調査 時点で準 備 した もので

あ るが 、統 計系列 間 にお ける外部 知識関 係を与 え る1つ の試行 で 、 「支援

リンク知識 フ ァイル」 と して挿入 型の解析文生成 を行 う機 能 で ある。 この

フ ァイル と して変 数系列 名[]と 演算子*、/、+、 一に よ る数値表 現 を

含 む文 章形 式が指定 されて い る場 合、生成時 に この フ ァイ ルを連結 した と

きに該 当す る主題 系列 名 の前(一)、 後(+)に その表現 が挿入 され る もので あ

る。 この フ ァイル上 で の変数 系列 名[]に 対 し、統 計 系列 名 を対象 テー ブ

ル よ り前 方 一致 探索 し、統計値 の演算結 果 な どの表 現 を生成 付加 させ る こ

とがで きる。な お

統 計情 報解析 文生成 システ ムで は これ らの辞 書 によ り統 計情報 の知識 表現 に係

わ るネ ッ トワー クが実 現 され る。 ①.IDリ ンク情報 では統計系列 自身 の相互 概

念関 係 が位置 づ け られ、 ②.SDリ ンク情報 で は中間言語 表現か ら自然 言語表現

へ の辞 書 的対応 が 、 さ らに ③ .RKリ ン クにお いて は系列 間 の拡張 記述 が可能 と

な る。 なお、本 年度調 査で は内容 的 には 自然言 語辞書 の拡 張 などを行 って い るが、

本質 的 には これ ら辞書 引 きのた めの エ ン ジン相 当の特徴抽 出系、解析 文生成 系の

改善 に重点 を おい てい るた め、 これ らの知識 ネ ッ トワー クの構造 自体 は平成3年

度実施 におけ る統 計情 報解析 文生成 システム とほぼ同等 の ものとな ってい る。
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ここでは述 部 、動詞 系統 の表現 を生成 す る際 の表現 ルー ル にっ いて説 明す る。

統計 デ ー タの 時 系列 的記述 を行 う場 合 には、初 期時点 か ら現 時点 な い し特定 の終

期 時点 まで を経年 的 に時 間順 に表現 す る ことが多 く、本 システム にお いて も この

よ うな生 成文 の流 れを構成 す る もの とした。 この場 合 、時 系列 的 に複 文構造 を と

り、個 々の時 点 の記述 を句点 で繋 い で表 現す る もの と した。

また、慣用 的な表 現 で は、 「～で あ り、～ と推移 し、～ とな った。 」 の よ うに、

静態 的表現 か ら動 態的表 現 に文 の中 間で変化 した場 合 、それ に続 く表 現 で は一 般

に動態 的表現 を とるこ とが多 い。 この様子 を図5.llに 示す 。

<初 期時 点:S> <中 間時点:R> 〈終期 時点:E>

静劇 表現1 →
、 静 態的表現 一ヲ 、 静 態的表 現 → 。→

→ 動態的表現

→ ⊥
、

一

動態的表現 → ・ † 動態的表現 下 ・

:
i『

『(静 態 的 表 現)i-1

図5.11時 系列 推移 表現

この よ うに複 文 の各 々 の述部 ・動詞 系統 の表 現 を静態的 表現 と動 態 的表現 で分

けて見 た場 合 、慣 用的 に は動態 的表現 か ら静 態 的表 現 への変化 がみ られ ない傾 向

が あ る。

これ らの こ とか ら本 調査 で は 「～で あ る型」 の静態 的表現 と、 「～す る型 」 お

よ び 「～ とな る型 」の動 態的表現 を検討 した。 これ らの3っ の表現型 は時系 列記

述 の典 型 とな る もので あ る。 また、 これ らの時 系列 的関連性 について は述部 ・動

詞系統 の 自然 言語 辞書 か らの辞 書引 きの際 に、 ルール に基 づ いて選択 され る。

さ らに本 年 度 で は この3表 現 に加 え 、統 計解析文 の時 系列 的記 述 とは別 に、表

題 記述 に限 り 「～ します型 」 の能動 的表 現 を追 加 した。表題 文の記述 で は統 計 デ

ー タの時系列 的な 記述 と異な り、記述主 体 の動 作 に相 当す る能動 的な 表現が 必要

と され るため 、 「～解説 します 。」 に相 当す る表現 を導入 す る こと と した。

統 計解 析文 生成 にお け る述 部 ・動 詞型 の表現 形式 を表5.3に とりま とめ た。
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表5.3述 部 ・動 詞型 の表現形式

[静 態 的表現]

～ で あ る型(Existence型)の 述 部 表 現 活用型

～ 時 点 で は … で あ った 。
～ 時 点 で は … と不 振 で あ った 。

あ っ た 。 → あ り 、

[動 態的表現]

～ す る型(Doing型)の 述 部 表 現 活用型

～ 時点 で は … と推移 した
。 した 。 → し 、

～ 時点 で は … と漸次 推移 した。
～ 時点 で は … と堅調 に推移 した。
～ 時点 で は … と安定 的 に推移 した。
～ 時点 で は … と好調 に推移 した。
～ 時 点 で は … と低 迷 した 。

～ 時点 で は … と伸 び悩 んだ。

～ と な る型(Becoming型)の 述 部 表 現 活用型

～ 時 点 に は … と な った 。 な っ た 。 → な り 、
～ 時 点 には … と最 高(最 低)と な った 。 っ た 。 → り 、
～ 時 点 には … と最 大(小)と な った 。
～ 時 点 には … と横 這 い とな った 。
～ 時 点 には … と同 様 とな った 。

～ 時 点 に は … と上 回(下 回)っ た。

(な る一比 較表現)
～ 時点 に は … と、++時 点 を上 回(下 回)っ た 。
～ 時点 に は … と、XX期 連 続 して横 這 い と な っ た。

(か ら一 な る表 現)
～ 時点 か らXX期 連 続 して 横 這 い とな った 。

[能 動 的表現]

～ します 型(Making型)の 述 部 表 現 活用型

… を解 説 し ます 。
… を解 説 し ま した 。

し ま す 。 → し 、
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本調 査 にお ける生成解 析文 で は図5.9に 示 した よ うに、抽出特 徴 は述 部 関数

の中 に コー ドと して引 き渡 され、述部表 現 と して一括 して処 理 され る。述 部関数

で は抽 出特徴 が 自然言語 一覧 に示 した名詞系統 の単語 群 よ り決定 され 、 さ らに副

詞 ・形容 詞系統 の単語 が その特 徴表現 を修飾 す るよ うに選択 され る。 これ までに

も明 らか に した よ うに、実際 に は抽 出特徴 は中間言語 コー ド列 と して一旦 、評価

情報 の フラグや系列値情 報が生成 され る。 この ときの評価 情報 の フ ラグは特 徴 の

大 まか な種別 を意 味 して い る ものの、 これは 自然言語辞書 におけ る単 語 に一対一

に対応 した もの とはな ってい ない。 自然言語辞 書か らの単 語 の選 択 は評価情 報 に

おけ るフ ラグ情報 や系列値 情報 を もとに、前節5.2.3に 示 したIDリ ンク情

報 や接 続 関係 な どのSDリ ンク情報 を満 たす概念 的意味構成 のなか か ら行 わ れ る

ことに な る。

本年 度調査 で は統計解 析文 表現の拡充 を図 るため、名詞 系統や副 詞 ・形容 詞系

統 の単 語選択 に関 して、中 間言語 コー ドにお け る評価 情報 や系列 値 情報 の種 類 の

拡張 を行 った。 評価情報 の種 類 と して は、統計 系列 の実数値 の評 価 の他 に、前期

比や前 年同期(月)比 とそれ らの変 化率 、前期差 と前 期差 の変化 率 、年(期)別

平均値 な らびに年(期)別 平均 値の前年(期)比 や その変 化 率な どを複合 的 にみ

ることに した。 しか しなが らこれ まで に示 した とお り自然 言語表 現 において は、

その表現 世界 にお ける単 語間 の ネ ッ トワー クが固有 に構成 されて い るため、 これ

らの評価 情報 をすべて無 条件 に同時 処理 して も単一 的 に辞 書検索 が で きる もので

はな く、 また文 と して の表現 の一貫 性 を保 つ こともで きな くなる。 そのた め本 年

度調 査 に おけ る統 計情 報 解析文生成 システムで は、解析文 生成 の 「視 点」 とい う

概念 を設 け、解析 文生 成 時点 に特徴 抽出系 を実 数値 ベ ー ス、前年 同期(月)比 べ

ー ス、大 域的特徴 ベー スの いず れかを基準 として機 動 させ る ことと した。

以 下 、 ここで はそれ ら単語選択 に係わ る特徴 抽出基準 と して、 自然 言語 辞書 に

おけ る 「単語 」 と 「その 表現 す る意 味 と条件」 、 「辞 書単 語 の設定 条 件」、 「評

価情報 フ ラグ」 について 表5.4、 表5.5、 表5.6に と りま とめた。
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表5.4実 数値 ベースの記述 における単語選択

単語 単語の表現する意味と条件 辞書単語の設定条件 フラグ

前期(月)比 CC

漸次増加 部分期間で実数値が漸次増加 もしくは減少する +1,001

漸次減少 こ と 。
一1
.001

系列の集計期間
～期連続して 部分期間で3期 以上連続 して増加もしくは減少 期別
～ ヵ月連続 して す る こ と 。 月別

実数値その ものがユニークに定 まるもの。 抽出特徴により対応する単語を選択

ただ し、初期表現、終期表現 を除 く。 す る。

期間最大 最大値:次 点値 との比が0.5%以 上 。
MX

期間最小 最小値:次 点値 との比 が0.5%以 上 。
MN

期間第2位 期間第2位:最 大が記述され隣 り合わない。
M2

期間第3位 期間第3位:第2位 が記述され隣り合わない。 M3

前期(月)比 R1

激増 実数値の増減の程度を表現する。ただし、初期 +1,150

増加 表現 は除 く。
+1,030

激減
一〇.850

減少
一〇.970

前期(月)比

著 しく 期間中、+方 向 もしくは一方 向に実数値の変化 >0.250

大幅に が増大するときの修飾語。 >0.125

(な し)
>0.075

若干 >0.030
、

前期(月)比 R2

続騰 実数値が2期 続けて同様に変動すること。 +1,050

続落
変化の方向が前期(月)と 同 じで、変化の絶対

一〇.950

前期(月)差 の変化率

引続き 値 が増大 しているときの修飾語。
〈0.05

前期(月)比:年(期)別 平均値 R3
の前年同(期)比

横這い ある部分期間の推移の状態が前年に沿っている 〈0.030〈0.030

推移 もの。 ただ し、3期 以上連続 のデー タが対象。
〈0.100

年(期)別 平均値の

前年同期(月)比

好調に 典型的な特徴の無い期間を対象に、年(期)別 +1,045

安定的に 平均値をとり、その前年同期(月)比 の大 きさ +1,040

堅調に による修飾語。ただ し、1年 と1期 分以上のデ
+1,035

(な し)
一 夕を対象。 〈0.030

低調に
一〇.065

数値記号
以上記号
以下記号
内側記号
外側記号

十a

a

〈a

>a

a以 上

a以 下

(1-a)以 上 かっ

(1-a)以 下 または

(1+a)以 下[1.0基 準]

(1+a)以 上[1.0基 準]
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表5.5前 年 同期(月)比 べー スの記述 における単語選択

単語 単語の表現する意味と条件 辞書単語の設定条件 フラグ

前年同期(月)比 の前期(月)比 CC

漸次増加 部分期間で前年同期(月)比 が漸次増加(減 少 +1,001

漸次減少 )す る こと。 ただ し、初期表現 または終期表現 一1
.001

を除 く。 系列の集計期間
～期連続 して 部分期間で3期 以上連続 して増加(減 少)す る 期別
～ ヵ月連 続 して こ と。 月別

値 そのものがユニー クに定 まるもの。 抽出特徴により対応する単語を選択
ただ し、初期表現または終期表現を除 く。 す る 。

期間最大 最大値 次点値 との比が0.5%以 上 。 MX

期間最小 最小 値 次点値との比が0.5%以 上 。 MN

期間第2位 期間第2位 最大が記述され隣り合わない。 M2

期間第3位 期間第3位 第2位 が記述され隣り合わない。 M3

前年同期(月)比 の前期(月)比 R1

激増 前年同期(月)比 の増減の程度を表現する。 +i,150

増加 ただ し、初期表現または終期表現を除 く。 +1,030

激減 一〇
.850

減少 一〇
.970

前年同期(月)比 の前期(月)比
著 しく 期間中、+方 向もしくは一方向に前年同期(月 >0.250

大幅に )比 の変化が増大するときの修飾語。 >0.125

(な し) >0.075

若干 >0.030

前年同期(月)比 の前期(月)比 R2

続騰 前年同期(月)比 が2期 続けて同様に変動する +1,050

続落 こ と 。 一〇
.950

前期(月)差 の変化率
引続 き 変化の方向が前期(月)と 同 じで、変化の絶対 〈0.05

値が増大 しているときの修飾語。

数値記号
以上記号
以下記号
内側記号
外側記号

十a

a

〈a

>a

a以 上

a以 下

(1-a)以 上 かっ

(1-a)以 下 または

(1+a)以 下[1.0基 準]

(1+a)以 上[1.0基 準]
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表5.6大 域的特徴 ベー スの記述における単語選択

単語 単語の表現する意味と条件 辞書単語の設定条件 フラグ

年(期)別 平均 年(期)別 平均 Gl

全期間を通じた年(期)別 平均値の伸びの勢い 値の前年(期)値 の前年(期)

(変 化 率)。 比 差の変化率

鈍化 増加(減 少)の 方向が一定で、伸び幅の絶対値 +1,000-1.00

低迷 が増加(減 少)傾 向 にあ ること。 一1
,000-1.00

急成長 +1,000+1.00

急落 一1 .000+1.00

全期間を通 じた年(期)別 平均値の変動幅の増 年(期)別 平均値の G3

減 傾 向。 前年(期)差 の変化率
収束 伸び幅の絶対値が増加(減 少)傾 向にあること 一1

.00

発散 o
+1.00

全期間を通 じた年(期)別 平均値の変動形状。 終年(期)の 前年(期)比 G2

山 を形成 ・ 年(期)別 平均値の変動が極値を一つだけ持っ 一1
.000

谷を形成 こ と。 +1,000

部分期間で年(期)別 平均値が漸次増加(減 少 年(期)別 平均値の前年(期)比 CC

漸次増加 )す る こ と。 +1,001

漸次減少 一1
.001

部分期間で3期 以上連続 して増加(減 少)す る 系列の集計期間
～期連続して こ と 。 月別

値その ものがユニー クに定 まること。 抽出特徴により対応する単語を選択
ただ し、初期表現 または終期表現 を除 く。 す る。

期間最大 最大値 次点値 との比が0.5%以 上 。 MX

期間最小 最小値 次点値 との比が0.5%以 上 。 MN

期間第2位 期間第2位 最大が記述され隣り合わない。 M2

期間第3位 期間第3位 第2位 が記述され隣 り合わない。 M3

年(期)別 平均値の前年(期)比 R1

激増 年(期)別 平均値の増減の程度を表現する。た +1,150

増加 だ し、初期表現 また は終期表現を除 く。 +1,030

激減 一〇,850

減少 一〇
.970

年(期)別 平均値の前年(期)比
著 しく 期間中、+方 向 もしくは一方向に年(期)別 平 >0.250

大幅に 均値の変化が増大するときの修飾語。 >0.125

(な し) >0.075

若干 >0.030

連続した年(期)別 平均値が2期 続けて同様に 年(期)別 平均値の前年(期)比 R2

続騰 変動す ること。 +1,050

続落 一〇
.950

変化の方向が前年(期)と 同じで、変化の絶対 前年(期)差 の変化率

引続き 値が増大 しているときの修飾語。 〈0.05

数値記号
以上記号
以下記号
内側記号

外側記号
'

十a

-a

〈a

>a

a以 上

a以 下

(1-a)以 上 か っ

.(1-a)以 下 ま た は

(1+a)以 下[1.0基 準]

(1+a)以 上[1.0基 準]
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#500:&:副 詞 ・形 容 詞 系統

#501:+:好 調 に

#502;+:安 定 的 に

#503:+:堅 調 に

#504:+://

#505:+:低 調 に

#506:+:引 続 き

#507:C:同 様 に

#508:+:著 し く

#509:+:大 幅 に

#510:+://

#511:+:若 干

#512:+:[C]ヵ 月 連 続 して

#513:+:[C]期 連 続 して

#600:&:名 詞 系 統

#601:+:横 這 い

#602:+:推 移

#603:+:激 増

#604:+:増 力日

#605:+:激 減

#606:+:減 少

#608:+:漸 次 増 加

#609:+:漸 次 減 少

#610:+:期 間 最 大

#611:+:期 間 最 小

#612:+:期 間 第2位

#613:+:期 間 第3位

#614:+:続 騰

#615:+:続 落

#616:+:鈍 化

#617:+:低 迷

#618:+:急 成 長

#619:+:急 落

#620:+:収 束

#621:+:発 散

#622:+:山 を 形 成

#623:+:谷 を 形 成

:A
:A
:A

(NULL):A
:A
:A
:A
:A
:A

(NULL):A
:A
:A
:A

D

D
D

D

D

B

B
D

D

D

D

D
D

F
F

F

F

F

F

G
G

G

G

G
C

C

E

E

E

E

E
E

E

R
R

R

R

R

R

R
R

R

R

R
R

R

::+1.045:R3

::+1.040:R3

::+1.035:R3

:':〈0.030:R3

::-0.065:R3

::<<0.05:R2

:〈0.050:<<0.05:R2

:>0.250:
:>0.125:

:>0.075:

:>0.030:

1

1

1
1

M

K

R

R

R
R

C

C

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N
N

N

N

N

N

N
N

N

N

N

N

#900:&:コ ン トロ ー ル 系

#901:C:([*]):H

#902:+:(*):H

#903:+:/S(内 訳:前 改 行 段 落):H1

#904:+:/¥(内 訳:後 改 行 付 き):H2

#905:+:/X(本 文:前 改 行 段 落):H3

#906:+://(NULL):H4

B

D

D

D

D
D

D

D

B

B
B

B

D

D

D

D
D

D

D

D

D

D

F

F

G
G

G

G

C

C

G
G

E

E

E

E

E

E

R

R

R
R

R

R

R

R
R

R

R

R

R

R

E

E
E

E

E

E

E
E

:〈0.030:〈0.030:R3

::〈0.100:R3

:+1.150:

:十1.030:

:-0・850:

:-0.970:

:十1.001:

:-1.001:

:+1.050:

:-0.950:

1

1

1

1

C
C

X

N

2

3
2

2

R

R

R

R

C
C

M

M

M

M
R

R

:+1.000:一 一1.00:G1

:-1.000:一 一1.00:Gl

:+1.000:++1.00:Gl

:-1.000:++1.00:G1

::一 一1.00:G3

::++1.00:G3

:-1.000::G2

:+1.000::G2

:H
:H

:CH

:CX

#999:&:
¥#

数値記号

以上記号
以下記号
内側記号
外側記号

十a
-a

<a

>a

:a以 上

:a以 下

:(1-a)以 上 か っ(1+a)以 内[1.0基 準]

:(1-a)以 下 ま た は(1+a)以 上[1.0基 準]

(同 期比欄に同記号を2っ 重ね ると前期差の変化率を対象 にす る(本 年度追加))
(例) 8

8

2

9
∨

【
U

O

∩
V
O

O

O

十

一

〈

〉

十十

一一一 〇.8以 上
一ー一 〇

.8以 下
一一一 〇.8以 上and1.2以 内

一一一 〇.7以 下or1.3以 上

一一一 前 期 差 の 変 化 率 がO .5以 上
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5.3生 成 テ キ ス トの ハ イ パ ー 化 処 理

ここで は、 本年 度追加 した生 成 テ キ ス トのハ イパー 化処 理 機能 につ いて要 件 を

ま とめ る。 この機 能 は統 計情報 解析 文 の生 成後 にその 系列 名 を直接 指定 す る こと

によ り、 該当 す る統計系 列の グ ラフ を表 示 させ る機 能 であ る。

5.3.1グ ラ フ表 示 機 能

グラ フ表示 機能 は検索 デー タを系列 ご とに グ ラフ表 示す る もの で あ る。 こ こで

は、 この機能 の概 要 と表示 の方法 にっいて述 べ る。 また、 このグ ラフ表示機 能 自

体 は対象 テー ブル の表示 加工 段階 で メニ ュー選 択で き る もの と同 じで あ る。

(1).時 系 列 グ ラフ と循 環 グ ラ フ

本年 度 の システ ムで は時系列 グ ラフ と循環 グ ラフの2種 類 の グ ラフ表示 形 式 が

選 択 で き、一方 の表示形 式か ら他方 の表示形 式 に切 り替 え る こと も可 能 で あ る。

こ こで 、時系列 グ ラフ とは横軸 に時 間軸 を と り、値 の時系 列 によ る変 動 をみ る も

ので あ る。本 年 度 システ ムの時 系列 グ ラフ機 能 として メモ リ容量上 で3系 列 まで

同時 に表示 させ る ことが で き、それ ぞれ につ いて実数 値 、前年同期(月)比 、移

動 平均 値 を重 ね る ことが 可能 であ る。

一方 の循環 グラ フは
、2っ の統 計 系列 を縦軸 と横軸 に とりその相 関 な い し循環

をみ る もので あ る。本 年度 システ ムの循 環 グラフ機能 で は通 常の表 示 の他 に 、時

系 列的 に1時 点 ず っプ ロ ッ トす るステ ップ機能 につ いて付加 した。 これ によ りプ

ロ ッ トの タイ ミン グを コ ン トロール で きるた め、座標 面で の動態 的推 移 を追 うこ

とがで き る。 また 、各 グ ラフ画面 について はその まま プ リンタに イ メー ジ出力 す

ることが可能 で あ る。

(2).グ ラ フ表 示 方 法

グラ フ表示 機能 への移 行 は2っ の方法 があ り、ひ とつは対象 テー ブ ル表 示 画面

か ら 「グ ラフ表示 」 スイ ッチ を選択 して移 る方 法、 も うひ とつは 自然 言語 表 現表

示 画面 か ら 「グ ラ フ表示 」 スイ ッチ を選択 して移行す る方 法 であ る。 それ ぞれ の

場 合 につ いて手順 を示 す。

・対 象 テー ブル表示 画面 か ら グラフ表示 に移 行す る場 合

①.グ ラフ表示選 択

対 象 テー ブル表示 画面 の最下 行 のパ ネル スイ ッチ の設 定。

②.グ ラフの種 類選択

時 系列 グ ラフ、循環 グラフか の選択 。

③.表 示 系列選択

時 系列 グ ラフで は3系 列 まで 、循環 グ ラフで は2系 列 を選 択 。
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④.表 示条 件設定

パ ネル表示 か らの設定 。設定 内容 は時系列 グ ラフ と循 環 グラ フの

場 合 で は異 な る。以下 、 その詳 細機能 につ いて説 明す る。

[時 系列 グ ラフの表示 条 件設定]

設定項目 選択条件 説明

種類 実数比 実数値の基準値に対する比
前期比 実数値の前期比
前年同期比 実数値の前年同期(月)比
回帰直線 各表示値に基づく回帰直線
移動平均 ・類 別 デー タでは移動平 均 期 間

は3期 ま たは4期 か ら選 択 。
・月別 デー タでは移動平 均 期 間

は3ヵ 月,4ヵ 月,12ヵ 月 か

ら選 択 。

基準変更 基準時点の設定 基準値を初期時点以外に変更。
基線 表示/非 表示 参考 基線 の表示。

期間 1,3,5年(期) 表 示期 間数(期 別 デー タの時)
1,2,3年(月) 表 示期 間数(月 別 デー タの時)

目盛 ×0.2,×0.5, 縦軸表示の倍率
×1,×2,×4

[循 環 グラ フの表 示条 件設 定]

設定項目 選択条件 説明

種類 実数比 実数値の基準値に対する比
前期比 実数値の前期比
前年同期比 実数値の前年同期(月)比

モ ー ド 一 括 一括 表示指 定。

ス テ ッ プ ス テ ッ プ表 示 指 定 。

転置 選択/非 選択 x軸 とy軸 系列 を 置換。

日付 表示/非 表示 時点 を表示。
マ ー カ ー 表示/非 表示 マ ー カ ー を 表 示 。

基線 表示/非 表示 参 考基 線 を表 示。

目盛 自 動,×0.2,×0.5 縦軸表示の倍率
×1,×2,×4

⑤.以 上 の ④.の 選 択 の 後 、 グ ラ フ が 表 示 さ れ るが 、 グ ラ フ表 示 して い る

画 面 か らの ②.③.④.へ の再 選 択 が 可 能 で あ る。 こ れ に っ い て も時 系

列 グ ラ フ と循 環 グ ラ フで は 異 な るた め 、 各 々 に つ い て 説 明 す る。
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[時 系列 グ ラフ面 で の選択 項 目]

選択項目 説 明

変換 時 系 列 グ ラフ と循 環 グ ラ フを ス イ ッ チ す る 。
・ただ し、3系 列選 択時 に は先 の2系 列 の

組 み合 わせで循環 グラフが表示 され る。
選択 表 示 系 列 の選 択 メ ニ ュ ー に戻 る。
設定 設定 に戻 る。
印刷 プ リン タ へ の グ ラ フ 出力 。

[循 環 グ ラフ面 での選 択項 目]

選択項目 説 明

変換 時 系列 グ ラフ と循 環 グ ラ フを ス イ ッ チす る 。

参照 時 系列 グラフか らの移行 時に3系 列選 択 され
て い る場 合、順 に組 み合 せ表 示 。

選択 表 示 系 列 の 選 択 メ ニ ュ ー に戻 る 。

設定 設定 に戻 る。
印刷 プ リン タ へ の グ ラ フ 出力 。
ス テ ッ プ 循 環 グ ラ フを ス テ ップ表 示 す る 。
リセ ッ ト ステ ップ表 示時 の グ ラフ初期 化 。

・自然言 語 表現 表示画 面 か らグ ラフ表 示 に移行す る場合

①.グ ラフ表示選 択

生 成文表 示画面 の最 下行 パネ ル スイ ッチの設定。

その時、 生成文 の各 系列 名が反転表示 され る。

②.表 示 系列選 択

時 系列 グ ラフ画面 用 に3系 列 まで同時 選択 が可能 。

③.表 示 条件設 定

時 系列 パ ネル表示 か らの設定 。

以 下 、 それ以降 の操 作手順 は対象 テーブ ル表 示 画面 か ら機 動 した場 合 と同

様 で、循 環 グ ラフへ は時系列 グ ラフの表示 状態 か ら 「変 換」 操作 によ って移

行 で きる。
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5.3.2ハ イ パ ー グ ラ フ 指 定

ここで はハ イパー グ ラフ指定 の概要 と、それ を実現 す るた めに追 加 した系列名

位 置情 報 フ ァイル にっ いて説 明す る。

(1).ハ イ パ ー グ ラ フ 指 定

ハ イパー グ ラフ指定 とは、 自然 言語 表現 によ る解析 文表 示画面 か らグラフ表示

処理 を呼 出す 指定 方法 を指す 。 この とき グラフ表示 させた い系列 を指定す る際 に、

生成文 テ キ ス トか らグ ラフ表 示 させ たい 系列 を選 ぶ ことにな るが 、 このよ うなデ

ィスプ レイ表 示 された文 中の情 報 を指 標 と して別 の情 報を 引 き出す 方式 をハ イパ

ー テキ ス トと呼 ぶ。本年 度調 査 では 自然 言語 表 示 とグラフ表示の 間 にハイパー テ

キ ス ト方 式 を導入 し、 これ に よ って呼 出 され る グ ラフをハ イパー グラ フ指定 とし

た。 こ こで は生成 文 にお ける統計 系列 名 を呼 出 し関数 と して 、画面 上 で表示 され

て い る位 置情 報 を取得 させ、 その表示 範 囲内 を マ ウスによ りク リ ック させ る こと

で システ ムを機動 させ る もの と した。

(2).系 列 名 位 置 情 報 フ ァ イ ル

ハ イパ ー グ ラフ指定 を可能 とす るた め にそ の指定情 報 を新 たに検 討 した。 ここ

で はその概要 と管 理方 法 につ いて述 べ る。

ハ イパ ー グ ラフ指定 の ため に システ ム内部で は自然 言語 表現 に基 づ く生成 文 中

の系列 名位 置情報 が必 要 とな る。そ の ための管 理情報 と して は、生 成文 中の系列

名 表記 位 置(先 頭 位 置)の 他 、系列 名称 の文字 列長 、表示 生成文 におけ る対 象 系

列 の表 示順 位 を示 す シー ケ ン シ ャル番号 が必要 で あ る。 これ らの情 報 に基 づ いて

生 成文 中 で表示 された系列名 称 をマ ウス によ り指定 した際 に、反 転表示 させ グラ

フ表示 用 デー タを呼 出す もの とす る。 この管理 情報 と しての 系列 名位 置情 報 ファ

イ ルは一 時 フ ァイル と して外 部 に生 成す る もの と した。 この系列 名位 置情 報 ファ

イ ルは生成 文 とグ ラフ表 示機 能 の間 で の情報交 換 に用 い られ る。 この系列 名位 置

情 報 の構造 を 図5.12に 示 した。
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ー

系列名位置情報の引き渡し

(1).系 列 名位置情報構造体

[基本構造]

YsPsKs YlPlK1 Y2P2K2 YEPEKE

[位 置情 報 引 き渡 しパ ラ メー タ]

Yi:系 列 シー ケ ン シャル番 号
P・:文 中 に お け る系列 名 の先 頭 位 置情 報

Ki:系 列 名 文 字 列 の長 さ

(2).系 列 名 位 置 情報 フ ァ イル レ コー ド

[基 本 構 造]

BYsBPsBKs BYIBPIBK1 BY2BP2BK2 BYEBPεBKE

(1レ コー ドは8バ イ ト固定)

[位 置 情 報 引 き渡 しパ ラ メー タ]

BYl:系 列 シー ケ ン シャル 番号

BPi:文 中 に お け る系列 名 の先 頭 位 置 情 報

BKi:系 列 名 文 字 列 の長 さ

(2バ イ ト表 現)
(4バ イ ト表 現)

(2バ イ ト表 現)

図5.12系 列名位置情報構造体 とフ ァイル



第6章 プログラム運用評価結果

一107一



、



第6章 プ ロ グラ ム運 用評価結 果

統 計 情 報 解 析 文 生 成 ア ル ゴ リズ ム を も とに、 プ ロ トタ イ プ と して作 成 した プ ロ

グ ラ ム に っ い て 運 用 評 価 を 行 った 。 こ こで は、 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ステ ム(S

IAS:StatisticallnformationAnalyzeSystem)は パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー

タ にお け る ロ ー カ ル処 理 と し、 実 際 のPPISに よ り提 供 され る各 種 統 計 デ ー タ

に基 づ い た 解 析 文 生 成 を 試 行 し、 これ を 検 証 、 評 価 した。

こ こ で は 、 第5章 で提 示 した 統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム にっ い て 、 そ の 知 識

型 ユ ー ザ イ ン タ フ ェー ス機能 に もとつ く時 系 列 グ ラ フ 、循 環 グ ラ フ機 能 や 、 統 計

情 報 解 析 文 の 定 性 的大 域 的 特 徴 抽 出 な ど の評 価 結 果 を と り ま とめ た。 ま た 、 これ

ら グ ラ フ機 能 な ら び に シ ス テ ム機 能 に つ いて の 運 用 評 価 を 行 い、 今 後 へ の課 題 な

どを と りま と め た 。

6.1統 計情 報解析 文生成 システム(SIAS)運 用法 概 要

本 調査研 究 で は統計 情報 に もとつ く解 析文生成 の事 例 と して、 国内 マク ロ経済

統 計(SDB)な らび に生産動 態統計(PRDB)に つい て とりあげ運用 評価 を

行 った。以 下 、PPISに よ るデー タベー ス検索 か らその入 力 デー タを作成 し、

統 計情報 解析 文生成 に至 るまで のデー タ操作 の流 れ に添 った運用手続 きの概 略 を

説 明す る。

(1).前 処 理:デ ー タ ベ ー ス検 索 か ら フ ァイ ル 作 成 まで

PPISデ ー タ ベー ス か ら の統 計 デ ー タ検 索 は ガ イ ドシ ス テ ムWINGや 汎 用

検 索 シ ス テ ムMUE、 さ らに は各 種 専 用 編 集 シ ス テ ム な ど を 経 由 して 行 う こ とが

で き るが 、 こ こ で は下 記 の手 続 きよ り解 析 文 生 成 用 の 対 象 デ ー タ フ ァ イル を作 成

した。 図6.1フ ァイ ル作 成 手 順 に 示 したPPIS処 理 の 上 段 枠 内 がPPISホ

ス トサ イ ドで の 検 索 、 ユ ーザ フ ァイ ル 作 成 の プ ロセ ス に あ た る。 また 下 段 の ロー

カ ル処 理 と した 部 分 は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ 上 で の 処 理 と な る。

PPIS処 理

SDB PRDB

lSDBREADllWINGl
il

l

lPPIS1一 ザ フγ仙 作 成1
l

lPCNV・ 一掬 フ・イル変 換1

、 ,SlASロ ー

1ア スキーフ湘 変換1
l

l統 計情報 解析 文生成システム1

図6.1フ ァ イ ル作 成 手 順
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①.国 内 マク ロ経 済統計(SDB)検 索 加工

国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)デ ー タ につ い て は 、 専用 編 集 シ ス テ ム(SDB

READ)を 用 い て デ 一 夕ベ ー・一ス検 索 を行 い 、 そ の ユ ー ザ フ ァイ ル をPCNVに

よ り ロ ー カ ル フ ァ イル と して ダ ウ ン ロー ドす る。 これ を通 常 のLANフ ァイ ルか

らア ス キ ー フ ァ イ ル へ の フ ァ イ ル コ ンバ ー タ(IDOLWORD等 の フ ァイ ル ト

ラ ン ス レー タ)を 用 い て 変 換 し、 統 計 情 報 解 析 文生 成 シス テ ム(SIAS)の 入

力 デ ー タ とす る。

本 調 査 に お け る運 用 事 例 と して は 、 国 内 マ ク ロ経 済 統 計 の うち 「国 民 経 済 計 算 」

、 「消 費 ・家 計 」 、 「設 備 投 資 」 、 「輸 出 入 ・国際 収 支 」 、 「鉱 工 業 指 数 」 、

「卸 売 物 価 」 、 「消 費 者 物 価 」 、 「人 口 ・労 働 」部 門 にお け る各 該 当 統 計 を 対 象

と して 検 索 を 行 い 、7ア イル 作 成 を 行 った 。 専 用 編 集 シス テ ム(SDBREAD)

で は、 時 系 列 名 、SDBコ ー ド、期 間 の3条 件 を入 力 し、 時 系 列 デ ー タ を1系 列

づ っ 作 成 で き る。 また こ の場 合 、 国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)は 多 岐 に わ た る

統 計 デ ー タを 集 成 した 統 合 統 計 デ ー タ ベ ー スで あ るた め 、一 般 に統 計 調 査 ご と の

公 表 期 間 、採 録 期 間 が 異 な る た め 、 四 半 期 、 月 次 、 年 次 区分 や 季 節 調 整 の 有 無 、

実 質 値 ・名 目値 な どの 検 索 条 件 を確 認 しっ つ 利 用 す る必 要 が あ る。

②.生 産動態 統計(PRDB)検 索 加工

生 産 動 態 統 計(PRDB)に っ い て は、PPISガ イ ドシ ス テ ム(WING)

を用 い て デ ー タ ベ ー ス検 索 し、PCNVに よ り ロー カ ル フ ァ イル と して ダ ウ ン ロ

ー ドを 行 い 、SDBと 同 様 に ア ス キ ー フ ァイ ル へ変 換 す る。

本 調 査 に お け る運 用 事 例 で は、 生 産 動 態 統 計(PRDB)に お け る 「機 械 統 計 」

の うち 、 『電 子 管 、半 導 体 素 子 及 び集 積 回 路 』 につ い て は1989年1月 ～1993年1月

ま で の 月 次 デ ー タ 、 『電 子 応 用 装 置 』 に つ い て は1989年1月 ～1992年12月 まで の

の 全 品 目 、全 ア イ テ ム に っ い て 対 象 と した 。

一110一



(2).統 計 情報 解析 文生成 処 理(SIAS運 用)

統 計情 報解析 文生 成 システ ム(StatisticalInformationAnalyzeSystem-

TextGenerator)は 、前 章 まで に検 討 した よ うに 「統 計系 列 自身 に係 わ る知 識」

や 、 「文生 成 に係 わ る自然言 語辞書 ・文 法知識 」 、 「ユーザ指定 の生 成文型 を形

成 す るための リン ク知識 」 は等 によ って支 援 され、 そ の下 で統計 原 デ ータか ら自

然 言語 によ る解析 文生 成 を行 うもので あ る。

本年 度調査 で は平成3年 度 に引 き続 いて これ ら知識構造 の把握 と構 築を行 い、

その知 識 ベー スエ ンジンに相 当す る特徴 抽 出系 による判別 と解析文 生成 系 によ り

統計 解析 文 を生成 させ る こと と した。 また 、本 年度 システ ムで は検 索結果 に基づ

く統 計 デー タ に対 して統 計表 の加工 処理 機能 や グラフ処理 機能 を モ ジ ュール化 し

た。 これ らの検 索 結果 の ユーザ デー タにつ いて 、統計 系列 情報 の付加 、数値 解析

的 デー タ処理 、 さ まざま な特 徴抽 出処理 を行 った後 に中間言 語表 現 を生成 し、辞

書 引 きに よる 自然言 語処 理か ら統計情 報 解析文 生成 がな され る。

本年 度作成 したSIASで は、 トップ メニュー画面 にお いて デー タベー ス選択

が な され 、国 内マ クロ経 済統計(SDB)な い し生 産動態 統 計(PRDB)な ど

を指定 す るこ とで 、次 の処 理 メニュー に移行 す る。処理 メニ ュー の構成 自体 は平

成3年 度 実施 版 と同様 で 「2.検 索 結 果加工処 理 」を選択 す るこ とによ り、PP

ISデ ー タベ ー スの検 索結 果 ファイル(変 換処 理後 の ア スキー フ ァイル)を 読み

込 み、解 析文 生成 までの全処 理 をす る ことが で きる。 平成4年 度 版 と して作成 し

た統計 情 報解 析文 生成 シ ステ ムの実 行 モ ジュー ル構成 は次 の とお りで ある。

[モ ジ ュ ー ル 機 能]

SIAS… 全起動処理SIAS-TG… 本体

SIAS-ED… エデ4タSIAS-RG…1‖ 祈文生成モジュー'ル

本 年 度 調 査 と して と りま と め た統 計 情 報 解 析 文 生 成 シス テ ム(SIAS)で は、

平 成3年 度 実 施 し た シ ス テ ム の容 量 上 の 問 題 を 回 避 す るた め に 、EMS-LIM

4.0版 に も とつ く拡 張 メモ リを2MB活 用 す る こ と に した 。 ま た 、 実 行 フ ァ イ

ル 以 下 、 実 際 に これ ら国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)、 生 産 動 態 統 計(PRD

B)に つ い て 運 用 し、 統 計 情 報 解 析 文 生 成 を 行 った 。

な お 、 試 験 運 用 に あ た って 用 い た 各 種 デ ー タ フ ァ イ ル は以 下 に一 覧 と して と り

ま とめ た 。
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統計情 報解析文生成 ソステム(SIAS)お よび運用評価用 データ ー 覧

(1).実 行 プ ログ ラ ム名: SIAS.EXE… … … メ イ ン部141.2kB

(SIAS-TG.EXE)… … … サ ブ 部292.4kB

(SIAS-RG.EXE)… … … サ ブ 部127.OkB

(SIAS-ED.EXE)… … … サ ブ 部222.1kB

た だ し、 各 サ ブ 部 は メ イ ン部 よ り内 部 呼 出 さ れ る。

拡張子*.AA? 画 面 用 デー タ フ ァイル

(2).評 価用 デ ー タ フ ァイ ル

拡張子 N

D

D

K

L

I

S

R

*

*

*

*

PPIS検 索結果

系列辞書 ファイル
自然言 語辞書(SIASD

支援 リンク知識(SDBO

C.SD:固 定)

.RK:サ ン プ ル)

a.国 内 マ ク ロ経 済 統 計(SDB)関 係 デー タ

SDB部 門 主たる統計 系列辞書 検 索 フγ価 検索期間 系列数 容量kB

(1).国 民 経 済 計 算 統合勘定 SDBO.ID SDBO.LN 8603～9201Q 19 8.2
(2).個 人 消費 家計調査 SDB1.ID SDB1.LN 8907～9212 46 21.5

ノ, 消費水準 ノソ "

(3).住 宅 建 設 新設住宅着工 SDB2.ID SDB2.LN 8907～9212 8 6.3
(4).民 間 設 備 投 資 機械受注実績 SDB3.ID SDB31.LN 8907～9211 35 24.4

ノノ 建設工事受注 !ノ !ノ

ノ' 設備投資動向 ', SDB32.LN 8603～9301Q 3 1.9
(5).国 際 収 支 国際収支統計 SDB4.ID SDB4.LN 8907～9212 18 10.7
(6).鉱 工 業 生産 鉱工業生産指数 SDB5.ID SDB5.LN 8907～9212 31 22.2
(7).卸 売 物 価 指 数 卸売物価指数 SDB61.ID SDB61.LN 8907～9212 36 25.7
(8).消 費者物価指数 消費者物価指数 SDB62.ID SDB62.LN 8907～9301 33 24.8
(9).雇 用 情 勢 労働力調査 等 SDB7.ID SDB7.LN 8907～9212 10 8.1

た だ し、検 索期 間 に お いてQの つ い て い る もの は期 別 デ ー タ

b.生 産 動 態 統 計(PRDB)関 係 デ ー タ

PRDB部 門 系列辞書 検 索 ファイル 検索期間 系列数 容量kB

(1).電 子 管 、半 導 体 素 子 及 び集 積 回路

(2).同 前 半(～ そ の他 の半 導 体 素子)

(3).同 後 半(集 積 回路 以 降 ～)
(4).電 子 応 用 装 置

PRDB1.ID

:
PRDB2.ID

PRDB1.LN

PRDB11.LN

PRDB12.LN

PRDB2.LN

8901～9301

8901～9301

8901～9301

8901～9212

1巴

};1

214.3

106.0

109.2

85.8

た だ し、 各 フ ァイ ル ともに複 数 アイ テ ム を同 時検 索 した もの を、

外 部 エ デ ィタで合 成 編 集 した もの。

一112一



6.2統 計 情報 解析文 生成 システム運 用事 例

以下 、統 計情 報解 析文生成 事 例 と して国内 マ クロ経済統計(SDB)よ り 「国

民経済 計算 」 を取 り上 げ た。

6.2.1記 述 対 象 選 択 に よ る表 現 の 相 違

本年度 の拡 張で は、対 象 デー タの特徴 をその まま記述す る 「実数 値 ベー スの記

述 」の他 に、 その 「前年 同期(月)比 べー スの記述 」 、年(期)別 平 均値 に基 づ

く 「大 域 的特 徴 ベ ー スの記述 」 がで きる。以 下 に示 した例 は、す べて同 じ系列 デ

ー タの同期 間 にっ いての記述 の相違 を示 した ものであ り
、特徴抽 出 は実数値 、前

年 同期(月)比 、年(期)別 平均値 の いずれか を基準 に して い る。 これ らの表現

型 の違 い を示 す ため 、同時期 の表現 の相違 にっ いて下線 で示 した。

①.実 数 値 ベー スの記述

以下 は対 象 デー タの統計 系列 にっ いて実数 値変動 を主体 に記述 した もので あ る。

民 間 総 固 定 資本 形 成 の内訳 と して 、民 間 住宅 投 資 は86年 第3期 の時点 で は4 .25兆 円で

あ り、87年 第1期 に は3.87兆 円 と期 間最 小 とな り、87年 第2期 か ら3期 連 続 して漸 次 増加

し、87年 第4期 には5.43兆 円 とな り、88年 第1期 か ら推移 し、90年 第2期 に は5 .73兆 円

と期 間第3位 とな り、90年 第3期 に は6.14兆 円 と期 間最 大 とな り、90年 第4期 には5 .82

兆 円 と期 間 第2位 とな り、91年 第1期 に5.16兆 円 と著 し く激 減 し、92年 第1期 には4 .49

兆 円 とな った 。

民 間 企 業 設備 投 資 は86年 第3期 の時 点 で は13.77兆 円で あ り、87年 第2期 に は12.61兆

②.前 年 同期(月)比 べ ー スの記述

以下 は対 象 デー タの前年 同期(月)比 の変動 につ いて、 その特 徴 を時系列 的 に

記 述 した もの であ る。 こ こで 示 されて い る特徴 は実数 値に前年 と異 な る変動 が当

年 に現 われ た こ とを意味 し、前年 の傾 向 か らの逸脱 な どを見 つけ るこ とが で きる。

ただ し、対 象期 間 によ って は前年 同期(月)比 が初期時 点か ら1年 間 は値 が求

ま らな いた め、 その場合 、生成 記述 され る期間 が制限 され る(点 下 線 部)。

国民経済計算 について87年 第3期 ～92年 第1期 における前年同期比 の動向 を解説 します。

少 し、89年 第1期 に は0.986と な り、90年 第1期 か ら3期 連 続 して漸 次 増加 し、90年 第3期 に

はLO80と な り、90年 第4期 か ら5期 連 続 して漸 次 減少 し、91年 第4期 には0 .853と 期 間最

小 とな り、92年 第1期 に は0.869と な った。

民 間企 業 設 備 投 資 の前 年 同期 比 は87年 第3期 の時点 で は1.076で あ り、87年 第4期 か ら6

期 連 続 して 漸 次 増加 し、89年 第1期 に は1.198と 期 間最 大 とな り、89年 第2期 に1.141と 著
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③.大 域 的特 徴 ベ ー スの記述

以下 は対象 デー タの年(期)別 平 均 値 の特徴 を時系 列的 に記述 した もので あ る。

こ こで 示 され る特 徴 は、細 か な変動 に よ らない系列 の大域 的 な変 動 傾 向を意 味 す

る もので 、指 定全 期 間を通 じた変動 のパ ター ンに典型 的 な傾 向が見 られ る場 合 に

は、文末 にそ の変 動傾 向 が総 括記述 され る(波 線部)。

ただ し、年(期)別 平均 値 を基 準 に と ってい るた め指定 期 間の初 期 と終期 の両

端 にお いて年(期)が 中断 され る場 合、記述 期間 は制 限 され る(点 下線部)。

国民経済 計算について87年 ～91年 における年平均の動向 を解説 します。

民 間総 固 定 資本 形 成 の内 訳 と して 、民 間 住宅 投 資 は87年 の年 平均 が4.84兆 円 で あ り、

88年 か ら漸 次 増加 し、90年 に は5.69兆 円 と期 間 最大 とな り、91年 に5.23兆 円 と山 を形

成 した。

民 間企業 設 備投 資 は87年 の年 平 均 が14.41兆 円 で あ り、88年 か ら漸 次増 加 し、91年 に

は22.97兆 円 とな った。

公 的 総 固定 資本 形 成 は87年 の年 平 均 が6.02兆 円 で あ り、88年 に は6.33兆 円 と期 間 第

3位 とな り、89年 に6.19兆 円 と著 し く激減 し、90年 に は6.48兆 円 と期 間第2位 とな り

以下 に、 ここで 例 と して取 り上 げた 「民 間住 宅投 資 」に ついて 、実 数比 、 前期

比 、前 年 同期(月)比 の時 系列変動 を グラフに示 した。
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6.2.2記 述 レベ ル選 択 に よ る表 現 の相 違

本年 度 の拡 張 で は、見 つ けた特徴 をす べて表示 させ る 「詳細表 示 」 の他 に、特

定 の特 徴 に基 づい た表 現 を抑 制 させ る記 述 レベ ルの設定 を可能 に した。 この指 定

に は、値 の表 示 形式 を簡略 化す る 「比 較値記 述 を省 略」、 値 の順 位表 現 を抑制 す

る 「次 点値記 述 を省略 」 、連 続 増加(減 少)期 間を抑制す る 「連 続期 間を省略 」

な どを選 ぶ こ とが で きる。

以下 、統計 情 報解析 文生 成事 例 と して 国内マ クロ経済統 計(SDB)よ り 「国

民 経済 計算 」 を取 り上 げた。

①.詳 細表示

詳細 表示 とは見 つけ られた特 徴 をす べ て表 示 させ る もので 、以 下 に示 した他 の

記述 レベルで は、 ここで 表現 され る文章 か ら特定 の特徴記述 を省 略す る こ とで行

わ れ る。詳細 表 示 の出力 例を下 に示す 。

国 民 総 支 出 、 国民 総 生 産 は86年 第3期 の時 点 で は82.32兆 円 で あ り、87年 第1期 に80.5

6兆 円(前 期比 一12.47%)と 著 しく激 減 し、87年 第2期 か ら3期 連 続 して漸 次 増 加 し、87

年 第4期 に は97.01兆 円(前 期 比12.60%、 前 年 同 期 比105.4%)と な り、88年 第4期

に102.24兆 円(前 期 比11.13%、 前 年 同 期比105.4%)と 続 騰 し、89年 第4期 に は10

7.05兆 円(前 期 比11.15%、 前 年 同期 比104.7%)と 期 間第3位 とな り、90年 第4期 に

は111.97兆 円(前 期比10.53%、 前 年 同期 比104.6%)と 期 間 第2位 とな り、91年 第

4期 に は115.45兆 円(前 期 比9.31%、 前年 同期 比103.1%)と 期 間最 大 とな り、92年

第1期 に は103.38兆 円(前 期比 一10.45%、 前 年 同 期比102.3%)と な った。

②.比 較値記 述 を省略

比較値 記述 の省 略 とは、詳 細表示 の うち値の 記述 に伴 い カ ッコ表示 され て いる

参 照比 較情報 の記 述 を省 略す る もので あ る。 なお、 「前年 同期(月)比 の記 述」、

「大域 的特徴 記述 」 の場 合 は詳細表 示 に おいて も比較値 は記述 しない た め、 この

省 略項 目は記 述対 象 の選 択 に お ける 「実 数値 ベー スの記述 」 の場合 に の み有 効 と

な る。 比較値 記述 の省略 例 を下 に示 し、①.の 例文 か ら記 述 省略 の行 われ た位置

相 当 に▲記号 を印 した。

国 民 総 支 出 、 国民 総 生産 は86年 第3期 の時点 で は82.32兆 円で あ り、87年 第1期 に80.5

6兆FELt著 しく激 減 し・出廷 第2期kl-6-3期 連丘 しこζ漸 次 増加 しふ 旦1窪第4期1;.laL..97・.Oユー兆

恥2塞 一りふ88年 第4期 に102.24兆FsLt続 騰 し、長 年第4蛆 に は..1虹mL.望 ヒ牛 期 間9E.Q位

.と2遮互ユ..90年第4期 に は111.97兆Fste期 間第2位 とな り、91年 第4期 に は115.45兆FELt

期 間 最大 とな り、92年 第1期 に は103.38兆FELeな った。
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③.次 点 値記述 を省略

次点 値 記述 の省略 で は詳細 表示 の うち、期間第2位 、期 間第3位 な どの次 点表

現 を省 略 す る もの であ る。系 列変動 が周 期的 な どの理 由で2位3位 の 特徴が あま

り意味 を もた な い場 合 に指定 す る。②.か ら次点値記 述 を省略 した例 を下 に示 し、

記 述省 略 の行 われ た位 置 相当 に▲記 号 を印 した。

国民 総 支 出 、国民 総 生 産 は86年 第3期 の時点 で は82.32兆 円で あ り、87年 第1期 に80.5

6兆 円 と著 し く激減 し、87年 第2期 か ら3期 連 続 して漸 次増 加 し、87年 第4期 に は97.01兆

円 とな り、88年 第4期 に102.24兆 円 と続 騰 し▲91年 第4期 に は115.45兆 円 と期 間 最 大 と

な り、92年 第1期 に は103.38兆 円 とな った。

④.連 続期 間 を省 略

連続 期 間の省略 とは詳 細表示 の うち 「～期連 続 して増加(減 少)」 とい う表現

を省略 す るもので あ る。 系列 の変動 が周期的 で この表 現が煩 雑で あ る場合 な どに

指 定す る。 ただ し、 この指定 に も係 わ らず5期(時 点)以 上 の長期 増 加(減 少)

傾 向 に対 して は、 その連 続期 間 の抽 出 は行 われ る。②.か ら連続期 間 を省略 した

例 を下 に示 し、記 述省 略 の行 われた 位置相 当に▲記号 を印 した。

国民 総 支 出、 国民 総 生 産 は86年 第3期 の時点 で は82.32兆 円で あ り、87年 第1期 に80.5

6兆 円 と著 し く激減 し▲88年 第4期 に102.24兆 円 と続 騰 し、89年 第4期 に は107.05兆 円

と期 間第3位 とな り、90年 第4期 に は111.97兆 円 と期 間 第2位 とな り、91年 第4期 に は1

15.45兆 円 と期 間最 大 とな り、92年 第1期 に は103.38兆 円 とな った。

なお 、①.～ ④.の 任意 の組 合せ は重 ねて指定す る ことがで きる。 また、 参考

と して 、 ここで記 述 され てい る系列 「国民総支 出、国民総 生産 」 の グ ラフ を次 に

示 した 。
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6.2.3グ ラ フ機 能 の運 用 例

本年 度 の拡 張で はグ ラフ表 示機能 が追 加 され てお り、時 系列 グ ラ フと循 環 グラ

フの2種 類 の表示 形式 を利用 す る ことが で きる。時 系列 グ ラフは横 軸 に時 間 を と

り系列 の経年 的変 動を見 るもので あ り、 もう一方 の循環 グ ラフは縦 軸 と横 軸 に異

な る系 列 デー タを とり、2っ の系列 の相 関な い し循 環状況 を見 る ものであ る。

ここで は2っ の グラフの相 違 を見 るため、下 の例 文 につ いてそ れ ぞれの グ ラフ

表示例 を示 した。 なお、 ここで取 り上 げた系列 は生 産動態 統計(PRDB)「 電

子管 ・半導体 ・集 積回路 」に おける半導 体集積 回路 の生産 数量 、販 売 数量 、在庫

数量 で ある。

電子管、半導体素子及集積回路 について89年1月 ～91年12月 における動向を解説 します。

半 導 体 集積 回路 の生 産 数 量 は89年1月 の時 点 で は10.94億 個 で あ り、89年11月 か ら3ヵ 月

連続 して漸 次減 少 し、90年1月 には10.85億 個 と期 間 最小 とな り、90年2月 か ら3カ 月連 続

して漸 次増 加 し、90年4月 に は12.38億 個 とな り、90年6月 に13.38億 個 と著 し く激 増 し

、90年11月 か ら3カ 月 連 続 して 漸 次減 少 し、91年1月 には13.16億 個 と な り、91年7月 には

15.07億 個 と期 間最 大 とな り、91年8月 に13.53億 個 と著 し く激 減 し、91年9月 に は14.77

億 個 と期 間 第3位 とな り、91年10月 に は14.82億 個 と期 間 第2位 とな り、91年12月 には

13.54億 個 とな った。

半 導 体 集積 回路 の販 売 数 量 は89年1月 の時 点 で は9.90億 個 で あ り、89年2月 か ら5ヵ 月連

続 して漸 次 増加 し、89年6月 に は11.82億 個 とな り、89年10月 に11.72億 個 と続 騰 し、89

年11月 か ら3ヵ 月連 続 して 漸次 減 少 し、90年1月 には10.23億 個 とな り、90年3月 に11.57

億 個 と続 騰 し、90年5月 か ら3ヵ 月連 続 して漸 次 増加 し、90年7月 に は13.02億 個 とな り、9

0年10月 か ら4ヵ 月連 続 して漸 次減 少 し、91年1月 に は12.22億 個 と な り、91年3月 に13.47

億 個 と続騰 し、91年5月 か ら3ヵ 月 連続 して 漸次 増 加 し、91年7月 に は14.04億 個 と期 間最

大 と な り、91年8月 に12.81億 個 と著 し く激 減 し、91年9月 に は13.72億 個 と期 間 第2位

とな り、91年10月 か ら3カ 月 連続 して 漸 次減 少 し、91年12月 に は11.67億 個 とな った。

半 導 体集 積 回 路 の在 庫 数 量 は89年1月 の時 点 で は9.49億 個 で あ り、89年7月 か ら6ヵ 月連

続 して 漸次 増 加 し、89年12月 に は10.96億 個 とな り、90年1月 か ら3ヵ 月連 続 して 漸次 減少

し、90年3月 に は10.53億 個 とな り、90年5月 か ら3ヵ 月 連 続 して漸 次 減 少 し、90年7月 には

9.50億 個 とな り、90年9月 に は9.37億 個 と期 間最 小 とな り、90年10月 か ら7カ 月連 続 し

て 漸次 増加 し、91年4月 に は11.00億 個 とな り、91年6月 か ら7ヵ 月連 続 して 漸次 増 加 し、9

1年12月 に は13.93億 個 とな った。
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①.時 系列 グ ラフ

時 系列 グラフ は統計 系列の 経年 的変動 を見 るために付加 した機能 で、同 時 に3

系列 までを重 ね合 わせて表示 で きる。 しか しな が らグラフ表示 されて いる系列 デ

ー タは デ ィスプ レイ上 で は彩 色 されて識 別可能 であ るが、通常 の 白黒 印刷 で は区

別 がっ きに くい もの とな って い る。 以下 に半導 体集積 回路 の3ア イテ ムにっ いて、

1989年1月 をベ ー スに した実 数比 の振舞 を示 した。 生産数量比 と販売 数量 比が織

られ るよ うに増加 し、在 庫数 量比 が1990年9月 以降1992年 初頭 にかけて増 加 して

い るのが み られ る。

[3ア イテ ム表 示例]
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また 、 この 時 系 列 グ ラ フで は実 数 比 ベ ー ス以 外 に 同 時 に前 期(月)比 べ ー ス 、

前 年 同 期(月)比 べ ー ス の グ ラ フを 表 示 す る こ とが で きる。 次 の例 は 、実 線 が実

数 比 ベ ー ス、 破 線 が前 期(月)比 べ ー ス 、長 破 線 が 前 年 同 期(月)比 べ ー ス で表

され て い る。

[3指 標 系 列 表 示]
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次 に、 この半 導 体集積 回路 の生産 数量 の うち、実数 値 ベ ー スと前年 同期(月)

比 べー スの グ ラフ に4カ 月移動 平均 処理 を行 った結果 を示 した。 前章 に示 したよ

うに、原統計 系 列 が月別 デー タの ときは3ヵ 月 、4ヵ 月、12ヵ 月 の移動 平均処

理 が 、期別 デ ー タの と きは3期 、4基 移 動平 均 処理 が行 え る。

[移 動平均 値 表 示]
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さ らにこの グ ラ フ機 能 で は次 に示 した よ うな 回帰 直 線 を表示 させ る ことがで き

る。 こ こで は半 導体集 積 回路 の生産数 量 、在庫 数量 に ついて1991年1月 ～1993年1

月 まで に制限 し回帰 直線 を表示 した。 また、 回帰係 数 、定 数項 を含む線種 情 報 は

右 マ ウスク リックに よ り表示 させ る ことがで き る。

[回帰 直線 表 示]
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②.循 環 グラ フ

循環 グラフで は2系 列 間の相 関 ない し循環 を見 るこ とが で き、時 系 列 グ ラフ上

で の位 相 的 なず れ を循環 グラフ上の回 転 として捉 え る ことが可能 で あ る。 な お、

循 環 グ ラフで は初期 、終期 、縦 軸最 大(最 小)期 、横軸最大(最 小)期 に っ いて

そ の時 期 を表 示 す ることがで きる。以下 、時 系列 グラフと同様 に、実数比 ベー ス、

前 期(月)比 べー ス、前年 同期(月)ベ ースの各循環 を示 した。

[実 数比 ベ ー ス]
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な お 、循 環 グ ラ フ機 能 と して は 、

示 させ る こ と が で き る。

この経年 的振 舞 い を1時 期 づ っ ステ ップ表
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6.3総 合 的評 価 と今 後へ の課題

これ まで検 討 して きた統計 情報解 析文 生成 システム(SIAS)の 運用評 価結

果 につ い て と りま とめ、今後 の課題 にっ いて の検討 を行 う。

(1).シ ス テ ム 運 用 環 境 評 価

本 年 度 調 査 と して と り ま と め た統 計 情 報 解 析 文 生 成 シ ス テ ム(SIAS)は 、

平 成3年 度 実 施 した シ ス テ ム の容 量 上 の 問 題 を 回 避 す るた め に、EMS-LIM

4.0版 に も とつ く拡 張 メモ リを2MB活 用 す る こ と に した 。 ま た 、 実 行 フ ァイ

ル 自身 も、SIAS.EXE、SIAS-TG.EXE、SIAS_RG.EX

E、 、SIAS-ED.EXEと4フ ァ イ ル を 相 互 に 呼 出 す 形 式 と した。 しか し

な が ら この う ち対 象 テ ー ブ ル 加 工 か ら グ ラ フ機 能 付 き解 析 文 生 成 機 能 を有 す るS

IAS-TG.EXE本 体 はC言 語 ベ ー スで も290kBを 越 え て い る。 これ は

昨年 度 実 施 ベ ー ス の機 能 で はEMSメ モ リ拡 張 は十 分 で あ った もの の 、本 年 度 調

査 にお い て グ ラフ ィ ッ ク面 を 重 視 しパ ネ ル ス イ ッチ化 した こ と、 統 計 グ ラ フ機 能

を 付加 した こ と 、 さ ら に特 徴 抽 出 系 ・生 成 系 を 強 化 した こ とが 要 因 と な って い る。

そ の た め16～32bit系 の パ ー ソ ナ ル コ ン ビ ュー一夕上 で は ま た 実 行 環 境 が厳

し い もの とな って お り、 前 提 とす るEMSメ モ リ容 量 の拡 大 や処 理 機 能 の分 割 な

どの 改 善 が 必 要 と な って い る。 特 に 、 生 産 動 態 統 計(PRDB)に お け る 『電 子

管 、 半 導 体 素 子 及 び集 積 回路 』 の よ う な ア イ テ ム数5、 レ コー ド数274件 の デ

ー タ フ ァ イ ル で は 一 度 に処 理 す る こ と は 困 難 と な って い る。

現 在 こ の統 計 情 報 解 析 文 生 成 シス テ ム は検 索 原 デ ー タ に つ いて 基 礎 統 計 量 や各

種 特 徴 抽 出 デ ー タ を シス テ ム運 用 中 に保 持 して い る。 特 に 、統 計 表 の評 価 対 象 テ

ー ブ ル に お い て は 、 原 系 列 デ ー タ(主 系 列)な らび に付 随 系 列(そ の 前期(月)

比 、前 年 同 期(月)比 、 寄 与 度 な ど)の 同 時 評 価 を 行 うた め 、統 計 表 加 工 か ら特

徴 抽 出 、 解 析 文 生 成 に至 る処 理 プ ロ セ ス中 で は 、 原 デ ー タ に対 して 動 的 に最 大 約

8倍 程 度 の メ モ リが 必 要 と され る。 メ モ リ容 量 の 大 き な 負 担 とな っ た グ ラフ ィ ッ

ク パ ネ ル 面 に っ い て は言 語 な い しOS環 境 の 変 更 、 統 計 グ ラ フ表 示 に お い て は実

行 フ ァ イ ル分 割 に よ る非 同 時 処 理 す る方 法 な ど の 改 善 策 も検 討 が 必 要 で あ るが 、

あ ま り望 ま し い方 法 とは い え ず 、 中 間 フ ァイ ル の 作 成 や 中 間処 理 コ ー ドの さ らな

る 圧縮 、 外 部 メ モ リの活 用 な どの 可 能 な 処 理 を 図 る必 要 が あ る と い え る。

(2).生 成 解析 文評 価

本年度 調査 した システム にお ける統 計情報 の解析文 生成 過程 は、評 価対 象 テー

ブ ルに おけ る時 系列 原デ ー タ(主 系列)の 最 大 値 や最 小値 、連続期 間 の発 見 や基

礎統計 指標(平 均値 、標 準偏 差、相 関係 数 ・回 帰係数 等)の 算 出に加 え、 デー タ

の大域 的 な推移 や変 動傾 向 につ いての特 徴抽 出機能 な ど生 成文表現 の高度化 を図

った。 これ は平 成3年 度 に実 施 した統計 情報解 析文生 成 シ ステム において は、生

成 出力 され る文章 表現 は検索 デー タの実 数値特 性 につ いて特徴変動 を時系列 的 に

表 出 した もので あ り、 グロー バルな全体 的変動 の把 握 や抽 出特徴 の コ ン トロール
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に関 して は十 分で はなか った。 そ のた め周期的 なデ ー タ系列 に対 して は特 徴 記述

を同様 に周期 的 に繰 り返 しが ちで 、時系 列 デー タが長 期 に渡 る場 合 に は非 常 に煩

雑 な ほ どの ミク ロな記 述 を行 って いた。 これ は昨年 度 実施 の特徴 抽 出系 が個 々 の

解析 的特 徴 を単純 に抽 出 す るため に生 じた問題 で、 そ のた め生成 文 の よ り質 の高

い表 現 が望 まれて いた。

その た め、本年度調 査 にお いて は デー タの大 域的 な推移 や変動 傾 向 にっ いて の

特徴 抽 出機能 を強化 し、全 体 の動向 記述 や表現 の拡 大 を目指 した。 昨年度 実 施 の

解析 的特 徴 に もとつ く特徴 抽 出系 の強化 とと もに、大 域的 な推移 を見 るため の方

法 と して 、前 年同 期(月)比 べー スの記 述や年(期)別 平均 値 のバ ッ クグ ラウ ン

ド評 価 に もとつ く大域的 記述 、 さ らには値変動 傾向 の評価方 法 を複 合 的に拡 充す

るな どの特徴 抽 出系の検討 を行 った。 これ らの拡張 に よ り具 体的 には次 の特 徴的

表現 が 得 られた。 対前年(期)変 化 のパ ター ンに対す る逸脱 や大 域 的 な推 移 傾向

を発見 し特徴 と して記述 、続騰 、続 落 な どの値 変化 の表現 を よ り自然 な形 で 表現

で きる よ うに な った。以 下、 これ らの記 述表現 の特性 にっ いて ま とめ てお く。

①.前 年 同期(月)比 べー スの表現 記述

対象 統計 系列 に っいて実数 値 ベー スの変動 抽 出のか わ りに、そ の前 年 同期(月)

比 に対 す る特徴抽 出を行 うもの で、'これ によ り前年 同期(月)比 の変 動 状況 にっ

いての みを把握 す ることがで きた。 これ は対 前年 の変化 パ ター ンか らの逸脱 にっ

いてそ の特徴 を抽 出す る ことにあた る。

②.大 域 的表現 記述

対 象 デー タの年(期)別 平 均 値 をバ ックグ ラウン ドで算 出 し評 価す る ことで、

細 かな季 節変動 を除去 した よ り大域 的 な特徴変動 を抽 出 して お くこ とが で き る。

また、全 期 間を通 じた大 域的 な グ ロー バ ルな値 の変 動 特徴 の推移 を調 べ 、下記 に

示 した比 較 的判定 の しやす い8種 類 の変 化 パ ター ンに沿 った ものを特 徴 と して抽

出 し、表現 可能 に した。 グ ロー バル な大 域 的特 徴の パ ター ンは次 の とお りで ある。

鈍化

低迷

急成長

急落

収束

発散

山を形成

谷を形成

:成 長 の方 向 にあ るが 、鈍 って きて い る もの

:減 少 ρ方 向 にあ るが 、鈍 って きて い る もの

:成 長 の方 向 にあ り、勢 いが ついて い る もの

:減 少 の方 向 にあ り、 勢いが ついて い る もの

:変 動 の幅 が小 さ くな って い くもの

:変 動 の幅 が大 き くな って い くもの

:当 該 期間 の変化 が山 形 にな る もの

:当 該 期間 の変化 が谷 型 にな る もの

③.値 変動 の微細 記述

前年 同 期(月)比 に関 して は、通常 の時 系列 デー タを対 象 に して い ると きに も、

その年(期)別 平 均値 の前 年比 を バ ック グラ ウ ン ドで算出す るよ うに して い る。
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その ため これ によ り対 象 デー タが周期 的 に推 移 して い るのか、 ランダムに推 移 し

て いるのか の判定 を よ り確か にす る ことがで きた。本 年度 で は特 に、通常 の基本

統 計か らみた特徴 が無 い期間 に対 して もこの判 定 を行 うよ うに してあ る。 そ のた

め値 の変動幅 が小 さけれ ば前 年 と同様 に 「推 移 」 して いる こ とを意 味 し、前 期

(月)比 によ る年 間を通 じた同 レベル値 の評 価 か ら求 まる 「横這 い」 とは区別す

る こと と した。 また これ とは別 の ア プ ローチ と して 、連続2時 点 間で の変 化方 向

を逐次 調 べ るこ とによ り、 これが同方 向 にあ る と きの特徴 を抽 出す る もの と した。

これに よ り続 騰 、続落 な どの表 現 を確 か にす る こ とが で きた。

続 騰:2時 点 続 けて増 加 し、後 の方 が増加幅 が大 きい もの

続 落:2時 点 続 けて減 少 し、後 の方 が減少幅 が大 きい もの

以上 、 これ らは解析文 生成 に おいて実 際 に表 現 され るか ど うか は、前節5.2.

1に 示 した各 特徴 抽 出 レベル で の競 争結 果 に依 存 して い る。

(3).グ ラ フ表 示 機 能

本年 度調 査 では対象 系列 に つ いて の グ ラフ表 示 を可能 に した。 グ ラフは時 系列

グラフ と循環 グラフの2種 類 を選択 で きる。時 系列 グ ラフで は3系 列 まで を同時

に選 択 で き、 それ ぞれ にっい て実数 比 、前期(月)比 、前 年 同期(月)比 を重 ね

ることがで きる。 さらにそれ らの移 動平 均値 、回帰 直線 の作成表 示 、その ヘル プ

画 面表示 な どの機能 が付 加 され てい る。 また、循環 グ ラフは2系 列 を縦軸 と横軸

に と り、 その相関 や循環 をみ る ことがで きる。 さ らに時系列 にそ って一点ず っ プ

ロ ッ ト表示 で きる ステ ップ実 行機能 を付加 した。

この グ ラフ表示機 能 と して 時 系列 表 示 では3系 列 まで に制 限 され て いるが、 こ

れ は3系 列 にっ いて実数 比 、前 期(月)比 、前 年 同期(月)比 を表示 させ た場合、

実 際上 、9系 列分 の容量 確保 が 必要 とな るため表 示用 メモ リ容量 の考 慮 を図 った

こ とに よる。 プ ログ ラム処理 の拡張 自身 は容 量 との 問題 のみで あ るが 、系列 数が

多 くな った場 合に、表 現 でき る彩色 数 と線種 数 か らの制約 が あ り、あ ま り効 果的

な表現 が得 られな い こと も事 実 で あ る。 また 、 どち ら も画 面 イ メー ジのまま プ リ

ンタにハ ー ドコ ピー出力す る ことが で きるが 、 白黒 出力 が一般的 な現在 では グ ラ

フ表現 に制約 を受 け る もの とな って い る。

また 、 これ らの グラフ処理 は、対 象 テー ブル の表 示画面 と 自然言 語表現 の生成

文 表示画 面 とか ら実 行で きる。特 に後者 で は生 成文 か らグ ラフ表 示す べ き系列 名

を指定 す るこ とに よ りグラフ呼 出が可能 とな る もので あ るが、 この よ うなハ イパ

ー テキ ス ト機 能、 ハ イパー グ ラフ化処理 を さらに今後 、特 徴 の グ ラフ検索 や 生成

文 の表現 意味 との対応 させて 表示 で きる ことが望 まれ る。

(4).今 後 へ の 課 題

本年 度調 査 に よる統 計情報 解 析文 生成 システ ムで は解析 文表現 にお いて、大域

的 な記 述 に よ り単 純 で はあ るが全体 の動 向を見 渡せ るよ うに な った。 しか しなが

ら、本 年度 調査 で は まだ大域 的特徴 抽 出結果 と従来 の実数 値 ベー スの特徴抽 出精
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果 との混在評 価 が十分 で はな いため 、時 系列動 向 に沿 った特 徴記 述 の表現 を さら

に高度化 す るこ とが望 まれ る。 これ を可能 とす るには経 済統 計 デー タの特 徴記述

に関す る分析 を さ らに進 め る必要 が あ る といえ る。

また、事例 や周 辺知識 を さ らに知 識 ベ ー ス化 し 「常 識 化」 す る こ とや、 ガ イ ド

機 能 を拡 充す る こと、知 識獲 得 の機 能 を充実 させ る こ とな どの多 面 的知識処 理 が

必 要 とい える。 さ らに本 年度 調査 で は記 述対象 として 「視 点 」 に相 当す る概 念 を

導 入 したが 、 これ を一歩 進 めて表現 文 体 や文脈 な どの 自然 言 語処 理 の機能面 にっ

いて拡充 を図 る必 要 があ ると考 え られ る。一方 、統計 系列 情 報 の解析 的特徴 抽 出

の質 を高 め る方 の観点 か らは、 マ ク ロ経 済 モデ ルのよ うな整 合的評 価 手法 や 固有

統 計間 の リンケー ジ法 の開発 な ど、経済 学的知 識や統 計処 理 機能 の拡 充 と と もに

図 る ことが望 まれ る。 さ らに今後 、意 味 ネ ッ トワー ク処理 の 自動 化 や経済予 測へ

の推論手 法 の適用 な どAI的 手法 の導入 を図 る ことに よ り、各種 指標 評価 の高度

化 や解析 文 の質 の向上 を促 す ことがで きる もの といえ る。

本年度 調査 で これまで に と りあげた統 計情報 解析文 生成 システ ムを今後 さ らに

高 度化 し、実 用化 してい くた めには下記 の課題 が あげ られ る。

[課 題]

1.統 計 系列 知識 な らび に関 連知識 の拡充

2.特 徴 抽 出系 での知識 獲得 、学習機 能 の付 加

3.表 現 文型 の拡 充

4.文 脈構成 の検討

5.自 然言語 処理 の拡充 と高 度化

6.PPISシ ステ ムとの リンケー ジ問題

これ まで にみた よ うに特徴抽 出系 の拡 充 と言語処 理 の拡充 の両 面 か らの検 討 に

もとつ いて、統 計 情報解 析文 の よ り高 い 自然 な表現 が 得 られ る もの とな る。 さら

に、現行PPISと の リンケー ジにっ いて検討 す る こと も重要 な課 題 で、 これに

よ り全体 的 な操 作 環境 が充実 し、本 システムの利用価 値 も高 ま る もの とい え る。

これ らはPPISデ ータ ベー スをは じめ とす る統計 デー タ ベー スの今 後の利 用促

進 、分析 利用 の高 度化 に 資す る もの とい える。
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(1).統 計情 報 解析文 生成事 例[国 民 経済 計 算 よ り]

①.実 数値 ベー スの 記 述例

国 民 経 済 計 算 に っ いて86年 第3期 ～92年 第1期 に お け る動 向 を 解 説 しま す。

雛
　

聯雛

灘

　蹴
謙
↑

②.前 年 同期(月)比 べー スの記述 例

国 民 経 済 計 算 に っ い て87年 第3期 ～92年 第1期 に お け る前 年 同 期 比 の動 向 を 解 説 します 。
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・

大 域的特 徴 ベー スの記 述例

 

③

国 民 経 済 計 算 に っ い て87年 ～91年 に お け る 年 平 均 の 動 向 を 解 説 し ま す 。

国 民 総 支 出 、 国 民 総 生 産 は87年 の 年 平 均 が86.08兆 円 で あ り 、88年 か ら 漸 次 増 加 し 、9
1こ ま105.32兆 円 と な っ た 。
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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(2).統 計 情 報解析文 生成 事例[個 人消費 よ り]

①.実 数値 ベ ー スの記 述例

個 人 消 費 に つ い て89年7月 ～92年12月 に お け る 動 向 を 解 説 し ま す 。
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②.前 年同 期(月)比 べー スの記 述例

個 人 消 費 に つ い て90年7月 ～92年12月 に お け る 前 年 同 月 比 の 動 向 を 解 説 し ま す 。

世 帯 の 集 計 世 帯 数 の 前 年 同 月 比 は92年12月 に1.0で あ っ た 。

世 帯 の 世 帯 人 員 の 前 年 同 月 比 は92年12月 に1.0で あ っ た 。

世 帯 の 世 帯 主 の 年 齢 の 前 年 同 月 比 は92年12月 に1.0で あ っ た 。

世 帯 の 消 費 支 出 の 前 年 同 月 ・比 は90年7月 の 時 点 で は1.035で あ り 、90年9月 か ら3カ 月

艦 罐 撫 、舞 聡 ↓㌶ 響℃と,㍊ご1綴織0器 鷲 しじ～議 題
6月 に は0.989と 期 間 最 小 と な り 、92年12月 に は1.000と な っ た 。

鰐 ㍊ 鐸 訳しと。☆ 瀞 、三鷹 朋 砦{19㌫ξ、の磨,鱈ぷ 雅 語 品濃 設
2年2月 に1.060と 著 し く 激 増 し 、92年3月 に0 .998と 著 し く 激 減 し 、92年7月 か ら3カ 月
し て 漸 次 増 加 し 、92年9月 に は1.008と な り 、92年10月 か ら3ヵ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し

0.980と な っ た 。

居 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.073で あ り 、90年10月 に1.046と 続 騰 し 、91

月 に1.151と 著 し く 激 増 し 、91年4月 に は1.288と 期 間 第2位 と な り 、91年5月 に0 .97著 し く 激 減
し 、91年9月 に1.207と 続 騰 し 、92年2月 に は1.344と 期 間 最 大 と な り 、92月 に は

1.231と 期 間 第3位 と な り 、92年10月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年12月
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大 域的特 徴 ベー スの記 述 例

 

③

個 人 消 費 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る期 平 均 の動 向 を 解 説 しま す 。
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⑤.循 環 グ ラ フ例[実 数 比 ベ ー ス]
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(3).統 計情 報 解析文 生成 事 例[住 宅建設 よ り]

①.実 数値 ベー スの記 述例

住 宅 建 設 に つ い て89年7月 ～92年12月 に お け る 動 向 を 解 説 し ま す 。
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②.前 年 同期(月)比 べー スの記 述例

住 宅 建 設 に つ い て90年7月 ～92年12月 に お け る前 年 同月 比 の動 向 を解 説 し ます 。
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着 工 戸 数 合 計 の 内 訳 と し て 、 利 用 関 係 別 の 持 家 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点

で1で あ り 、91年2月 に0.853と 著 し く 激 減 し 、91年5月 に は0.787と 期 間 最 小 と な

り9月 に0.944と 続 騰 し 、91年9月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、91年11月 に は1.

07と り92年3月 に は1.147と 期 間 第2位 と な り 、92年6月 に は1.129と 期 間 第3位 と

な928月 に は1.223と 期 間 最 大 と な り 、92年12月 に は1.060と な っ た 。

関 別 の 貸 家 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.052で あ り 、90年10月 か ら4カ 月

連 て 次 減 少 し 、91年1月 に は0.814と な り 、91年3月 に0.703と 著 し く 激 減 し 、91年

8月 こ0.9と 続 騰 し 、91年10月 か ら9カ 月 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、92年6月 に は1 .202と な
り92年 に は1.270と 期 間 第2位 と な り 、92年9月 に は1.260と 期 間 第3位 と な り 、92

年 月 に1.315と 期 間 最 大 と な り 、92年12月 に は1.156と な っ た 。

用 関 別 の 分 譲 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.258で あ り 、90年8月 に は1.371

と 間 第 位 と な り 、90年9月 に は1.383と 期 間 最 大 と な り 、90年10月 に1.197と 著 し く

激 し 、 年12月 に は1.338と 期 間 第3位 と な り 、91年4月 か ら7ヵ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し

、 年10に は0.610と な り 、92年1月 に は0.556と 期 間 最 小 と な り 、92年7月 に0.761と
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③.大 域的特 徴 ベー スの記述 例

住 宅 建 設 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る 期 平 均 の 動 向 を 解 説 し ま す 。

新 設 住 宅 着 工 戸 数 合 計 は89年 第3期 の 期 平 均 が14.56万 戸 で あ り 、90年 第2期 に は15.2

万 戸 と 期 間 最 大 と な り 、90年 第3期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年 第1期 に は10.77

戸 と な り 、91年 第3期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年 第1期 に は9.87万 戸 と 期 間 最

、92年 第4期 に は12.18万 戸 と な っ た 。

新 設 住 宅 着 工 戸 数 合 計 の 内 訳 と し て 、 利 用 関 係 別 の 持 家 は89年 第3期 の 期 平 均 が4.48

、89年 第4期 に3.81万 戸 と 著 し く 激 減 し ・90年 第2期itは4・86_万 戸 と 期 間 最

、90年 第3期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年 第1期 に は3.11互 戸 と 期 間 最 小

、91年 第3期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年 第1期 に は3.36万 戸 と な り 、92年

翻 確 認 躍 、當 蟻6瀦 鵠 〕、9}鷺智 昔 膓118顯 第篇 蕊.・.66万 戸
期 間 最 大 と な り 、91年 第1期 に4.50万 戸 と 著 し く 激 減 し 、91年 第2期 か ら3期 連 続 し て

、91年 第4期 に は5.19万 戸 と な り 、92年 第1期 に は4.44万 戸 と 期 間 最 小 と な

、92年 第2期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、92年 第4期 に は6.37万 戸 と な っ た 。

利 用 関 係 別 の 分 譲 は89年 第3期 の 期 平 均 が2.52万 戸 で あ り 、90年 第2期 か ら3期 連 続 し

漸 次 増 加 し 、90年 第4期 に は3.57万 戸 と 期 間 最 大 と な り 、91年 第1期 か ら6期 連 続 し て1
.81万 戸 と な っ た 。、92年 第2期 に は1.80万 戸 と な り 、92年 第4期 に は

床 面 積 合 計 は89年 第3期 の 期 平 均 が1170.90万 平 方 囮で あ り 、90年 第2期 に は1278.10
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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(4).統 計情 報解析 文生 成事 例[民 間設 備投 資よ り]

①.実 数値 ベー スの記述 例

民 間 設 備 投 資 に っ いて86年 第3期 ～93年 第1期 に お け る 動 向 を解 説 し ま す 。
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②.前 年 同期(月)比 べー スの記 述 例

民 間 設 備 投 資 に つ い て87年 第3期 ～93年 第1期 に お け る前 年 同 期 比 の動 向 を 解 説 し ます 。
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(全 業)の 前 年 同 期 比 は87年 第3期 の 時 点 で は1.037で

て 漸 増 加 し 、88年 第3期 に は1.261と な り 、89年 第1期 に

8年 第 期 に1.181と 著 し く 激 減 し 、89年 第4期 に は1.266と

期 ら3連 続 し て 漸 次 減 し 、91年 第1期 に は1.066と な り

減 し 、93年 第1期{ま0.926と な っ た 。

と て 製 造 業 の 前 同 期 比 は87年 第3期 の 時 点 で は0.

て 増 加 し 、 年 第3期 に は1.328と な り 、89年 第

年.2著 し く 激 減 し 、92年 第4期 に は0.

の は1.で あ り 、89年 第1期 に は1.320と 期

著 減 し 、 年 第3期 に は1.245と 期 間 第3位 と

2り 、90第3期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し

第 期 に は0.95と な っ た 。
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大域的 特徴 ベー スの記 述 例③.

民 間 設 備 投 資 に つ い て87年 ～92年 に お け る年 平 均 の動 向 を解 説 し ます 。

設 備 投 資 動 向 の 設 備 投 資 動 向(全 産 業)は87年 の 年 平 均 が6.76兆 円 で あ り 、88年 か ら

漸 次 増 加 し 、91年 に は12.84兆 円 と 期 間 最 大 と な り 、92年 に12.76兆 円 と 山 を 形 成 し た

o

設 備 投 資 動 向(全 産 業)の 内 訳 と し て 、 製 造 業 は87年 の 年 平 均 が2.48兆 円 で あ り 、88

年 か ら 漸 次 増 加 し 、91年 に は5.22兆 円 と 期 間 最 大 と な り 、92年 に4.79兆 円 と 山 を 形 成

し た 。

非 製 造 業 は87年 の 年 平 均 が4.27兆 円 で あ り 、88年 か ら 漸 次 増 加 し 、92年 に は7.97兆

円 と な っ た 。
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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(5).統 計情 報解析 文生成 事 例[国 際 収支 よ り]

①.実 数値 ベー スの記述 例

国 際 収 支 に つ い て89年7月 ～92年12月 に お け る 動 向 を 解 説 し ま す 。

は89年7月 の 時 点 で は54.98億 ド ル で あ り 、90年1月 に は 一5.59億 ド ル(前 月

%)と 期 間 最 小 と な.り 、91年9月 に89.58億 ド ル(前 月 比61.41%、 前 年 同

%)と 続 騰 し 、91年12月 に103.73億 ド ル(前 月 比47.05%、 前 年 同 月 比2

続 騰 し 、92年3月 に は137.96億 ド ル(前 月 比26.15%、 前 年 同 月 比334.4

最 大 と な り 、92年4月 か ら3ヵ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年6月tcは94.41億 ド
ー0 .72%、 前 年 同 月 比144.8%)と な り 、92年9月 に は120.54億 ド ル(前

%、 前 年 同 月 比134.6%)と 期 間 第2位 と な り 、92年12月 に は114.52億 ド
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70.28億 ド ル で あ り 、90年1月

り 、92年9月 に は135.77億 ド ル

な り 、92年12月 に は130.81億

jo

し 、 輸 出 ま8時 点 で3.27億 ド ル で あ り 、90年1月 に は

月 一24.%最 小 と 、91年3月 に290.40億 ド ル(前

.同 比1.4臆 し 、5月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 増 加 し

月 こ.53ド ル 前1%、 同 月 比110.0%)と な り 、92年9
3.ド ル 前 月 比20前 年 同114.3%)と 期 間 最 大 と な り 、92

に 億 ド ル(前 月 比%、 前 月 比109.0%)と 期 間 第2位 と な

年 月299.19億 ド ル(前12.96前 年 同 月 比104.2%)と な っ た 。

は 年Hm吐 上'TStt159.99レ で あ り 、 年10月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 増 加
't--'・(前 月2 .08%)な り 、90年10月 に は202.49億 ド

'q%)と 期 間2位 と な り
、90年11月 に は206.2

'19
.4%)期 間 最 大 と な り 、90年12月 か ら3カ
wド ル 前 月 比 一6 .43%、 前 年 同 月 比106

9.29%、 前 年 同 月 比86.6%)エ
at ・.前 年 同 月 比98.50"

②.前 年同期(月)比 べー スの記 述 例

国 際 収 支 に っ い て90年7月 ～92年12月 に お け る 前 年 同 月 比 の 動 向 を 解 説 し ま す 。

の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は0.350で あ り 、91年1月`こ は 一〇.081と 期 間

、91年8月 に は6.529と 期 間 第2位 と な り 、91年11月 に は4.186と 期 間 第3位

1月 に は63.311と 期 間 最 大 と な り 、92年10月 に1.597と 続 騰 し 、92年12月 に
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同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は0.757で あ り 、90

1月 に は2.904と 期 間 最 大 と な り 、91年2月 に1

と 期 間 第2位 と な り 、91年5月 に は2.089と 期 間

92年2月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年4

と な っ た 。

比 は90年7月 の 時 点 で は1.016で あ り 、90年8月

こ は1.170と な り 、91年1月 に は1.184と 期 間 量
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③.大 域 的特 徴 ペー ス の記述 例

国 際 収 支 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る期 平 均 の 動 向 を 解 説 します 。

ド ル で あ り 、90年 第2期 に26.31億 ド ル と 著

期 間 最 小 と な り 、90年 第4期 か ら9期 連 続 し て
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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(6).統 計 情 報 解析文 生成 事 例[鉱 工 業生 産指 数 よ り]

1①.実 数 値 ベー スの記 述例

鉱 工 業 生 産 指 数 に つ い て89年7月 ～92年12月 に お け る 動 向 を 解 説 しま す 。
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②.前 年 同期(月)比 べー スの記 述例

鉱工 業 生 産 指 数 に っ い て90年7月 ～92年12月 に お け る前 年 同 月 比 の 動 向 を解 説 し ま す 。
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年 同 月 は90年7月 の 時 点 で は1.1で あ り

と し 、1年6月 に ■.0と 著 し く 激 減 し 、91

5こ0.と な り 、92年6月 に1.0と 著 し く

少 年2月 に は0.9と な っ た 。

の 時 点 で は1.0で あ り 、90年11

し 、91年3月 に は1.1と な り 、91

.な り 、92年5月 に は0.9と 期 間 最

ま1.0と な っ た 。

あ り 、90年10月 に は1.1と 期 間

年1月 に は1.1と 期 間 第2位 と な

0.9と 期 間 最 小 と な り 、92年9月

92年12月 に は1.0と な っ た 。

あ り 、90年10月 か ら3ヵ 月 連 続 し

.1と 期 間 最 大 と な り 、92年9月 に

懸…㌶賜綴㌶繍籔
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③.大 域 的特徴 ベー スの記述 例

鉱 工 業生 産 指 数 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る期 平 均 の 動 向 を 解 説 し ます 。

鉱 工 業 生 産 指 数 は89年 第3期 の 期 平 均 が118.9で あ り 、90年 第2期 か ら3期 連 続 し て 漸 次

増 加 し 、90年 第4期 に は132.0と 期 間 最 大 と な り 、91年 第2期 に は127.5と 期 間 第3位 と な

り 、91年 第4期 に は130.1と 期 間 第2位 と な り 、92年 第1期 に121.0と 著 し く 激 減 し 、92年

第4期 に は120.2と な っ た 。

鉱 工 業 生 産 指 数 の 内 訳 と し て 、 製 造 工 業 は89年 第3期 の 期 平 均 が119.1で あ り 、90年 第2

期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、90年 第,4期 に は132.2と 期 間 最 大 と な り 、91年 第2期 に は

127.7と 期 間 第3位 と な り 、91年 第4期 に は130.3と 期 間 第2位 と な り 、92年 第1期 に121.

2と 著 し く 激 減 し 、92年 第4期 に は120.4と な っ た 。

製 造 工 業 の 内 訳 と し て 、 鉄 鋼 業 は89年 第3期 の 期 平 均 が106.0で あ り 、90年 第2期 か ら3

期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、90年 第4期 に は113.6と 期 間 最 大 と な り 、91年 第1期 に は111.7と

期 間 第3位 と な り 、91年 第2期 に は112.1と 期 間 第2位 と な り 、91年 第3期 か ら4期 連 続 し

て 漸 次 減 少 し 、92年 第2期 に は99.2と な り 、92年 第4期 に は100.5と な っ た 。

非 鉄 金 属 工 業 は89年 第3期 の 期 平 均 が120.0で あ り 、89年 第4期 か ら 好 調 に 推 移 し 、90年

第4期 に は138.3と 期 間 最 大 と な り 、91年 第2期 に は135.9と 期 間 第2位 と な り 、91年 第4

期 に は135.3と 期 間 第3位 と な り 、92年 第1期 に127.6と 著 し く 激 減 し 、92年 第4期 に は1

28.1と な っ た 。
'金 属 製 品 工 業 は89年 第3期 の 期 平 均 が1

.18.Oで あ り 、90年 第1期 に は113.2と 期 間 最 小 と
な り 、90年 第2期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、90年 第4期 に は126.0と な り 、91年 第2期 か

ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、91年 第4期 に は125.5と な り 、92年 第4期 に は115.7と な っ た

o

機 械 工 業t→n^一 一 ・'"一^+ittm均 が128.0で あ り 、90年 第2期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し

、90ケ'"Lな り 、91年 第3期 に は141.8と 期,間 第3位 と な り 、91'
∫92年 第1期 に131.6と 著 し く 激 減 し 、92年 第4期

^nで あ り
、90年 第2期 か ら3期 連pa'
}agりMlにltIO■F'
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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(7).統 計 情報 解 析文 生成 事 例[卸 売 物価指 数 より]

①.実 数値 ベー スの記 述例

卸 売 物 価 指 数 に つ い て89年7月 ～92年12月 に お け る 動 向 を 解 説 し ま す 。
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②.前 年同 期(月)比 べー スの記 述例

卸 売 物 価 指 数 に.つ い て90年7月 ～92年12月 に お け る 前 年 同 月 比 の 動 向 を 解 説 し ま す 。
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10月 か ら3ヵ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年12月 に は1 .0と な

製 品 の 内 訳 と し て 、 加 工 食 品 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.0で あ り 、90年8

4ヵ 月 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、90年11月 に は1.0と な り 、91年1月 か ら5カ .月 連 続 し て

加 し 、91年5月 に は1.1と な り 、91年6月 か ら6カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年11月

.0と な り 、92年1月 に1.0と 著 し く 激 減 し 、92年4月 か ら5カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し

8月 に は1.0と な り 、92年10月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年12月 に は1.0と
　

製 品 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.0で あ り 、90年8月 か ら5カ 月 連 続 し て 漸

し 、90年12月 に は1.0と な り 、91年2月 か ら6カ 月 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、91年7月 に
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③.大 域的 特徴 ベー スの記 述 例

卸売 物 価 指 数 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る期 平 均 の 動 向 を解 説 し ます 。

3期 の 期 平 均 が94.7で あ り 、89年 第4期 に94.0と 著 し

て 漸 次 増 加 し 、91年 第1期 に は96.5と な り 、91年 第2

年 第4期 に は96.1と な り 、92年 第1期 に100.5と 著 し く

業 製 品 は89年 第3期 の 期 平 均 が95.0で あ り 、

第1期 に は97.5と な り 、91年 第2期 か ら3期 連

り 、92年 第1期 に100.5と 著 し く 激 増 し 、92

4期 に は99.7と な っ た 。 、

3期 の 期 平 均 が100.0で あ り 、90年 第1期 か ら

.1と な'り 、92年 第1期 に105.2と 著 し く 激 減

92年 第4期 に は105.9と な っ た 。

り 、89年 第4期 に95.0と 著 し く 激 減 し 、90年

期 に は97.3と な り 、92年 第1期 に は102.1と

漸 次 減 少 し 、92年 第4期 に は98.8と な っ た 。

.7で あ り 、90年 第1期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増

期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、92年 第3期 に

り 、89年 第4期 に99.0と 著 し く 激
に は102.6と な り 、92年 第2期 か
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⑤.循 環 グ ラ フ例[実 数 比 ベ ー ス]
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(8).統 計 情 報 解析 文生成 事 例[消 費者物 価 指数 よ り]

①.実 数値 ベー スの 記述 例

消 費者 物 価 指 数 に つ い て89年7月 ～93年1月 に お け る動 向 を 解 説 しま す 。
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②.前 年 同期(月)比 べー スの記述 例

消 費 者 物 価 指 数 に つ い て90年7月 ～93年1月 に お け る前 年 同 月 比 の 動 向 を 解 説 し ます 。

費 者 物 価(全 国)の 総 合 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.0で あ り 、90年11月 に

著 し く 激 増 し 、91年8月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年10月 に は1.0と な り 、9

月 に1.0と 続 騰 し 、92年9月 に1.0と 続 騰 し 、92年10月 に1.0'と 著 し く 激 減 し 、93年1
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璽
の 住 居 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.0で あ り 、90年8月 か ら5カ 月 連 続

加 し 、90年12月 に は1.0と な り 、91年11月 に1.0と 著 し・く 激 減 し 、92年3月 か

し て 漸 次 増 加 し 、92年5月 に は1.0と な り 』、92年12月 にLOと 続 騰 し 、93年1

た 。

の 光 熱 ・ 水 道 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.0で あ り 、90年9月 か ら4力

漸 次 増 加 し 、90年12月 に は1.1と な り 、91年1月 か ら12カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少

月 に は1.0と な り 、92年1月 か ら6ヵ 月 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、92年6月 に は1.0

年9月 に1.0と 続 騰 し 、92年10月 に1.0と 続 騰 し 、93年1月 に は1.0と な っ た 。

の 家 具 ・ 家 事 用 品 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.0で あ り 、90年9月 に1

、90年11月 に1.0と 続 騰 し 、91年1月 に1.0と 著 し く 激 減 し 、91年3月 に1.0と

年.Ke"■ 一^'舎 「k曝 し 、92年1月 に1.0と 著 し く 激 増 し 、92年8月 に1.0と 続 騰

u90年7月 の 時 点 で は1 .0で あ り ..91年4月 に1.0'L1と 著 し く 激 増 し
、91年10月 か ら4ヵ 月

「e・3月か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、9
w心 し 、93年1月 に は1.0と な っ

禁

続
年
盟

灘

ぽ

…

 消繊
耀

灘

…=
畔

、

一150一



③.大 域 的特徴 ベー スの記述 例

消費 者 物 価 指 数 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る期 平 均 の動 向 を 解 説 しま す 。

消 費 者 物 価(全 国)の 総 合 は89年 第3期 の 期 平 均 が97.4で あ り 、89年 第4期 か ら7期 連 続

し て 漸 次 増 加 し 、91年 第2期 に は103.2と な り 、91年 第4期 に104.5と 続 騰 し 、92年 第3期

に105.1と 著 し く 激 減 し 、92年 第4期 に は105.5と な っ た 。

総 合 の 内 訳 と し て 、 品 目 分 類 の 食 品 は89年 第3期 の 期 平 均 が96.9で あ り 、89年 第4期 か

ら7期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、91年 第2期 に は104.6と な り 、91年 第3期 か ら 推 移 し 、92年 第3

期 に105.1と 著 し く 激 減 し 、92年 第4期 に は104.6と な っ た 。

品 目 分 類 の 住 居 は89年 第3期 の 期 平 均 が97.7で あ り 、89年 第4期 か ら13期 連 続 し て 漸 次

増 加 し 、92年 第4期 に は107.5と な っ た 。

品 目 分 類 の 光 熱 ・ 水 道 は89年 第3期 の 期 平 均 が97.7で あ り 、89年 第4期 か ら5期 連 続 し て

漸 次 増 加 し 、90年 第4期 に は103.2と な り 、91年 第1期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年

第3期 に は102.0と な り 、91年 第4期 か ら5期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、92年 第4期 に は102.8とtL・ ・t

な っ た 。

品 目 分 類 の 家 具 ・ 家 事 用 品 は89年 第3期 の 期 平 均 が100.1で あ り 、90年 第1期 に99.8と

著 し く 激 減 し 、90年 第2期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、90年 第4期 に は100.5と な り 、91

年 第2期 か ら3期 連 続 し て 漸 次 増 加 し 、91年 第4期 に は101.4と な り 、92年 第2期 か ら3期 連

続 し て 漸 次 増 加 し 、92年 第4期 に は102.4と な っ た 。

品 目 分 類 の 被 服 及 び 履 物 は89年 第3期 の 期 平 均 が95.1で あ り 、89年 第4期 か ら 好 調 に 推

移 し 、91年 第2期 に105.5と 著 し く 激 増 し 、91年 第4期 に は109.2と 期 間 第3位 と な り 、92

年 第1期 に104.1と 著 し く 激 減 し 、92年 第2期 に は109.7と 期 間 第2位 と な り 、92年 第4期

に`ま111.02ナ ♪'

保pa－ －no.1で あ り 、90年 第1期 に は99.3と 期 間 最 小 と な り

,qO年 第4期 に は100.4と な り 、91年 第2期 に100'"t
nyし 、92年 第3期 に は103.9と な り 、92年

"t99 ・0鷲2≧ 『0狸 塑 に9。
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⑤.循 環 グ ラ フ例[実 数 比 ベ ー ス]
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(9).統 計情 報 解析 文生 成事 例[雇 用 情勢 よ り]

①.実 数 値 ベー スの記述 例

雇 用 情 勢`こ つ い て89年7月 ～92年12月 に お け る 動 向 を 解 説 し ま す 。
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②.前 年 同期(月)比 べー スの記述 例

雇 用 情 勢 に つ い て90年7月 ～92年12月 に お け る前 年 同 月 比 の動 向 を 解 説 し ます 。

労 働 力 人 口 の 前 年 同 月 比 は90年7月 の 時 点 で は1.014で あ り 、90年9月 に1.022と 著 し く
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③.大 域 的特 徴 ベ ー スの記 述 例

雇 用 情 勢 に つ い て89年 第3期 ～92年 第4期 に お け る期 平 均 の 動 向 を解 説 します 。

働 力 人 口 は89年 第3期 の 期 平 均 が6343.00万 人 で あ り 、90年 第1期 に は6221.00万 人

間 最 小 と な り 、90年 第2期 に6447.67万 人 と 著 し く 激 増 し 、90年 第3期 か ら3期 連 続 し

次 減 少 し 、91年 第1期 に は6344.33.万 人 と な り 、92年 第4期 に は6613.33万 人 と な っ

は89年 第3期 の 期 平 均 が6206.67万 人 で あ り 、90年

な り 、90年 第2期 に6311.33万 人 と 著 し く 激 増 し 、
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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(10).統 計情 報解 析 文生 成 事例[電 子応用 装 置 よ り]

①.実 数値 ベー スの記述 例

電 子 応 用 装 置 に つ い て89年1月 ～92年12月 に お け る動 向 を 解 説 します 。

灘②.前 年 同期(月)比 べー スの記述 例

電 子 応 用 装 置 に つ い て90年1月 ～92年12月 に お け る前 年 同 月 比 の 動 向 を 解 説 し ま す 。

電 子 応 用 装 置 の 生 産 金 額 の 前 年 同 月 比 は90年1月 の 時 点 で は1.067で あ り 、90年2月 に は

.140と 期 間 最 大 と な り 、90年3月 に は1.093と 期 間 第3位 と な り 、90年5月 か ら3カ 月 達

し て 漸 次 増 加 し 、90年7月 に は1.049と な り 、90年12月 に1.075と 続 騰 し 、91年9月 に は

.117と 期 間 第2位 と な り 、91年10月 に0.892と 著 し く 激 減 し 、91年12月 に1.038と 続 騰

、92年7月 に0.979と 続 騰 し 、92年10月 に0.974と 著 し く 激 増 し 、92年12月 に は0.781

X線 装 置 の 生 産 数 量 の 前 年 同 月 比 は90年1月 の 時 点 で は1.057で あ り 、90年2月 か ら3力

連 続 し て 漸 次 減 少 し 、90年4月 に は0.862と な り 、90年7月 か ら3カ 月 連 続 し て 漸 次 増 加

、90年9月 に は1.099と な り 、91年2月 に1.116と 続 騰 し 、91年10月 に1.260と 著 し く 激

し 、91年11月 に0.944と 著 し く 激 減 し 、92年7月 に0.991と 続 騰 し 、92年8月 に は0.803

期 間 最 小 と な り 、92年12月 に は0.911と な っ た 。

X線 装 置 の 生 産 金 額 の 前 年 同 月 比 は90年1月 の 時 点 で は1.074で あ り 、90年2月 に は1.1

と 期 間 第3位 と な り 、90年10月 か ら4カ 月 連 続 し て 漸 次 減 少 し 、91年1月 に は0.836と 期

最 ノ1、と な915に は1.121と2と な り 、92年11月 に は1.129と 期 間 最 大
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、

大 域的特 徴 ベース の記述 例③.

電 子 応 用 装 置 に つ い て89年 第1期 ～92年 第4期 に お け る 期 平 均 の 動 向 を 解 説 し ま す 。

電 子 応 用 装 置 の 生 産 金 額 は89年 第1期 の 期 平 均 が5144.99億 円 で あ り 、89年 第2期 か ら3

続 し て 漸 次 増 加 し 、89年 第4期 に は5795.47億 円 と な り ぐ90年 第4期 に は6023.82億

と 期 間 最 大 と な り 、91年 第1期 に は5943.50億 円 と 期 間 第2位 と な り 、91年 第4期 に は

9.14億 円 と 期 間 第3位 と な り 、92年 第2期 に は4739.00億 円 と 期 間 最 小 と な り 、92年期
に5212.15億 円 と 著 し く 激 増 し 、92年 第4期 に は5078.88億 円 と な っ た 。

X線 装 置 の 生 産 数 量 は89年 第1期 の 期 平 均 が2.11千 台 で あ り 、89年 第2期 か ら3期 連 続
て 漸 次 減 少 し 、89年 第4期 に は1.98千 台 と な り 、90年 第1期 か ら 好 調 に 推 移 し 、91年 第
に は2.11千 台 と 期 間 第2位 と な り 、91年 第4期 に は2.13千 台 と 期 間 最 大 と な り 、92

雛1;;:86‡2ぽ:⊆ ㌍ し・92年 第2期.に は1・82千 台 と期 間最'1'と な ・・92年
X線 装 置 の 生 産 金 額 は89年 第1期 の 期 平 均 が163.14億 円 で あ り 、90年 第1期 に は168 .9円 と 期 間

最 大 と な り 、90年 第2期 に136.68億 円 と 著 し く 激 減 し 、90年 第4期 に は131

。盟;繁 聡:な り・91年 第1期`こ154・01億 円 と著 し く激 増 し・92年 第4期 ・ は ・

用 計 の 生 産 数 量 は89年 第1期 の 期 平 均 が1.85千 台 で あ り 、89年 第2期 に は1.86千 合

間 最 大 と な り 、・90年 第3期 に1.80千 台 と 著 し く 激 増 し 、92年 第2期 に は1.59千 台 と

な り 、92年 第4期 に は1.79千 台 と な っ た 。

医 用 計 の 生 産 金 額 は89年 第1期 の 期 平 均 が153.44億 円 で あ り 、90年 第1期 に は160.34

と 期 間 最 大 と な り 、90年 第2期 に126.62億 円 と 著 し く 激 減 し 、92年 第4期 に は129 .7
っ た 。

医 科 用 の 生 産 数 量 は89年 第1期 の 期 平 均 が944.33台 で あ り 、91年 第3期 に は1018 .67期
間 最 大 と な り 、91年 第4期 に793.67台 と 著 し く 激 減 し 、92年 第2期 に は743.00台

間 最 小 と な り 、92年 第3期 に は1006.00台 と 期 間 第2位 と な り 、92年 第4期 に は946.

Oた
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⑤.循 環 グ ラ フ 例[実 数 比 ベ ー ス]
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